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　あとがき







　プロローグ　覚かく醒せいと出会い







　覚醒は突とつ然ぜんだった。

　気がつけば、ハヤテはそこに立っていた。

　どこかの室内のようだ。ワンルームだが随ずい分ぶんと広い。並んでいる調度品や床ゆかに敷しかれた絨じゆう毯たんを見る限り、かなり裕ゆう福ふくな人間が住んでいるみたいだ。

（って、何で俺はここにいるんだ？）

　いつ、どうやってこの部屋に入ったのか──その記き憶おくがすっぽりと抜ぬけ落ちている。

　不可解な事態にハヤテは混乱しかけたが、

「あなた、誰だれ？」

　そこへ投げかけられる声がひとつ。

　振ふり向き。

　そして、ハッと息を吞のんだ。

　彼の背後にいたのが……感かん嘆たんの声も上げられなくなるような美少女だったからだ。

　上半身を揺ゆりかごのように包む淡あわい薔薇ばら色の髪。

　短めのスカートとニーソックスの間から覗のぞくミルクのように白い太もも。

　加えて、キリッとした端たん整せいな顔立ち。

　ほっそりと、それでいて均整の取れた肢し体たいは、彫ちよう刻こく家かが自分の理想をそのまま彫ほり出したかのようで、首元を締しめる水色のスカーフが胸むな元もとの双そう丘きゆうに埋うずもれていた。

　中でも最も目を引くのが──その眼まな差ざし。

　視線に形があるのならば、彼女のそれは矢の形をしていただろう。

　自分をまっすぐに見つめる紅玉の瞳ひとみに、ハヤテは文字通り射い抜ぬかれていた。

「……」

　息をするのも忘れて見み惚とれ続けていると、不意に少女がこちらに近づいてきた。狼ろう狽ばいして後ずさるが、お構いなしに距きよ離りを詰つめられる。

　そして、彼女はいきなり人の体をペタペタと触さわり始めた。

（なっ……なーっ⁉）

　突然のスキンシップに驚おどろき、ハヤテは硬こう直ちよくする。

　そのまましばらく相手のなすがままになっていると、今度は肌はだの匂においまで嗅かがれ始めた。

　少女の顔が間近に迫せまり、さらに体温が上がる。

「ふーん……見た目もそうだけれど、匂いも体のやわらかさも人間に近いわね」

　少女はしばし黙もつ考こうし、

「いちおう、味もみておこうかしら？」

　そう言って小さく舌を突つき出してくる。

「や、やめろって⁉」

　思わずハヤテは少女を押し止とどめた。

「あら、なんだ喋しやべれるんじゃない。だったら最初から返事なさいな」

「えっ……あ、いや」

「あなた、名前はあるの？」

「ハヤテ……ミツルギ」

「そう。名前はあるのね。どこの生まれなの？」

「それは……」

　ハヤテは少女の質問に答えようとして……

「……あれ？」

　自分がその答えを知らない──いや、思い出せないことに気づく。

　額に手を当てて必死に思い出そうとしても、記憶は真っ白だ。
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　そうして無意識から覚醒して最初に感じた疑問に立ち返る。

「何で……俺はここにいるんだ？」

「あなたはついさっき、そこから出てきたのよ」

　少女はそう言って床を指差す。

　その指先を追って視線を下げると──そこには一見、ハヤテには理解しがたい不可思議な紋もん様ようが円状に描えがかれていた。円線に沿うように火が灯ともされた燭しよく台だいが六つ並べられている。

「これは……？」

「これは魔女騎士ヘクセンリツターの契約獣サーヴアントを召しよう喚かんするための召喚陣じんよ」

「魔女騎士ヘクセンリツター……に、契約獣サーヴアント？」

　おまけに召喚って何だ？　俺はこの床に描かれた模様から出てきたのか？

「じゃ、じゃあ、ここはどこなんだ？」

「ここはスターファム王国の魔女騎士ヘクセンリツターを育成する高等学院。ディアスペル王立学院の学生寮りようよ。ちなみに、私──シェリー・シャルラッハロートの部屋ね」

　ついでとばかりに少女は自分の名前を名乗る。

　それで、とシェリーは小首を傾かしげた。

「そろそろさっきの質問に答えて欲しいのだけれど、自分の出身地は思い出せるの？」

「……思い出せない」

「これっぽっちも？」

「ああ……名前以外、自分のことがさっぱり分からないんだ」

　胸中に渦うず巻まく不安を吐と露ろするように、ハヤテは正直に話した。誰かに聞いてもらわないと頭がおかしくなりそうだ。

　記憶喪そう失しつ──そんな単語が浮うかぶ。

　そこでふとハヤテはシェリーのものと思おぼしき机に目をやり、その上に並べられた本の背表紙を順に黙読してみた。

　……どれも問題なく読める。文字や言葉は分かるようだ。

　分からないのは自分自身に関する事こと柄がらだけ。

「そうだ！　俺の家族は⁉」

　ハッとなって、ハヤテは必死に頭の中をまさぐった。

　しかし、やはり自分のこととなるとさっぱり思い出せなくなる。

　親が「いる」ことは間ま違ちがいない。それは確信できる……しかし、その顔も名前も、一いつ緒しよに住んでいたのかどうかさえ、一いつ切さい分からない。

　何もかもがわけ分からなくて、とにかく家族に会いたい──そう強く思うのに、故郷がどこかも思い出せないのでは帰りようもない。

　ハヤテは泣きそうになった。

　一方で、彼の目の前に立つシェリーはブツブツと独り言を言いながら考え込んでいた。

「名前は持っているけれど、自分のルーツは知らない……契約獣サーヴアントがどこから来るのか誰にも分かっていないのだし、あるいは彼ら自身も知らない可能性はあるわ……そうよ、召喚の手順自体に誤りはなかったはずだし、それなら成功していてもおかしくない……」

　……それにしても。

　本当に、何度見てもシェリーはとんでもない美少女だった。

　外は明け方近くのようだが、まさに「目も覚めるような」という形容はこういう時に使うのが適切なのだろうか。

　こんな時だというのに見み惚とれてしまう……それともこんな状じよう況きようだからこそ、頭が現実逃とう避ひ先を求めて、つい見入ってしまうのだろうか？

　その時、俯うつむき加減だったシェリーが顔を上げる。

　見つめていたのがバレたのかと思い、なんとなく慌あわててしまう。

「ち、違う！」

「違うかどうかは私が決めるわ」

　そう言って、シェリーはまたペタペタとこちらの体を触ってくる。

「やっぱり肉体は人間と変わらなさそうね」

「いや、ていうか、俺人間だし」

「でも記憶がないんでしょう？」

　それを言われると弱い。ハヤテは言葉に詰まった。

「なら、人間とよく似た姿の契約獣サーヴアントという可能性も残っているわ。だから、まずは試ためしてみましょう」

「た、試す？　何を……」

「あなたが私の契約獣サーヴアントなのかどうかを、よ」

　シェリーは凜りんとした声で答えた。

　彼女はもったいぶった動作で右みぎ腕うでを上げ、人差し指を立てる。

　美しく伸のばされた腕と指先が、まるで刃やいばのようだった。

「シェリー・シャルラッハロートの名においてハヤテ・ミツルギに命ずる──」

「……⁉」

　わけが分からないが、反射的に身構える。

　そして、シェリーはまっすぐに腕を振り下ろし、その美しい指先をハヤテに向けながら毅き然ぜんとした態度で叫さけんだ。




「──おすわり！」




　一秒、二秒、と沈ちん黙もくが続く。

　こう言っちゃなんだが……間ま抜ぬけな沈黙だった。

（な……何なんだ？　この異様に残念な空気は！）

「……おかしいわね」

　片かた眉まゆをぴくんっと上げ、シェリーは訝いぶかしげな顔をする。

「契約獣サーヴアントは契けい約やく者の命令に絶対服従する下げ僕ぼくなの。あなたが私の契約獣サーヴアントなら、名を以もって命じたことには従うはず」

　つまり、今のはハヤテが契約獣サーヴアントかどうかを確かく認にんするための作業だったらしい。

　彼女がその命令を選んだ動機が、なるべく実害のないものを選んだからなのか、人を跪ひざまずかせたかったからなのか、どちらなのかで随分と心証が変わるが……。

「よ、よく分からないが……お前の命令に従わなかったってことは、俺はそのなんちゃら獣とやらじゃないのか？」

「まだ何とも言えないわ。私が使った召喚陣はちょっと『特とく殊しゆな』ものだったから……普ふ通つうとは違って、魔女騎士ヘクセンリツターの使し役えき権を受けつけない契約獣サーヴアントが召喚されても不思議じゃない」

　要するにまだ何も分からないということか。

　ハヤテはため息をつく。

「まあそれは追おい々おい確かめていきましょう。いずれにせよ記き憶おくがないのであれば、あなたが本当は〝何者〟なのか知る術すべはないんだから……でも、そうね」

　シェリーはクイッと顔を上げる。

「あなたが本当に人型の契約獣サーヴアントで、もし私のために戦う下僕になるのなら──」

　彼女はそこでいったんセリフを切ると……ハヤテの首に腕を回して、耳に吐と息いきがかかる距離まで口を近づけてから、とんでもないセリフの続きを囁ささやいた。

「──契約の対価として、私があなたの奴ど隷れいになってもいいわよ？」







　第一章　女だらけの学院生活







　ディアスペル王立学院について、ハヤテはシェリーから簡単に説明を受けた。

　まず、この学院は魔女騎士ヘクセンリツターを養成するための施し設せつらしい。

　このフリューリンク大陸にはいくつか国があるが、そのほとんどが魔女騎士ヘクセンリツター養成のための学院を国家で経営している。

　それは魔女騎士ヘクセンリツターと呼ばれる姫ひめ騎き士したちこそが、大陸中にはびこる魔ま獣じゆうに対たい抗こうできる人類最大の戦力だからだ。

　人を、国家を、全すべてを維い持じし、護まもるためには力が必要となる。

　ゆえに各国は魔女騎士ヘクセンリツターの育成に資金をつぎ込む。

　このディアスペル王立学院もまたスターファム王国によって経営されており、人員・設備・敷しき地ち面積ともに大陸屈くつ指しと名高いそうだ。

　そんな最さい高こう峰ほうの学院に通うのは、もちろん最高峰の生徒たち──魔女騎士ヘクセンリツターとして高い適性を持つ貴族の子女たちだ。

「なるほど……まぁ、だいたい理解した。〝貴族〟ってのは、いまいちピンと来ないが」

「貴族を知らないって、あなた何時代の人？」

　正直に言っただけなのだが、心底呆あきれられた。

　貴族制度はもう長いこと社会に浸しん透とうしている制度で、人が〝貴族〟と〝平民〟に分けられていなかった頃ころなんて、それこそ何百年も前のことらしい。

　まあ、貴族とか平民とかはどうでもいい。

　そんなことよりも問題なのは……この学院にはハヤテ以外、男がひとりもいないということだった。




「はぁ……」

　ハヤテは大きなため息をついた。

　ため息に含ふくまれる意味は様々だ……早く記憶を取り戻もどしたいとか……（顔も思い出せないけど）親に会いたいとか……（たぶんいる）友達に会いたいとか……本当にいろいろだ。

　あとほかには……そう、たとえば今現在、自分の置かれているこの状況に対してとか。

「つまり……こういうことですか？　シェリー・シャルラッハロート」

　怒ど気きを押し殺した声がハヤテのいる室内に響ひびく。

　今、彼は『学院長室』と扉とびらのプレートに書かれた部屋の中で、シェリーの隣となりに気をつけの姿勢で立たされていた。彼女の名前を呼んだのは、初老の女性──ディアスペル王立学院の学院長シャンセ・スナイプニル。この部屋の主あるじである。

　彼女は執しつ務む机の上に肘ひじを置き、握にぎり合わせた両手でプルプルと震ふるえる口元を隠かくしていた。

「あなたは学院に無断で、教師の用意する召しよう喚かん陣じんを用いず、自室で独自の召喚陣を描えがいて儀ぎ式しきを行ない、そちらの少年を誤って呼び出した、と」

　そう言って、学院長はギロリとハヤテのことを睨にらむ。

（何で俺まで睨まれなきゃならないんだ……）

　自分はある意味で被ひ害がい者しやと言ってもいい立場のはずだ。

　なにしろシェリーが行なった召喚の儀式によって、唐とう突とつに契約獣サーヴアントとして彼女の許もとに呼び出されたのだから。その上記憶喪失ときたものだ。

　シェリーはハヤテのことを人型の契約獣サーヴアントかもしれないと言う。もちろんハヤテとしては、俺は人間だと声こわ高だかに主張したいが……「自分は人間だと思い込んでいるのではないか？」と言われたら、それを覆くつがえすだけの根こん拠きよを示せない。記憶がないから。

　ハヤテはただの人間でたまたま召喚されただけなのか？　それとも人型の契約獣サーヴアントか？　ふたりで散々話し合ったが結論は出なかった。

　とはいえ、結論は出なくとも問題は残る。

　即すなわち、当面のハヤテの処しよ遇ぐうをどうするのかという問題だ。

　それに対してシェリーは「まずは学院長の判断を仰あおぎましょう」と言い──こうして朝からふたりで学院長室を訪おとずれ、叱しつ責せきを受けているという塩あん梅ばいである。

「おおむね間ま違ちがっていませんわ、学院長」

　シェリーは相変わらず凜とした声で学院長の言葉に頷うなずいた。

　そんな堂々とした態度を見せつけられると、隣で萎い縮しゆくしている自分の方がもしかしてバカなんじゃないかという錯さつ覚かくを覚える。

「学院に無断で召喚の儀式を行なったことについては謝罪いたします。ですが」

「……何ですか？」

　短くも、威い圧あつ感を増す学院長の声。

　さっきよりも明らかに怒いかりのボルテージが上がっている……シェリーと学院長は旧知の間あいだ柄がららしいが、隣でふたりの話を聞いているハヤテはハラハラしっぱなしだ。

　それなのにやはり平然とシェリーは言葉を紡つむぐ。

「学院長もすでにお聞きになられたことと思いますが、私は学院の汎はん用よう召喚陣を用いた契約獣サーヴアントの召喚に数度、失敗しました」

「……」

「ご存知の通り、契約獣を持たなければ魔女騎士は魔女騎士たり得ません」

（契約獣サーヴアントを持たなければ……？）

　それはどういう意味だろうか？

　尋たずねようにも、今ここでふたりの会話の腰こしを折るわけにもいかない。

　ハヤテが今後どうなるかの分ぶん水すい嶺れいなのだ。

　なので湧わき上がった疑問は飲み下し、あとの機会に取っておくことにした。

「あなたが契約獣サーヴアントの召喚に失敗したことに、とても悩なやんでいたことは分かりました。確かに契約獣サーヴアントを持たねば魔女騎士ヘクセンリツターは魔女騎士ヘクセンリツターとしての責務を果たせないでしょう……。ですが」

　学院長は長いため息をつき、苦く悩のうを抑おさえるようにこめかみを指で揉もむ。

「……その結果がこれなのですか？　本来、召喚の儀式とは神聖なものです。それを独自の召喚陣を勝手に用いてさらに失敗を重ね、よりにもよって男を召喚するなんて。魔女騎士ヘクセンリツターの品位を貶おとしめるものだと批難されるかもしれませんよ？　ただでさえあなたは……」

「陰かげ口ぐちを叩たたかれることには慣れています」

　一いつ瞬しゆん、気き遣づかわしげな視線を寄よ越こした老女に対し、少女はあくまで毅然としている。

「──私は私の夢のために、どうしても最強の魔女騎士ヘクセンリツターとなる必要があります。契約獣サーヴアントが召喚できず、その資格すら得られないなんて笑い話にもなりません」

「あなたの気持ちは痛いほど分かります」

　しかし、と学院長は続けた。

「すでにあなたがこの学院に入学して一ヶ月が過ぎようとしています。今回のあなたの独断専行は何とか私の方で庇かばってみますが……もし、この先も契約獣サーヴアントを得られないままであれば、いずれ学院からあなたを退学させるようにとの裁可が上から下されるかもしれません。そんな前例のない不ふ名めい誉よをかぶるくらいなら、あるいはその前に……」

「お気遣いありがとうございます、シャンセ学院長。ですが、その先は言わなくても結構です。それに──」

　唐突に、ぐいっ、と右みぎ腕うでを引かれた。

　肘が胸に当たる。

「お、おい」

「──まだ私が契約獣サーヴアントの召喚に失敗したと決まったわけではありません」

　シェリーの反論に、学院長は眉を顰ひそめる。

「どういうことです？」

「これが証しよう拠こです」

　彼女はハヤテの右手を手に取り、その甲こうを学院長に見せつけるように差し出した。

　途と端たんに、老女は目を剝むく。

「それは、結印⁉」

「え？」

　相手の声に釣つられて、ハヤテも自分の右手を見やり──同じく驚おどろきの声を上げる。

「なっ、何だこれ⁉」

　ハヤテの右手には赤い血で描えがかれたような紋もん章しようが浮うかび上がっていた。

　それはどうやら〝剣けん〟を象かたどった紋章のようだ。

　まるで気づかなかった……いや、気づかなかったのはこの異常な状じよう況きようのせいだろうが。

「これは結印。魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントが契けい約やくした証あかしよ」

　シェリーは小声で手短に、この剣の紋章──結印について説明した。

　証だとか飾かざりだとか言われても、ハヤテに分かるのはただ自分の体に異変が起こっているという事実だけだ。

　動どう揺ようする彼をよそに、シェリーは再び学院長に向き直る。

「確かに過去、人型の契約獣サーヴアントが召喚された前例はありません。ですが、こうして結印が浮かんでいる以上、彼は私の契約獣サーヴアントです。しばらく様子を見させてくださいませんか？」

「おい、待てって。俺はにんげイデェ！」

　勝手に話を進めるシェリーにハヤテは物申そうとして、彼女に尻しりをつねられた。無論、学院長から見えない角度でだ。

　シェリーの頼たのみを聞いた学院長はしばしの間悩み続け……やがてため息とともに頷いた。

「……そうですね。私もグローリア様の孫であるあなたを退学にさせるのは忍しのびありません。ではひとまず……仮に、ということにしますが……その少年はシェリーさんの契約獣サーヴアントとして扱あつかいなさい」

「ありがとうございます。シャンセ学院長」

　シェリーは優ゆう雅がに腰を折って頭を下げた。

　ついでにハヤテの頭も強ごう引いんに下げさせる。

「ほら、あなたも」

「イデデデ！」

　髪かみの毛が抜ぬける！

　そんなふたりのコントを見せられても、学院長はまだ気遣わしげに。

「……本当に分かっているのですか？　彼を契約獣サーヴアントとして扱うということは、召喚したあなたが世話や管理の役目を負うということですよ？」

「もちろん承知しています」

　迷いもなく彼女はそう答える。

　その後もう退室してもよいと命じられ、ふたりは学院長室をあとにした。

「……なぁ、世話や管理をするって、どういう意味だ？」

　寮りようへ戻る道すがら、ハヤテは学院長が最後に言ったセリフについて尋ねた。

「簡単よ」

　彼の前を歩いていたシェリーは立ち止まって振ふり返る。

「今日からあなたと私はあの部屋で一いつ緒しよに暮らすの」

「え……ええぇえぇぇぇぇ⁉」

　告げられた言葉の意味を咀そ嚼しやくするのに数秒を要した。




（俺の身にいったい何が起きてるんだ？）

　それこそが昨夜──正確には明け方──からハヤテの頭の中を占しめる唯ゆい一いつの疑問であり、答えの欲しい切実な問題でもあった。

　ひとまず学院長室から学生寮に戻ったハヤテは彼女に食ってかかる。

「いやもう！　なんかもう！　どうなってんだいったい⁉」

「ハイテンションね」

「ローテンションだよ⁉」

「まあ、私の香かおりでいっぱいの部屋の空気を吸ってしまった以上、それも仕方のないことかしら」

「お前の体たい臭しゆうには興奮作用があるのか⁉」

「その体臭って言うのやめなさい。不ふ愉ゆ快かいよ」

「じゃあ俺を女の子の匂においで興奮する変態みたいに言うのやめろ」

「……え？」

「首を傾かしげるな！　ていうかお前の匂いなんてどうでもいい！　どうして俺がお前と一緒に暮らさなきゃならないんだ⁉」

　彼女のペースに乗せられる前に、脱だつ線せんしまくった話を無理やり元のレールに戻もどす。

「……ふぅ、やれやれね」

「いや、何で俺がそんな呆あきれられなくちゃいけないんだよ」

　記き憶おく喪そう失しつとか契約獣サーヴアントとか……あれこれと大変なことが立て続けに起こっているけれど、いきなり女の子と同どう棲せい？　どうしてこうなった。

　喚わめき散らすハヤテのことを、シェリーはしばらく黙だまって見ていたが、不意に何かを思い出したように部屋のタンスへと近づいて──服を脱ぬぎ出した。

「なななな⁉」

　啞あ然ぜんとするハヤテの前でスカートがシュルリと落ちる。

　続けて彼女の細くて長い指がパンツの紐ひもにかけられたところで慌あわてて背を向けた。

「何で唐とう突とつに服を脱ぐ⁉　しかも下から！」

「食堂へ行く前に新しい制服に着き替がえたいのよ。昨日は徹てつ夜やだったし、汗あせもかいたし、時間があれば朝あさ風ぶ呂ろに入りたいところだけれど」

「だ、だからって俺がいる前で……」

「仕方ないでしょう。ここはワンルームだし、女子だらけのこの寮であなたをひとり廊ろう下かに出していたらどんな騒さわぎになるか分からないもの」

　確かにさっき学院長室へ行くまでの道程には常にシェリーが隣となりにいた。それによってハヤテは好こう奇きの目に晒さらされつつも不ぶ躾しつけに質問を浴びせられたり、あるいは女子の園そのに侵しん入にゆうした不ふ埒らち者ものと勘かん違ちがいされたりせずに済んだのだ。

　だがひとりで外に出た場合……どうなるか分からない。

　とはいえせめてひと声かけてからにして欲しかった……などと思いつつ、ハヤテは背後から聞こえてくる衣きぬ擦ずれの音にごくり……と生なま唾つばを飲み込む。

「それで、あなたがなぜ私と一緒に暮らすのかという質問だったわね。それについてはさっき学院長の前で説明した通り、魔女騎士ヘクセンリツターには契約獣サーヴアントの管理と世話の義務があるからよ」

「それだよ……昨日から聞きたかったんだが、いい加減〝魔女騎士ヘクセンリツター〟とか〝契約獣サーヴアント〟が何なのか教えてくれ」

「あなた本当に何にも知らないのね。いえ、それとも思い出せないだけなのかしら？」

「……さあな」

　言葉や文字は知っている──というか思い出せる──のだが、魔女騎士ヘクセンリツターや契約獣サーヴアントなどの、彼女に言わせればこの世界の常識的な事こと柄がらのいくつかが、ハヤテには思い出せなかった。

　それがはたして思い出せないだけなのか、それとも元々知らないのか、それは記憶のないハヤテには分からないことだ。

「記憶喪失にも程度があるらしいけれど……まぁいいわ。着替えがてらに教えてあげるから感謝なさい」

「はいはい、ありがとうございます」

「誠意が感じられないわね。土下座くらいしたらどうなの？」

「どうしてお前はいちいち人の頭の位置を下にしたがるんだ⁉」

「ならせめてこちらを向いてからお礼を言ったらどうなの？」

「あーもう！」

　面めん倒どうな女だ！

　そう思いつつ渋しぶ々しぶ振ふり返り──彼女がまだ下着姿だったので慌てて目を閉じた。

「何でまだ着替えてるんだよ⁉」

「着替え終わったなんて誰だれが言ったのかしら？」

「だ、だってなぁ！」

　こっちを見ろと言ったのはシェリーだ。そう言うからには彼女はとっくに着替え終わっていると、ハヤテが思い込んでしまったとしても誰も咎とがめないだろう。

（黒だった……）

　たとえ、その非常にアダルトティックなデザインの布地と、そこから少しはみ出た臀でん部ぶの映像が脳内でリピート再生されていたとしても、俺には何の責任もない。そう、断じて！

「まあ食堂が閉まる時間も差し迫せまっていることだし、手短に教えてあげるわ……やっぱり別の下着にしようかしら？　パンツはシンプルなのと柄がら物ものどちらがいいと思う？」

「そんなこと俺に聞くなぁ！」

「白と黒どっちが好き？」

「知るか！」

「やぁね、好きな色を聞いただけじゃない」

「今の話の流れでその質問に答えられるか！」

　ハヤテをからかって満足したのか、ようやくシェリーは魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントについて話し始めた。

「学院長室へ行く前にも少し話したけど、魔女騎士ヘクセンリツターというのはこの世で唯ゆい一いつ魔ま獣じゆうに対たい抗こうできる力を持った存在よ」

「魔獣ってのは確か、フリューリンク大陸全土に出しゆつ没ぼつする人ひと喰くいの化け物だっけ？」

「そうよ。魔獣がどこで生まれ、どこから来るのかは誰も知らない。でも魔獣は大陸の到いたるところに現れる。人の営いとなみを護まもるには戦う力が必要になる──それが魔女騎士ヘクセンリツターよ」

「ふーん。でも何で女が戦うんだ？」

「魔女騎士ヘクセンリツターになれるのは女だけだからよ」

「何で？　男じゃダメなのか？」

「あなたも変なこと言うのね。男じゃ魔女騎士ヘクセンリツターどころか、魔女ウイツチにもなれないわ」

　シェリーは呆れたような物言いで肩かたを竦すくめる。

「魔女ウイツチって何だ？」

「魔法を学んだ女性のことよ。聞かれる前に説明するけど、魔法というのは人の体内にある魔力というエネルギーを使って、様々な現象を起こす術のことを言うわ。そして、その魔力は女性しか持っていないの」

「男は魔力を持っていないから魔法が使えないのか」

「基本的に女性なら誰でも魔力を持っているから、魔法さえ学べば誰でも魔女ウイツチになれるわ。そこからさらに高い素質──つまり体内に充じゆう分ぶんな量の魔力を宿す魔女ウイツチは、契約獣サーヴアントと契約を結ぶことができる。契約獣サーヴアントと契約した魔女ウイツチのことを魔女騎士ヘクセンリツターと呼ぶわ」

「へぇー」

「さらにつけ加えるなら契約獣サーヴアントと契約できるほどの魔力量を有するのは、何世代にもわたって魔力の濃こい家同士で婚こん姻いんを重ねてきた王おう侯こう貴族に限られるわね」

　魔女騎士ヘクセンリツターになるには契約獣サーヴアントとの契約が必ひつ須す。

　さらに契約獣サーヴアントと契約できるのは、充分な魔力を体内に宿す王侯貴族の娘むすめに限られる。

「貴族の娘しか魔女騎士ヘクセンリツターになれなくて、魔女騎士ヘクセンリツター以外に魔獣から人や国を護れる存在はいない……なるほど、だから貴族ってのは偉えらいのか」

「必ずしもそうとは限らないけれど、建前上はそうなっているわね」

　少々長い話だったが、この国の通念と魔女騎士ヘクセンリツターのことはだいたい分かった。

「それで、肝かん心じんの契約獣サーヴアントってのは？」

「下げ僕ぼく」

　……ひと言かよ。

「もう少し詳くわしく教えてくれ」

「仕方ないわね……。そういえば結局、白と黒どっちが好きなの？」

「まだそのネタ引っ張ってたのかよ！　ていうかまだ下着が決まらないのかよ！」

「ええ、そろそろお腹なかが冷えてきたわ」

「だったらさっさと穿はけ！」

「嫌いやよ。妥だ協きようなんてできるわけないでしょう。女の美しさは中身で決まるのよ」

「スカートの中身で決まってたまるか！」

　なにちょっとカッコいい話風にしようとしてるんだよ。

「そうね、うん。今日は白にしましょう」

　結局、最初に穿いた黒はやめて穿き直すことにしたらしい。

　シュルッ、シュルッとなめらかな布が肌はだを滑すべる音が聞こえる。

（……想像するな……映像を思い浮うかべるな、俺！）

「それで……何の話だったかしら？」

「契約獣サーヴアントが何なのか教えてくれ。詳しく」

「そうだったわね。さっき魔力量の話をしたと思うけれど、実はただ体内に多くの魔力を有していても、人間にはそれを上手うまく使うことがほとんどできないの」

「え？　どうしてだ？」

「それは人間の出力能力が……そうね、貯水池と水門の関係に喩たとえると分かりやすいかしら？」

　仮に、体内の魔力を貯水池の水、人の出力能力を水門と定義する。

　貯水池にたまっている水量を「百」としても、水門の大きさが「五」しかないなら、水路には一度に「五」の水しか流れていかない。

「平均で人間の持つ水門の大きさは五～八、十もあればたいしたものね。でも、その程度の出力能力で使える魔法では魔獣を倒たおすことはできない。たとえ千や万の魔力量を持っていようと、それだけでは何の意味もないのよ」

　分かりやすい説明だった。

「貴族にしろ平民にしろ、人間という枠わく組ぐみの中にいる以上、水門の大きさには限界がある──そこで重要になるのが契約獣サーヴアントの存在よ」

　パタンッとタンスの引き出しが閉まる音。

　念のためそっと肩かた越ごしに確かく認にんし……シェリーがパリッと糊のりの利きいたディアスペル王立学院の制服を着ていることに安あん堵どして、ようやく振ふり返る。

「契約獣サーヴアントは乙女おとめの魔力を糧かてにして生きる特別な獣けもののことよ」

「……俺は魔力なんてものを食べてるつもりないんだが」

「普ふ通つうの契約獣サーヴアントだって魔女騎士ヘクセンリツターにストローを突つき刺さして、直接チューチュー吸ってるわけじゃないわ。魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントは目に見えないラインでつながっていて、それを通して魔力の譲じよう渡とが行なわれているの」

　そこでふとシェリーは自分とハヤテの体を見比べ……

「……よく考えると、私とあなたって今つながっているのかしら？」

「微び妙みように誤解を招く言い方はやめろ」

「変態」

「違ちがう！」

「私のぴちぴちボディを見て欲情しなかったの？」

　ぴちぴちって……確かに垣かい間ま見みえたお尻しりは、水すい滴てきだって弾はじけそうなハリのよさだったけど……じゃなくて！

「いいから話を進めてくれ。契約獣サーヴアントってのは魔女騎士ヘクセンリツターに魔力って餌えさをもらって、その代わりに魔獣と戦うのか？」

「誤魔化したわね。まあいいわ。寛かん大だいな心で許してあ・げ・る」

　色っぽく言われても全然嬉うれしくない。

「話を戻もどすけれど、契約獣サーヴアントの役目は魔獣を倒すことではないわ。決して戦えないわけではないけれど、彼らの役割はあくまで魔女騎士ヘクセンリツターの補助よ。卓たく越えつした身体能力や特とく殊しゆ能力で戦せん闘とうをサポートするの。しかも絶対服従。まさに下僕よね」

「……言っておくけど俺にはそんなの無理だからな？」

　俺は契約獣サーヴアントでもなければ下僕でもない。ただの人間だ。

　そんな魔獣とかいう化け物を相手に戦う力なんてない。

　ただし、今シェリーは「補助」と言った。

　それはつまり、あくまで戦いの「主役」は魔女騎士ヘクセンリツターであるということだ。

「あれ？　でも魔女騎士ヘクセンリツターは……強大な魔力を持ってても、人間には弱い魔法しか使えないんだろ？　契約獣サーヴアントもただの補助ってことになると、いったいどうやって戦うんだ？」

「それは契約獣サーヴアントの持つ〝とある能力〟が関係しているわ。彼らは人から受け取った魔力を体内で錬れん成せいして──」

　シェリーがその〝とある能力〟とやらについて詳しよう細さいを語ろうとした時──学院中に響ひびき渡った巨きよ大だいな鐘かねの音が彼女の声をかき消した。

「……早くしないと食堂が閉まってしまうわ。話はまたあとで」

「おいおい、そこまで話したんならあとちょっとくらい……」

「あなたは私に朝食を抜ぬけと言うの？」

　不ふ機き嫌げんそうな声でそう言われては、黙だまるしかない。

　まあ、またあとで話を聞く機会くらいはいくらでもあるだろう。

　それに大事なのは自分が契約獣サーヴアントでないと証明することであって、契約獣サーヴアントの役割を知ることではないのだ。

（記き憶おく喪そう失しつだからって、こんなところで下僕扱あつかいされながら生きていけるか）

　早く記憶を取り戻して自分がただの人間であると証明しなければならない。記憶さえ戻れば故郷の場所も思い出せるはずだし、そうしたら家に帰るのだ。

　その時ふと右手に浮かぶ結印──剣けんの紋もん章しようが彼の目に映る。

「……」

　シェリーも学院長もこれが契約獣サーヴアントの証あかしだと言っていたが……きっと何かの間違いだ。

「何してるの？　早く来なさい」

「え？」

　完全に彼女を見送る気満々でいたハヤテは、ついてくるように言われて驚おどろいてしまう。

「あなたは私の契約獣サーヴアントということになっているのよ？　契約獣サーヴアントは可能な限り主あるじと行動をともにすることになっているの」

「いや、でも」

「うるさいわね。どうせ行くところもないんだから、おとなしく私の言うことを聞きなさいな」

　容よう赦しやなく人の弱味につけ込んできやがった。

　わりと本気で女だらけの学校になんか行きたくないんだが……。

　ハヤテがまごついていると、やがてシェリーはため息をつく。

「……まあ、食事くらいなら私が部屋に持ってきてあげてもいいけれど、持ち出せる量は限られてくるわよ？　それに寮りようの各部屋は毎日学院メイドが掃そう除じに入るわ」

　女子だけの学院の寮に男がひとりいるのを目もく撃げきされたらどうなるか……想像に難かたくない。

　白旗を揚あげるには充分な理由だった。

「……一いつ緒しよに行かせていただきます」




　ディアスペル王立学院の教室は机が階段状に並べられ、教師が教きよう鞭べんを執とる教きよう卓たくが一番下にあった。教卓の後ろには巨大な黒板があり、一番上には大人でも手が届きそうにない。どうするのかと聞いたら魔法で板書するそうだ。

　まあ、教室の構造や黒板の高さなどどうでもいい。

　問題は──食堂で食事を終えたあと、ハヤテがシェリーの所属するイヴァルディ教室に入った時から始まった。

　貴族の娘というのは教養も高いお嬢じよう様さまだと聞いていただけあって、授業が始まる前の世間話も上品なものだった。大きな声は出さず、笑い方も口元に手を当てて優ゆう雅がに笑う。

　それが、シェリーに続いてハヤテが教室の扉とびらをくぐった瞬しゆん間かん、物もの凄すごくざわついた。

「まあ、男の子ですわ」

「え？　あれが男ですの？　お父様のようにおヒゲが生えてらっしゃいませんわ……？」

「男性の方がなぜここに？」

「シャルラッハロートさんと一緒ですけれど、どういうご関係なのかしら？」

「関係って？」

「召めし使つかいではなくて？」

「教養のなさそうなお顔ですけど……でも、ワイルドでちょっと好みかも」

「まあ！　はしたないですわよ！」

「もしかして、シャルラッハロートさんの恋こい人びとなのかしら……？」

「「「キャー！」」」

「わたくしなんて殿との方がたと手を握にぎったこともありませんのに」

「私もですわ」

　きゃいのきゃいの。

　食堂に行った時もそれなりに注目を集めたが、閉まる間ま際ぎわだったのでたいした人数はおらず、ほんの少しひそひそ話されるくらい耐たえられた。しかし、この教室には二十人程度の生徒──もちろん全員少女──がいて、集まる視線の数もプレッシャーも食堂の比ではなく、危あやうくこのまま回れ右して逃にげ出しそうになった。

　それでも何とか気力を振り絞しぼって踵かかとに力を込こめ、シェリーと一緒に教室の一番下の机、窓際の席まで歩いていって並んで腰こしを下ろした。

「契約獣サーヴアントは別に席につかなくてもいいのよ？」

「この完全アウェイ空間の中ひとりで立ってろってか？」

　早口で言い返すが、もう背中は冷ひや汗あせだらだらだ。

（……これは想像以上だ）

　想像以上に注目を浴びている。

　教室にいる全員が自分を見ていると考えても、決して自意識過か剰じようではないだろう。

　後ろからはこちらを凝ぎよう視しする視線と、彼の正体について憶おく測そくする少女たちの声が聞こえてくる。好意的なものから単なる疑ぎ問もん符ふ、あるいは微妙な嫌けん悪おまで様々だ。

　背中にかかるプレッシャーが半はん端ぱなくて、ついつい視線が下がる……と、座っている自分の足をクンクンと嗅かいでいる真っ黒な犬……っぽいものがいることに気がついた。

「なあ、何だこいつ？」

「黒獣ブラツクドツグね。ヘタに触さわると感電するわよ」

「おわっ！」

　思わず足を引っ込める。瞬間、パリッと黒い犬の体毛から小さな火花が散った。

　黒獣ブラツクドツグはその体から雷かみなりを発生させられる契約獣サーヴアントらしい。

「……」

　ハヤテがビビッていると、やがて黒獣ブラツクドツグは彼に興味を失ったように去っていく。

「あれがいわゆる普通の契約獣サーヴアントなのか？」

「まあ、そうね」

　シェリーは首しゆ肯こうする。

「……お前にはあれと俺が同類に見えるのか？」

　当然、ハヤテは発電能力なんて持ってない。

　それに改めて教室中を見み渡わたせば、翼つばさの生えた大だい蛇じやや火を吹ふくトカゲなどといったトンデモ動物たちがうじゃうじゃいる。

「でもあなたは私の許もとに召しよう喚かんされたじゃない」

「事故だろ？」

「結印も浮うかんでるわ」

「だから、それも何かの間違いだって」

「それを見み極きわめるために様子を見るんでしょう？」

　シェリーはよっぽどハヤテを契約獣サーヴアントとして扱いたいようだ……そういえば契約獣サーヴアントを持てないなら退学にするしかないと、学院長も言っていたし。

（彼女からすれば、俺が契約獣サーヴアントでなければ困るってことか……）

「はあ……」

「私の顔を見てため息をつかないでくれる？　不ふ愉ゆ快かいだわ」

　誰だれのせいだと思ってる。

　もう一度ハヤテがため息をつこうとした時、教室のドアが開いて先生が入ってきた。

「誰？」

「このクラスの担任。名前はレーラ・シュバルツ先生」

「へぇー」

　教きよう壇だんに立つレーラは黒衣に身を包んだ美人だった。

「元は国の騎き士し団に所属していて、腕うでを買われて学院に引き抜かれたの。担当教科は魔ま法ほう座学と戦闘実技。秘密主義者でプライベートは謎なぞ中の謎。一度ファンの子が自宅を突つき止めようとストーキングしたらしいけれど……翌日から二度と口を利きけなくなったそうよ」

「何をされたのか想像したくないな」

「ちなみにスリーサイズは上から91・63・89」

「何でそこだけ情報漏ろうえいしてるんだよ！」

「自信があるからでしょう？」

　確かに教壇の上に立つレーラのスタイルは見事なものだった。

　漆しつ黒こくの布地をシェリーより二回りは大きな膨ふくらみが盛り上げている。

　さらに服の胸むな元もとにスリットが入っており、そこから谷間が覗のぞいていた。

　あんなところに隙すき間まを入れる意味は全然、まったく、これっぽっちも分からないが……

（あのスリットを考案した奴やつを神と呼ぶべきだろうか……）

　ハヤテは見ず知らずのデザイナーに畏い敬けいの念を抱いだいた。

　と──急にレーラの視線がこちらへ向けられる。

「シャルラッハロート。誰だそいつは？」

　予想に反してトーンの低い声で、レーラはシェリーにハヤテのことを尋たずねた。

「私の下げ僕ぼくです」

「「「「「下僕⁉」」」」」

　シェリーがさらりと口にした過激な単語に、たちまち教室の中は騒そう然ぜんとなる。

「げ、下僕って、召使いとは違ちがうんですの？」

「寮での生活なら学院メイドが全部やってくれるじゃない。男の召使いなんて必要ないでしょう？」

「じゃあ、男じゃないとできないことをやらせる下僕ということ？」

「不潔だわ！」

　もう少女たちの騒さわぎっぷりときたら半端なかった。

「……シャルラッハロート。もう一度訊きく。そいつは何なんだ？」

　ただ質問をしたレーラだけは冷静で、もう一度同じ質問をする。

「間違えました。彼は私の下僕ではありません。契約獣サーヴアントです」
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　シェリーは改めて答えを返す。

「え？」

「契約獣サーヴアントですって？」

「そんなバカなこと……」

「あり得ませんわ！」

　教室が先さき程ほどまでよりも大きくざわつく。

　レーラは教卓をひと叩たたきしてそれを静めると、再び問うた。

「シャルラッハロート。貴様がこの学院に入学してどれだけ経たった？」

「ひと月ほどです。シュバルツ先生」

「では、私が貴様の召喚の儀ぎ式しきに立ち会った回数は？」

「一度召喚に失敗すると禊みそぎのやり直しに三～四日かかりますから……八回ほどでしょうか」

「九回だ」

　レーラはぴしゃりと訂てい正せいする。

「そして、記念すべき十回目をやり直すのは、今日の放課後の予定だったはずだな」

「その通りです。その予定でした」

「だが貴様はその男を自分の契約獣サーヴアントだと言った」

「はい」

「人間に見えるが？」

「人なのか人型の契約獣サーヴアントなのかは調査中です」

「儀式は？」

「自分でやり直しました」

「私に無断でか？」

「勝手な真似まねをしたことはお詫わびいたします」

「その男が契約獣サーヴアントだという証しよう拠こは？」

「右手に結印が浮かんでいます。それに彼を私の契約獣サーヴアントとして扱あつかう件については、すでに学院長に承しよう認にんを得ました。確認が必要でしたら、私も学院長室まで同行します」

「いや、いい。面めん倒どうだ。学院長が認めたなら、それでいい」

　黒衣の教師はあっさりと言い放った。

「そいつがお前の契約獣サーヴアントだというなら、しっかりと管理しろ。他の契約獣サーヴアント同様、その男が授業を妨ぼう害がいすればペナルティはお前が負え」

「もちろんです。シュバルツ先生」

「では授業を始める」

　それきりレーラはハヤテから興味を失ったように、授業を始めた。

　しかし、そんなドライな態度を取ったのは彼女だけだ。

　この場の大多数を占しめる女子生徒たちは違う。未いまだに興味津しん々しんな目でハヤテとシェリーのことを見ている。

「どういうことですの？　人間の、それも男が契約獣サーヴアントとして召喚されるなんて」

「人型の契約獣サーヴアントなんて、そんな話聞いたことありませんわ」

「契約獣サーヴアントということは彼女があの男の世話をするのかしら？」

「廏きゆう舎しやに入れて？　それともまさか……自分の部屋に？」

「つまり狭せまい密室にふたりきり⁉　やっぱり不潔よ！」

（うーん、むずむずする）

　少女たちの注目を一身に浴びるというのはこそばゆい。

　そんなどこか居い心地ごこちの悪い思いをしている内に、レーラの授業が終わった。

　黒衣の教師はさっさと教室を出ていき──彼女が扉とびらの向こうに消えると同時に、女子生徒たちが一いつ斉せいにハヤテの許に殺さつ到とうする。

「あなたがシャルラッハロートさんの契約獣サーヴアントって本当ですか？」

「普ふ通つうの人間にしか見えないわ……ちょっと硬かたいけど」

「キャー！　男の子の体にはじめて触ふれてしまいましたわ」

「若い男の人って胸がありませんのね。わたくしのお父様はとても立派なお胸が……」

「それはあなたのお父様が、その……かなりふくよかでいらっしゃるだけではなくて？」

　次々とまくし立てられる質問の数々に、ハヤテはただ椅い子すの上でタジタジになるばかりだ。たまに男に関して的はずれな質問が飛んでくるのは、彼女たちがお嬢じよう様さまとかいう奴だからだろうか？

　中にはベタベタとこちらの体を触ってくる少女もいる。

　もうほとんど珍ちん獣じゆうに近い扱いだった。

　唯ゆい一いつの味方のはずのシェリーはといえば、集まってくるクラスメイトの群れにぐいぐいと追いやられ、気がつけばハヤテからだいぶ離はなれた壁かべ際ぎわに立っていた。若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうだ。

　さすがのハヤテも揉もみくちゃにされることに辟へき易えきとし始めた……そんな時。

「まったく！　男を契約獣サーヴアントだなどと偽いつわるなんて、呆あきれてものも言えませんわね！」

（……？）

　ひと際高い声が響ひびき渡わたったかと思うと、ハヤテの周りに群がっていたクラスメイトたちの波が割れる。

「ビクトリアさん！」

　割れた人ひと垣がきの中の誰かが現れた少女の名を呼んだ。

　ビクトリアは鮮あざやかな金きん髪ぱつを縦ロールにした髪かみ型がたで、シェリーに負けず劣おとらずのスタイルを誇ほこる美少女だった。勝ち気なツリ目がいかにもお高そうな性格を示している。周囲の反応からして、彼女はこのクラスのリーダーなのかもしれない。

（縦ロールって凄すごい髪型だな……）

　髪型も凄いが、彼女の体に巻きついている蛇へびも凄い。大きい。大蛇だ。翼まで生えているし。おそらくあれが彼女の契約獣サーヴアントなのだろう。

　ビクトリアはこちらへ近づいてくると、高圧的な態度で話しかけてきた。

「あなた、名前は？」

「ハヤテ・ミツルギ」

「ミツルギ？　そんなお名前の貴族は聞いたことがありませんわね。生まれはどちら？」

「……生憎あいにくと、昔の記き憶おくがないんだ」

　正直に答えると、ビクトリアはバカにするように鼻で笑った。

「平民の男というのは恥はじ知しらずの役立たずとは聞いていましたけれど、本当にその通りですわね！　みなさんもあまり触れすぎると平民菌きんが伝染うつりますわよ」

　ビクトリアがそう言うと、幾いく人にんかの生徒がハヤテから距きよ離りを置いた。

　ベタベタ触さわられるのも嫌いやだったが、これはこれでヘコむ……菌って……。

　肩かたを落とすハヤテを見て調子に乗ったのか、ビクトリアはますます饒じよう舌ぜつになる。

「今の時代、男性に求められるものは深い教養と紳しん士しさ……ですが、平民の男にはそのどちらも欠けていると聞きますわ。あなたなんてまさにザ・平民といった顔をして……」

「……む」

　最初は落ち込んでいたハヤテだが、さすがにここまで言われるとカチンときて、ズイッと席から立ち上がる。

「なっ、何ですの？」

　ハヤテの動きに悪口をやめるビクトリア。

「人のことを菌扱あつかいするなら……本当にタッチして伝染してやるぞ！」

　発想が子供っぽいとその場の幾人かが口にせず思った。

　そんな周囲の反応に構わず、ハヤテはビクトリアにタッチを敢かん行こうしようとして両手を伸のばし──階段の段差で蹴け躓つまずいた。

「おわっ！」

「キャアッ！」

　転んだ先にいたビクトリアを巻き込んで、ふたりして重なり合って倒たおれる。

（痛──くない？）

　それどころかなんか気持ちいい。

　何でかと思って顔を動かすと、両りよう頰ほおにやわらかな感かん触しよく。

「ひゃんっ！」

　さらには女の子の恥はずかしげな声。

（な、何だ⁉）

　状じよう況きようを確認するため立ち上がろうとして──手に力を込こめたら、もうとんでもなく触り心地ごこちのいいものの中に指が沈しずみ込んだ。

「イヤンッ！」

　さらにさらに女の子のかわいらしい悲鳴。

　顔面や両手に──ついでにお腹なかの辺りにも──感じる気持ちよさに反比例して、ハヤテの中で嫌な予感が膨ふくらんでいく。

　恐おそる恐る顔を上げ……自分の現在地を確認した。

「なっ……なっ……なっ！」

　目の前にビクトリアの顔がある──ハヤテは倒れた拍ひよう子しに彼女の胸の谷間に顔を突つっ込み、さらにその両の頂を思いっきり鷲わし摑づかみにしていたのだ。
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「「「「「キャアアアアアア」」」」」

　なりゆきを見守っていたクラスメイトたちから若干桃もも色いろの絶ぜつ叫きようが上がる。

　周囲の騒ぎでハッと我を取り戻もどしたビクトリアは、

「このわたくしになんてことをするんですの⁉」

　と、全力でハヤテを下から蹴けり上げる。

「げふっ！」

　蹴りが鳩尾みぞおちに入り、彼はくぐもった悲鳴を漏もらした。

　だがさすがに今のは自分が悪いので文句も言えない。

　腹を押さえて蹴られた痛みに耐たえていると、女の子座りの姿勢で自身の体をかき抱いだいたビクトリアがぶるぶると震ふるえ始めた。

「大変ですわっ……大変ですわ……！」

　なにやら顔が青ざめている。

　そんなにショックだったのかと慌あわてたハヤテは、先程の怒いかりも忘れて彼女を心配した。

「お、おい大だい丈じよう夫ぶか？」

「あっ、あなたねぇ！」

　震えていたビクトリアは、声をかけられるとキッと目を吊つり上げた。その顔には本気の怒りが浮うかんでいる。しかし、目の端はしには若干涙なみだが浮かんで……。

　いったいどんな罵ば倒とうの言葉をぶつけられるのかと、ハヤテは覚かく悟ごした。

　が──




「わたくしが妊にん娠しんしたらどうするつもりですの⁉」




　──ビクトリアが叫さけんだセリフが予想とだいぶ違ちがっていた。

　ハヤテを含ふくめ、周りで騒さわいでいた少女たちも顔をポカンとさせる。

　ただひとりビクトリアだけが涙目で、眉まゆを吊り上げて……震え声で、頰を真っ赤にして、

「へ、平民の男に触れられると女は妊娠してしまうんですのよ⁉　あなたこの責任はいったいどうやって償つぐなうつもり⁉　いいえ‼　そもそも償えるようなものでは──」

　と、次々とまくし立てていた。

　どうやら本気で言っているようだ。

　もちろん、平民だろうが貴族だろうが男女が触れ合っただけで妊娠するはずがない。

　先程の質問攻ぜめの時もそうだが、どうもお嬢様というのは男に対して大なり小なり偏へん見けんを持っているようだ。それにしたってビクトリアのは極きよく端たんすぎるが……偏見で物事を語る人間ほど実物に触れたことがないという典型だろうか。

　──実際、ビクトリアは異性に触れたり喋しやべったりするどころか、家族以外の男性を見たことがないという、ディアスペル王立学院でも珍めずらしいほどの箱入り超ちよううぶ娘むすめだった。男に関する知識は全すべて尾おひれのつきまくった噂うわさ話ばなし準じゆん拠きよの思い込みである。

　しかし、思い込みとはいえ今にも泣きそうな顔で怒ど鳴なられ続ければ、誰だれだって参ってしまう。ハヤテがほとほと困り果てていると……

「──ビクトリアさん。あまり私の契約獣サーヴアントをイジめないでくれる？」

　壁かべ際ぎわにいたはずのシェリーがいつの間にか隣となりにいて、ビクトリアに対して静かに告げた。

「シャルラッハロートさん！　あなたが連れてきた平民のせいでわたくしの純潔が汚けがされてしまいましたわ！　どう責任取るおつもり⁉」

「まあ、胸を触ったことに対する折せつ檻かんならいくらでもしていいけれど……。ひとついいかしら？」

「何ですの⁉」

「男に胸を触られたくらいで女は妊娠しないわ」

「え……？」

　散々喚わめいていたビクトリアの動きが一時停止し、次に周囲のクラスメイトたちの顔を見回す。

　……しばらくして彼女は自分の勘かん違ちがいを察したようで、物もの凄すごくぎこちなくゆっくりと立ち上がって咳せき払ばらいをする。

「こ、こほんっ……そ、そもそもシャルラッハロートさんが、この平民を契約獣サーヴアントと偽って連れてきたのがいけないんですわ！　あなたは街でいつも平民に混じって貴族にあるまじきことをしているし！　その時にお金でも摑つかませて連れてきたんでしょう⁉」

　責任転てん嫁かもここに極きわまれりといった感じだが、ビクトリアは先さき程ほどの無ぶ様ざまな失態をシェリーのせいにするつもりのようだ。

「あなたが何と言おうと、彼は私に召しよう喚かんされたの。シャンセ学院長も彼を私の契約獣サーヴアントとして扱あつかうことを認めているわ。あなた、学院長の決定に逆らうつもり？」

　シェリーの方は相手の意図などどうでもいいらしく、ただ淡たん々たんと事実だけを言う。

「……っ」

　学院長の名前を出されてビクトリアが鼻白み……また涙目になった。

「ぼっ……没ぼつ落らくした底辺貴族のクセに生意気ですわあああぁぁ！」

　ビクトリアは捨てゼリフを叫びながら走り去り、教室を出ていく。彼女がいなくなると、なんとなくハヤテの周りに集まっていた女生徒たちも散っていった。

「やれやれ、やっと行ったわね」

　シェリーは肩を竦すくめ、席に着いた。

　ハヤテもため息のひとつもつきたい気持ちでいっぱいになりながら、彼女の隣に座る。

　結局ビクトリアは二時間目を欠席し、三時間目が始まる前に目元を少し赤くして帰ってきた。

　教室に入る時にこちらをキッと睨にらんできたが、ハヤテもシェリーもそれをスル─する。

　そんなふたりの態度にビクトリアはますますイラ立ったようだが、彼女が席に戻ると友人らしき生徒が数名寄っていって慰なぐさめるように声をかけた。それを聞いたビクトリアは表情を軟なん化かさせ、笑え顔がおで友達と話し始める。

（そういえば……）

　ふと気づく。

　すでに三時間目が始まるというのに、シェリーの周りには誰も来ないし、誰も座らない。ハヤテが質問攻めにされた時も、教室の隅すみに追いやられていたし……。

「なあ……お前ってもしかして嫌きらわれてるのか？」

「グサッ」

「ギャア！」

　尖とがったペンの先で脇わき腹ばらを突つつかれた。

「何すんだよ⁉」

「今のは私の心の痛みよ。デリカシーを知りなさい」

「んぐっ……！」

　確かに今のは訊きき方に配はい慮りよが足りなかったかもしれない。

「じゃあ……何でぼっちなんだ？」

「グササッ」

「ギャア！」

「あなた、私の繊せん細さいなハートを傷だらけにするつもり？」

「繊細な奴やつが即そく時じ報復するか⁉」




　やがて一日の授業が終わる頃ころ、ハヤテは放課後を告げる鐘かねの音で目を覚ました。

「ふぁぁ……やっと終わったか」

「よく寝ねていたわね」

「俺はここの生徒じゃないんだし、別にいいだろ」

「まあ、今日は座学ばかりで実技の授業はなかったし構わないけれど。変態的な寝言を隣で囁ささやき続けるのはやめて欲しいわね」

「え⁉」

　何それ全然身に覚えがない。いや、寝てたんだから覚えてなくて当たり前だが。

「冗じよう談だんよ」

「……」

　今俺が感じた羞しゆう恥ち心しんと罪悪感を返せ。

「さて、行きましょうか」

「あっ、おい！」

　スタスタと歩き出すシェリーを追いかけ、隣に並ぶ。

「近いわ」

「近いな」

「もう少し離はなれてちょうだい」

「何でだよ？」

「もっと離れてくださいお願いします」

「丁てい寧ねいに言い直された！」

（そんなに嫌いやか⁉　俺だってホントは嫌だよ！　こんな人の弱味につけ込む毒舌女と歩くの！　でも仕方ないだろ……）

　女の園そのであるディアスペル王立学院に男が現れ、しかもそれが契約獣サーヴアントとして呼び出されたという噂うわさはまたたく間に広まった。

　ビクトリアとの一件があって距きよ離りこそ置かれているが、どこへ行っても注目の的という状じよう況きようは変わっていない。珍ちん獣じゆう的な意味で。

　とてもではないがそんな場所をひとりで歩き回りたくないのだ。

「このまま寮りように帰るのか？」

　間をつなぐために、分かりきったことを尋たずねる。

「ええ、一度ね。そのあと出かけるわ」

「どこへ？」

　聞いた話だと、明日も平日で普ふ通つうに授業がある。

（そういえばシェリーは街で何かしてるってビクトリアが言ってたっけ……？）

　それも平民に交じって貴族にあるまじきことをするらしいが……。

「あなたもついてきなさい」

「荷物持ちか？」

「違うわ」

　シェリーはあっさりとハヤテの推測を否定し──

「アルバイトよ」

「はい？」

　──やや意外な答えを口にした。




　アルバイト。早い話が、お金を稼かせぐための労働である。

　記き憶おくを失う前はどうか知らないが、今のハヤテにとってはまさに初体験だ。

　シェリーは彼を学院から二十分ほど歩いたところにある『ベリーインカフェ』という名の喫きつ茶さ店てんに連れてきた。

　そこまではいい。そこまでは、正直ちょっとわくわくしていた。

　そして現在。

「忙いそがしいいいいいいいいい‼」

「叫ぶ暇ひまがあったら手を動かせ新入り！」

　わくわくしていたのを絶賛後こう悔かい中だ。

　来てすぐに放ほうり込まれたのは喫茶店の厨ちゆう房ぼう。

　そこで待っていたのは分刻みで次から次へと舞まい込む注文の嵐あらしだった。

「パフェはまだ⁉」

「はいただいまあああ‼」

「ドリンクの準備は⁉」

「はいただいまあああ‼」

「スパゲッティー遅おそいよ何やってんの⁉」

「すいませええええん‼」

　この喫茶店の店長はまさに『姐あねさん』といった感じの、上着の袖そでをまくって肩かたまで露ろ出しゆつしたような快活系美人なのだが、その風ふう貌ぼうが示す通り口調が苛か烈れつな人で、今日厨房に入ったばかりの調理ド素人しろうとであろうと容よう赦しやなかった。

　ハヤテは盛り付けの見本書を片手に必死に料理を作っていったが、さっきから卓たく上じように並べられている注文伝票の数がいっこうに減らない。むしろ増えてる気がする。

　キッチンはコックの戦場などと言うが、まさしくその通りだ。

「さっさと働けええええ！」

「はいいいい‼」

　表にある看板はあんなにファンシーなのに、裏方は地じ獄ごくのような忙しさだった。




　ようやく客の入りが落ち着き、ハヤテが休きゆう憩けいをもらえたのは働き始めて六時間後のことだった。

（休憩がもらえただけありがたいと思うべきなのか否いななのか……）

　なにしろ休憩を告げた店長は「まぁ初日だしこれくらいで勘かん弁べんしてやるか」と言っていた。明日からはどうなるのか？

「このまま倒たおれそうだ……」

　厨房の隅っこで賄まかない飯を食べながらため息をつく。

　スパイスを混ぜた飯と余った肉を混ぜて豪ごう快かいに炒いためた飯は悔くやしいことにメチャクチャ旨うまい。このお店が繁はん盛じようしている理由を思い知らされた。

　正直お嬢じよう様さま学校の食堂で出されるお上品な料理より舌に合っている。

「ふぅ～～～」

　おまけでつけてもらったデザートまで食べ終わり、やっとひと息。

　休憩時間はまだ残っている。

（そういやシェリーは今いま頃ごろ何やってるんだ？）

　彼女はホールの方で給きゆう仕じを担当しているはずだ。

　時折、注文伝票を持ってくる声は聞こえたが、忙しく働き回っていたためその姿をしっかりと拝んでいない。

「……よし」

　ここはひとつシェリーの働きぶりを見てやろう。

　もし自分だけ楽な仕事をしていたらついでに文句も言ってやる。

　そう心に決め、ハヤテは厨房からホールへとつながる通路に出た。

　通路と言っても半分物置のような場所で、ホールと厨房で使う道具があちこちに積み上げられている。またホールと厨房の間に通路を挟はさむことでクッションを作り、双そう方ほうに音が漏もれないようになっているようだ。

　通路の陰かげから、ホールの中をそっと覗のぞき込む。

　そこに広がっていたのは戦争状態の厨房とは完全な別世界。

　二十ほどあるテーブルは全すべて埋うまっていたが、男性の姿はまったくなかった。客層の中心は平民の女性客で、ディアスペル王立学院に通うような貴族のお嬢様っぽい客はいない。

　──この大陸では古くから女性優位の社会が根付いている。

　人類の脅きよう威いである魔ま獣じゆうに対たい抗こうできるのは魔女騎士ヘクセンリツターのみ。

　そして、魔女騎士ヘクセンリツターになれるのは魔力を持つ女性しかいない。

　それだけでも女性が男性より上位に置かれる理由としては充じゆう分ぶんだが、女じよ尊そん男だん卑ぴの風潮は民間にも浸しん透とうしている。それは貴族より体内魔力保有量の低い平民の女性でも、キチンと魔法を学びさえすれば魔女ウイツチになれるからだ。

　人間の使う魔法は弱くて魔獣との戦いには向かないが、日常生活の中では充分に役に立つ。畑を耕すのも重い物を運ぶのも、全て魔法でやれば簡単だ。

　ついでに言うなら体を鍛きたえた男性よりも、魔法を使える女性の方が強い。

　子を産み育て──さらに産まれてきた家族を護まもるのも女性の役割となれば、これはもう男女どちらの社会的地位が上に置かれるかは明白だ。喫茶店のような女性が集つどう場所に男性が遠えん慮りよして寄りつかないのも当然と言える。

　──で、肝かん心じんのシェリーはといえば。

「シェリーちゃん」

「シェリーちゃーん、こっち来てー」

「ねぇーシェリー！」

　大人気だった。

　彼女がひとつのテーブルで注文を取り終えると、すぐさま別のテーブルから声がかかる。距離などお構いなしに大声で呼ぶ。中には他の店員が近くにいるのに、彼女の手が空くのを待っている客までいるくらいだ。

　まさに休む暇もないほど店内を行ったり来たりしている。

　あるいは自分よりもはるかに忙しく、彼女は働き続けていた。

　ただ彼女の仕事量そのものよりも、ハヤテから文句を言う気力を奪うばった要因は別にあった。

　体のあちこちを彩いろどる色とりどりのリボン。

　フリルつきの純白のカチューシャ。

　普段クールな彼女を幼く見せるようなツインテール。

　ところどころ丈が際どい、けれどかわいらしく纏まとめられたエプロンドレス。

　以上の要素を総合してできあがるものはといえば──

「──メイドだよな、あれ……」

　そう、今のシェリーの格好は完かん膚ぷなきまでにメイドだった。

（ていうかあいつ……あんな風に笑えるんだ……）

　ハヤテは絶句しながらメイド姿でテーブルの間を行き来する彼女を見つめ続けた。

　より正確に表現するならば、見み惚とれていたというのが正しい。

　あのシェリーが……学院長や元騎士の教師に凄すごまれても怯ひるまない、陰かげ口ぐちを叩たたかれても鉄面皮を貫つらぬき通す、鋼はがねのごとき精神を持った毒舌少女が……今は給仕姿に身をやつし、健けな気げに働いている姿というのが、こう、グッとくる。




　あとで聞いたのだが、これは店長が始めた『メイド喫茶』という商売らしい。単にメイドの格好で給仕をさせているだけだが、厳しい審しん査さと高待たい遇ぐうで見み目め麗うるわしい少女を揃そろえ──その甲か斐いあって少々他店よりお高い値段設定でも連日大だい繁はん盛じようだそうだ。




　ハヤテが通路でボーッとしていると、両手に余る注文伝票を抱かかえたシェリーがこちらへやってきて鉢はち合あわせた。

「何をサボっているのよ。おしおきが必要かしら？」

「今は休憩中だ」

「あらそう。残念」

「残念ってどういう意味だ……つーか、凄い格好だな」

「これ？　あまり好きではないけれど、私がこれを着ると評判がいいらしくてね。店長もお給金をはずんでくれるのよ」

「ああ……」

　思わず同意しかけたが、やっぱり素す直なおに認めるのも癪しやくだ……と思い直し、話題を変えることにした。

「ていうか、あの学院に通ってる奴やつはみんなお金持ちのお嬢様って奴なんだろ？　何でこんなアルバイトしてるんだよ？」

　話題を変えたいだけの何気ない質問だったが、答えが返ってくるのに数秒を要した。

「……ないわ」

「え？」

　よく聞き取れず、思わず問い返す。

　シェリーはため息をついた。

「……私の家にはお金がないの。財産を没ぼつ収しゆうされて、没落したから。だからこうして学費を稼いでいるの」

「……」

　ハヤテは何と言っていいか分からず口を閉じた。

　もう一度ため息をつかれる。今度はさっきよりも大きく。

「そういうわけだから、あなたもキリキリと働きなさい。働かざる者食うべからずよ」

　ちょうどそのタイミングで、厨ちゆう房ぼうからハヤテを呼ぶ店長の声が響ひびき渡わたる。

　休憩時間は終わりのようだ。

「へいへい……」

　再び始まる地獄の労働を思って、ハヤテは嘆たん息そくした。




「つ、疲つかれた……」

　言い放つや、ハヤテはブッ倒たおれた。

　場所はシェリーの部屋の床ゆかだ。さすがに女の子のベッドに倒れ込む気にはなれなかった。

　この部屋の主あるじはただいまバスルームで入浴中だ。

　ちなみにここは三階である。どうやってお湯を引いているのかと思ったが、世の中には魔硝石マテリアルなる「魔法を貯蔵しておける石」があるらしい。その石に湯が出る水魔法を込こめることで、寮りようの大浴場に行けない事情がある生徒でも個室でお風ふ呂ろに入れるそうだ。

　当然、女子しかいないこの学院の大浴場に男女別の入り口などあるはずもなく、ハヤテも彼女のあとで部屋の風呂に入るつもりである。

　とは……いえ……。

　ぴしゃん

　壁かべ一枚向こうから、水すい滴てきが弾はじける音と、湯船の中でシェリーが体を動かした音が聞こえてくる。

　ていうか、よく男がいる前で堂々と風呂に入れるな……。

　実は最初から異性として見られていないんじゃないかと考えると泣きそうになる。

　だが、悔しかろうが悲しかろうが、あの壁の向こうで彼女の裸ら体たいがさらされていると思うと……指一本動かしたくないと思っていた体に不思議な力がこもってくる。

　ぴしゃん

　また水滴の落ちる音。

「はぁ……」

　少女の気持ちよさげな吐と息いき。

　これ以上ここにいたらおかしくなりそうだったので、ハヤテは這はうようにして彼女の部屋から脱だつ出しゆつした。




　さて……特に行くアテもなかったが、彼女がお風呂から上がるまで時間を潰つぶす必要がある。少女だらけの寮内をひとり歩き回るのは気が重いが……あのまま部屋にいるのとどちらが精神衛生上よくないかと言えば、たぶん後者の方が上だ。

　そういうわけでハヤテはなるべく人に見つからないようにこそこそと、テキトーに寮内をぶらぶらしていた。

　幸いというか、魔硝石マテリアルに込められた光魔法で照らされた廊ろう下かにはほとんど人ひと気けがなかった。すでに遅おそい時刻ということもあり、おそらく生徒たちはみんな自室に帰ってプライベートな時間を過ごしているのだろう。

　それでもたまにひとりで廊下を歩いている少女を見かけたが……一対一で男に話しかけてくる勇気を持った娘こはいないらしく、みんなハヤテを見るなり回れ右して逃にげるように去っていった。

（見世物も嫌いやだけど、これはこれで傷つくな……）

　複雑な心境である。

　まあ、時間を潰すための散歩をするにはちょうどいいと自分を慰なぐさめ、ハヤテはしばらく寮内を探たん索さくした。

　その内、食堂がまだ開いているのを見つけ、明日の仕込みをしていたキッチンメイドに冷たい飲み物をもらう……グラスを渡される時、やたら複雑な表情をされたが。

　やっぱり女の子ばかりの学院に男がひとりいるというのは扱あつかいに困るのだろうか……？

　そんなことを考えながら飲み物を飲んでいると──ちょうど曲がり角から現れた少女とぶつかってしまう。

「うわっ！」

「キャッ！」

　お互たがいの悲鳴が重なる。

　ハヤテはたたらを踏ふんだだけで済んだが、相手は転んでしまったようだ。

「すまん。大だい丈じよう夫ぶか……？」

「ああ、平気平気」

　サバサバと笑い、尻しり餅もちをついていた少女は立ち上がった。

　彼女は軽くお尻しりについたホコリを払はらい……ふとハヤテの顔を凝ぎよう視しする。

「おや？　君はもしかしてシェリー君の契約獣サーヴアント君かい？」

「あー……えっと……」

　対外的にはその通りだと答えた方がいいのだが、自分を契約「獣」だと認めるのは若じやつ干かん抵てい抗こうがある。

　そういうわけで答えに迷っていると、ふと相手の視線が下がる。

　何だろうと思って自分の着ている服を見やると──見事に大きなシミが広がっていた。さっきぶつかった拍ひよう子しに飲んでいたものをこぼしたらしい。

　幸いにも相手にはかかっていないようだが……正直困った。

「あーどうするかなこれ」

　当然と言うか、ハヤテは替かえの服など持ち合わせていない。下着もだ。

　じゃあシェリーの次に風呂に入って、出た時どうするつもりだったのかと問われれば、ぶっちゃけ何も考えてなかった。

「あらら、大丈夫かい？」

　今度はこちらが気き遣づかわれる。

　そこでふと彼女があまり〝男相手に〟物もの怖おじしていないことに気づき、改めて相手の顔を見た。

　赤色の髪かみを肩かた口ぐちで切り揃えた中性的な顔立ちの少女だ。見方によっては美少年にも見える。そういえば口調もどこか少年的だ。

　胸むな元もとの膨ふくらみがなければ本当に勘かん違ちがいしていたかもしれない。

　こんな遅い時間だというのにまだお風呂に入っていないのか、彼女は未いまだに学院の制服を着ていた。その肩かたには金属的な光こう沢たくを持つ体をしたフクロウがとまっている。

「ん？　ああ、この子かい？　この子はミリア──ミミングという契約獣サーヴアントなんだ。私の大切な友達さ」

「なんか、ほかの契約獣サーヴアントとは違うな」

「機神と言ってね。契約獣サーヴアントの中でも少々特とく殊しゆな種族なんだ。体も〝機械〟というものでできている」

「へぇー」

　機械と言われてもピンと来なかったが、とりあえず頷うなずいておいた。

「と言っても、特殊性で語るなら君ほどじゃないけどね」

「……」

「おっと、そういえば私自身の自己紹しよう介かいをしていなかったな。アリア・ヴァイスハイトだ。君の主人と同じイヴァルディ教室で級長をしている。見覚えはないかい？」

「えっと……すまん」

　あの時は集まる視線に耐たえかねて、ほとんど周りを見ていなかったのだ。

　しかし、こちらが覚えていなかったことにも彼女は気にした風もなく、

「まあいいさ。よろしく」

　そう言って握あく手しゆを求めてくる。

　握手──なんと文化的で、人間として対等な行こう為いだろう。残念なことにアリアはハヤテを契約獣サーヴアントと見ているようだが、それでも感動した。うっかり惚ほれてしまいそうだ。人の恋れん愛あい感情はなんとチョロくできていることか。

「俺の名前はハヤテだ。これからよろし──」

「おお！　やはり見た目通り手の平も骨格も人間なんだな！　少し硬かたいが！」

「え？　あ？　うん？」

　こちらの手を握にぎった途と端たんに急にテンションの上がったアリアに困こん惑わくし、続きのセリフを飲み込んでしまう。

　彼女は目をキラキラさせ、人の体をペタペタと触さわってきた。しかも触り方がシェリーやイヴァルディ教室で少女たちに触られた時よりも……なんだかねちっこい。

「いやぁ、教室でも声をかけたかったし触りたかったんだけどね！　あの時はみんな君の周りにいたから手が届かなかったんだよ！」

「キュゥ！」

　彼女の契約獣サーヴアントが同意するようにひと声鳴く。なんだか甲かん高だかい声だった。

「へぇー……くしょん！」

　何か答えようとして、代わりにくしゃみが出た。

　そういえば服がびしょ濡ぬれだったのだ。立ち話をしている内に体が冷えたらしい。

　肩を震ふるわせるハヤテを見て、アリアが「よし」と胸を叩たたく。

「そのままでは風邪かぜを引いてしまう。私についてきたまえ」

「え？」

「半分は私の責任のようなものだ。それで風邪を引かれてしまっては、こちらとしても心苦しい」

　そう言うとアリアはこちらの手を摑つかんだまま廊下を歩き出した。

　先さき程ほどの握手もそうだが、こうしてやさしくされるだけでどうにも嬉うれしく、ハヤテはよく考えもせず彼女のあとをついていった。

　やがてふたりはやや大きな両開きの扉とびらの前に辿たどり着く。

「ここだよ」

　アリアはそう言って、その部屋の中にハヤテを連れ込んだ。

　そこはかなり広い造りの部屋だった。一度に七十～八十人は入れそうだ。つるりとしたタイルの上に、やわらかな布のマットが敷しいてある。

　さらに室内には大きな木き棚だながいくつもあって、竹で編んだ籠かごがたくさん棚の各段に並べられている。見える範はん囲いでは全すべてカラだが……なぜだろう、こういう光景をどこかで見たことがある気がした。思い出せないのは記き憶おく喪そう失しつのせいだろうか？

　なんてことを思いながら頭をひねっていると──

「さて、では脱ぬぎたまえ」

「……って、はぁ⁉」

　──唐とう突とつにとんでもないことをアリアが言い出した。

「濡れた服のままでは風邪を引いてしまうだろう」

「お、おい」

「安心したまえ。契約獣サーヴアントを風ふ呂ろに入れてはいけないという校則はない。無論、遅い時間でなければ周りからヒンシュクを買うがな」

「待て！　俺は人間だ！」

「それはまだ調査中だとシェリー君も言っていただろう？　それに人型の契約獣サーヴアントだって珍めずらしいが、人間が契約獣サーヴアントとして召しよう喚かんされたなんて話も寡か聞ぶんにして聞いたことがない。どちらにせよ貴重だよ」

　人をそんなレアアイテムみたいに言わないで欲しい。

「私は契約獣サーヴアントが好きなんだ。ぜひとも君と裸はだかのおつき合いがしたい。そしてあわよくば全身を隅すみから隅まで調べ尽つくしたい」

「は、裸ぁ⁉」

　そこでようやくハヤテはここが大浴場の脱だつ衣い所であることに気がついた。木棚の竹籠は衣類を入れておくためのものだ。ほとんどカラだからあまり人は入っていないようだが、少なくとも目の前の少女は一いつ緒しよに入る気満々である。

「さあ、早く」

　手をわきわきと動かしながらアリアが近づいてくる。こころなしか、息も荒あらい。

　ハヤテの生存本能が警けい鐘しようを鳴らしていた。

「えっと……あ、あー、用事を思い出したー。悪い、また今度ー」

　棒読みで喋しやべり、脱だつ兎とのごとく駆かけ出す。

「逃がすか！　ミリア！」

「キュゥ！」

　アリアの命令に従い、機械仕じ掛かけのフクロウが空中から襲おそいかかってきた。

「おわっ！　意外と力強い⁉」

「キュゥ～ゥ！」

　小さな体のどこにそんな力があるのか。いとも簡単にハヤテはミリアに頭を摑まれて空中に持ち上げられてしまった。ていうか痛い痛い痛い！　首がもげる！

「下ろしてくれ！」

「任せたまえ」

「ズボンのことじゃねぇよ！」

　ハヤテはジタバタするが、両足がついていない状態ではどうしようもない。

「安心するといい。服は籠に入れておけば明日あしたの朝までには洗せん濯たくしてくれるさ。着き替がえも予備のバスローブがある」

「まるで安心できる要素がないんですが⁉」

　しかもミリアに持ち上げられて空中から見下ろすと、いくつかの籠に少女の衣服が入っていることに気づく。まだ誰だれか入っているのだ──もはやハヤテが脱衣所にいるとバレるだけでも、とんでもないことに⁉

「はーなーせー！」

「こらこら、パンツが脱がせにくいじゃないか！」

　ハヤテは必死に抵抗するが、アリアは巧たくみにズボンを下ろし、ついに最後の砦とりでにまで手をかけようとする。

　もはや相手が女の子だからと遠えん慮りよしている場合ではない。彼は渾こん身しんの力を振ふり絞しぼってジタバタとあがいた。

「うぅ……うがあ！」

「キュゥッ」

　一いつ瞬しゆんミリアの力が緩ゆるみ、脱だつ出しゆつに成功する。

「あっ！　逃にがすか！」

　アリアはしつこかった。

「そんなに俺のパンツの中身が見たいか⁉」

「見たい！」

「堂々と言うな！」

　そうはさせるかと脱衣所の中を逃げ回るが、半脱ぎになったズボンで足がもつれて走りづらい。穿はき直す暇ひまもない。

　このままじゃ本気で全部剝むかれる⁉

「くっ！」

　上から急降下してくるフクロウの爪つめを躱かわし、どうにか両開きの扉の前まで辿り着く。

（何とか外に逃げれば……！）

　焦あせりにかられ、ハヤテは扉の上にかかった札もよく確かく認にんせずに扉を開け放った。

「───」

　時が止まった。

　少なくともハヤテの頭ではそう感じられた。

　ぴしゃん……と、水すい滴てきが落ちる音がやけに大きく反はん響きようする。

　廊ろう下かに通じていると思って開けた扉は──大浴場に通じる扉だった。

　時間帯は遅おそく人は少ないとはいえ……ゼロではない。

　見える範囲で五人程度の年とし頃ごろの少女たちが──もちろん全ぜん裸らで──突とつ然ぜん大きな音を立てて浴場に侵しん入にゆうしてきた男のことを凝ぎよう視ししていた。

「……？」

　特にきょとんとした顔をしているのは、今まさに風呂を出ようとして脱衣所の扉に手を伸ばしていた少女だ。

　かなりの小こ柄がらで、見た目だけなら二、三歳は下に見える。

　湿しめり気けを帯びた琥こ珀はく色の髪かみがぺたりと額に貼はりついていた。

　まさかこんなところに男が現れるなんて思ってもいなかったのだろう……手には体を洗うのに使ったと思われるスポンジのみで、その一いつ糸しまとわぬ白い肌はだを隠かくせるものを何ひとつ持っていなかった。

　それでもせめて手や腕うでで大事なところを隠すなりしゃがむなりすればいいのだが、よほど呆あつ気けに取られているのか、少女はまるで動こうとしなかった。

　動けないのは彼女だけではない。ハヤテも同じだ。

（ちょっとでも動いたら即そく悲鳴を上げられそう……）







[image: ]







　かといって、ずっとこのままというわけにもいかない。

　どうすればいいのかと逡しゆん巡じゆんしていると……。

「おやキルル。君も入っていたのかい」

　人の後ろから風ふ呂ろ場ばを覗いたアリアが、全裸の少女の名前を呼んだ。

　琥珀色の髪の少女──キルルはその声でハッとして。

「い、いやああああぁ！」

　バシィ───ン‼

　甲高い悲鳴とともに、見事なビンタをハヤテの頰ほおに炸さく裂れつさせた。




「お風呂から出て部屋に誰もいないと思ったら、あなたはいったい何をやっているの？」

「……」

　あのあと、危あやうく寮りよう監かんに突つき出されそうになった彼だったが、騒さわぎを聞きつけたシェリー──それとなぜかアリア──がとりなして、何とかその場を治めてくれた。

　契約獣サーヴアントを風呂に入れることを咎とがめる校則はない……とはアリアの弁だが、それにしたって強ごう引いんな論法だ。まあ、おかげで助かったわけだが。

　しかし、明日から学院中で白い目を向けられるのは確実だった。

「はぁ……」

　ハヤテは立ったまま深々とため息をつく。

　ちなみにもう濡ぬれた服は着ていない。いつの間に手配していたのか、シェリーが学院長に頼たのんで男物の制服を用意してくれていたのだ。

　──ディアスペル王立学院は魔女騎士ヘクセンリツターを育てる場所で、魔女騎士ヘクセンリツターには女しかなれない。つまり男が入学する可能性はないのだから、本来男物の制服なんてあるはずないのだが……どうも学院創設の際に制服のデザインをした職人が、遊び心から男子用の制服を一着だけ作っていたらしい。

　その着る者も着られる予定もなかった「幻まぼろしの男子制服」を、わざわざハヤテのために学院長が倉庫の奥から引っ張り出してきてくれたそうだ。

「あとで学院長にお礼を言っておきなさい」

「ああ」

　制服は襟えり元もとが窮きゆう屈くつだが、なかなか動きやすく作られていた。

　もっとも新しい着替えを与あたえられたくらいでは、明日からの暗あん澹たんたる生活を想像するハヤテの心はちっとも晴れないのだが。

　そんな意気消しよう沈ちんする彼を見て、シェリーは心底どうでもよさげにため息をつく。

「まったく……そんなに女の子たちの裸が見たかったのかしら？」

「違ちがうわ！」

「否定しても説得力がないわよ」

「ぐぬぬ！」

「まあ、私のような高たか嶺ねの花と一緒に過ごしていて、つい男の欲望を持て余してしまったのでしょうね。そういう気持ち分からなくもないわ。天上の星に手が届かないから、その辺の代用品で我が慢まんしようとしたのよね？」

「今お前、さらっと自分のことを花と星に喩たとえたか？」

　だったらついでに愛情も兼かね備えておけよ。

「ちなみに気持ちが分かると言ったのはウソよ。欲求不満で女子風呂を覗のぞくなんて鬼き畜ちくの所業ね。恥はじを知ったらどうなの？　この変態」

「愛とか贅ぜい沢たくは言わないからせめて慈じ悲ひをくれ！」

「え？　せめて苦しまずに死にたいですって？」

「それは戦場で瀕ひん死しの敵兵にかけるタイプの慈悲だ！　俺はこの通りピンピンしてるよ！」

「ビンビン？」

　少女の視線がハヤテの一部分に向けられる。

「ピ・ン・ピ・ン！　お前シモネタもイける口なのかよっ！　ビックリしたなあ！」

「淑しゆく女じよの嗜たしなみよ」

　シェリーはお澄すまし顔でそんなことを言い、耳にかかった髪かみを指でかき上げた。

　彼女はお風呂上がりということもあり、長い髪を後ろで束ねた状態で椅い子すに深く腰こしかけている。そのため立ち上がっているハヤテからは位置関係上、今のように頭を少し傾かたむけると彼女のうなじが見え、バスローブの隙すき間まからは上気した肌を簡単に覗くことができた。

　……ハヤテは顔を赤くしながら床ゆかに腰を下ろしてあぐらをかく。

「はあ……まったく、どうせ召しよう喚かんされるなら、お前じゃなくていっそアリアのところに行きたかったよ」

「あらどうして？」

「あいつは契約獣サーヴアントのこと大切にしてくれるだろ？」

　愛情の注ぎ方が極きよく端たんな上に若じやつ干かん変態だが、アルバイトを手伝わされたり毒どく舌ぜつを浴びせられたりする今の環かん境きようよりはいい気がする。

「まあ……そうね。学院長も召喚の儀ぎ式しきは神聖なものだと仰おつしやっていたでしょう？　同じように契約獣サーヴアントを大事な相棒パートナー、自身の片割れ、無二の戦友と考える魔女騎士ヘクセンリツターも非常に多いわ」

「ぜひ俺もその恩おん恵けいに与あずかりたいね」

　皮肉を言うが、シェリーは涼すずしい顔で答える。

「あら？　あなたは「自分は人間だ」って言ってなかったかしら？」

「うぐ……」

「人として最低限の労働もせずに衣食住を得られるのは貴族だけよ」

「お前も貴族だろ？」

「かっこ没ぼつ落らくを除くかっこ閉じ、ね」

　まあ……、とシェリーはセリフに間を空ける。

「あなたが人か人型の契約獣サーヴアントかどうかは置いておいて……。けど……たぶん私は普ふ通つうの契約獣サーヴアントを得られたとしても、彼らとは決して友達になれないわ」

「？……どうしてだ？」

　シェリーはすぐには答えず、椅子に座り直してハヤテの方に体の正面を向けた。

　バスローブの裾すそから白い足が自分に向かって伸のびていたが、なるべくそちらに意識を奪うばわれないように注意しながら相手の顔を見返す。

「確かに魔女騎士ヘクセンリツターは契約獣サーヴアントを大事に扱あつかうべきと言われているし、それには私も同意するわ。けれど、彼らのことを相棒とか、ましてや友達だなんて呼ぶのは絶対に嫌いやなの──なぜならそれは欺ぎ瞞まんになるから」

「欺瞞？」

「契約獣サーヴアントは魔女騎士ヘクセンリツターの命令に絶対服従すると前に教えたわね？　けれど契約獣サーヴアントにも自我はある。食事もするし、眠ねむりもする。同じ種族でも個体によって微び妙みように性格が違う。彼らには彼らの営いとなみと人格がある──私たちはそれを無視するのよ」

「……」

「契約獣サーヴアントがどこから来るのか、正確には分かっていないわ。異世界から呼んでくるのだと言う人もいる。いずれにせよ、彼らは魔女騎士ヘクセンリツターの意思によって召喚され、魔女騎士ヘクセンリツターの目的のために戦わされ、時には魔女騎士ヘクセンリツターの盾たてとされて命を落とす。彼らにそれを拒きよ否ひする権利はない。これが本当に対等な関係と言えるかしら？」

「それは……」

「別に、他の魔女騎士ヘクセンリツターの考えを貶おとしめるつもりはないわ。アリアさんなんてとても契約獣サーヴアントのことを大切にしているし、誰だれだって自分の契約獣サーヴアントをむざむざ死なせるようなことはしないでしょう……でも、私には無理だわ」

　シェリーは小さく首を横に振ふった。

「だから、私は決して契約獣サーヴアントのことを相棒とも友達とも呼ばない。そんな、まるで魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントは対等であるかのような言い方、私にはできない。彼らが死んだ時に『魔女騎士ヘクセンリツターを護るために死んだのだ』なんて美談で終わらせないために──私は彼らのことを「下げ僕ぼく」と呼ぶ。私は私の意思によって彼らの意思を無視し、自分の目的のためにひとつの命を使い潰つぶそうとしている醜みにくい生き物なんだと、片時も忘れないように」

　最後まで彼女の話を聞いて、ハヤテが最初に思ったのは単純に「考え方が不器用なんだな」という感想だった。

　アリアや学院の生徒たちの様子を見る限り、魔女騎士ヘクセンリツターの卵たちは契約獣サーヴアントのことをとても大切に扱っている。大事に世話をし、時には風ふ呂ろにだって入れてやる。世話をされている側である契約獣サーヴアントたちも、彼女たちのことを好いているように見えた。そして、いずれひとりと一いつ匹ぴきで連れ立って、ともに魔獣と戦うのだろう。もし魔獣との戦いで死んでしまったなら、たぶん墓にも入れてやるし、相棒をなくした魔女騎士ヘクセンリツターだってきっと泣くのだろう。

　契約獣サーヴアントを大切にすること自体はシェリーも否定しなかった。自分もおそらく大切に扱うだろうとも明言した──しかし、魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントの間に存在する絶対服従という溝みぞを、彼女は無視することができないと言う。

　勝手に呼び出して、人の都合で戦わせて、それで死なせて……きっとこの世界の誰もがあえて触ふれずに美しい言葉で着き飾かざる「魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントの関係」を、まっすぐに見つめて、欺瞞だと断ずる。

「お前って……」

　どうして魔女騎士ヘクセンリツターになろうとしたんだ、とハヤテは言いかけた。

　自分を醜い生き物だと言い切りながら、それでも魔女騎士ヘクセンリツターになろうとする彼女の意思と目的とは何なのか？　それが激しく気になった。

　しかし、ハヤテが全すべてを言い終える前に──

「さて、話しすぎたわね。もう寝ねるわ」

　──シェリーはそう言ってバスローブを脱ぬぎ捨てた。

「うわああああ！」

　隣りん人じんへの迷めい惑わくも顧かえりみずにハヤテは大声を上げて床に伏ふせる。

　それでもバッチリ見てしまった。

「何をいきなり叫さけんでいるの？」

「何でいきなり服を脱ぐんだよ⁉」

「バスローブのまま寝るわけないでしょう」

　つまり着き替がえるために脱いだのか。だったら先にそう言ってくれ！

「もういいわよ」

　そう告げられ、安心して振り向いた先にいたのは……なんかもう裸はだかよりエロいんじゃないかってくらいエロいネグリジェを着たシェリーだった。

「何だよその格好⁉」

「薄うす着ぎじゃないと寝られないのよ」

　別に知りたくもなかった情報だった。

　シェリーは本当にその格好でベッドの中に入る。

「明かりを消すわよ」

　部屋の照明には光魔法が込められた魔硝石マテリアルが使われている。彼女が簡単な詠えい唱しようを唱えるだけで、あっという間に部屋は暗くら闇やみに閉とざされた。

「ちょ、ちょっと待ってくれてもいいだろ」

「おやすみなさい」

　シェリーは早々に寝入り、よほど疲つかれていたのか、すぐに小さな寝息が聞こえてきた。

　疲れているのはハヤテも同じだ。手て探さぐりで制服の上着を脱ぎ、借りた毛布に包くるまって床に身を横たえる。

　やわらかな毛布と絨じゆう毯たんのおかげで背中はあまり痛くなく、おかげで朝までぐっすりと眠ることができた。







　第二章　彼が下げ僕ぼくになった日







　翌朝。起きたら全て夢でした……だったらよかったのだが、生憎あいにくとそんな都合のいい話もなく、目覚めて最初に視界に入ったのはニーソを穿はいている最中のシェリーだった。

「おはよう」

「……おはよう」

　形式的に朝のあいさつを交かわしたあとハヤテも身み支じ度たくを整え、昨日と同じように食堂で朝食を済ませてから教室へと一いつ緒しよに向かう。

「そういえばあなたの寝ね間ま着きって必要かしら？」

「できればあるとありがたいな」

「まあ私のように下着姿で寝るならいらないけど？」

「俺には寝間着が必要です！　ぜひ用意してください！」

「そこまで頼たのまれたのなら仕方ないわね」

「何で仕方ないんだよ……」

　ハヤテはうんざりとため息をつく。

　そんな彼の耳に周囲の少女たちが小声で交わしている噂うわさ話ばなしが聞こえてくる。

「ねぇ、あれ……例の平民の男よ」

「なんでも早さつ速そく昨晩お風呂を覗のぞいたそうですわ」

「やっぱり男ってケダモノ……」

「淫いん獣じゆう」

　どうやら昨日の大浴場での話はすっかり広まっているようだ。

　ただでさえ男というだけで異物扱いされていたのに今や汚お物ぶつ扱いだ。

（勘かん弁べんしてくれ……）

　ハヤテが目め幅はばの涙なみだを流しつつ歩いていると、本校舎の前で見覚えのある顔を見つけた。

「やあ、ハヤテ君」

　アリアは校舎の壁かべに預けていた背を離はなすと、手を振りながらこちらへやってくる。

「……先に行くわね」

　彼女がハヤテに用事があると察したらしく、シェリーはそう言い置いてさっさと校舎へ入っていってしまう。

　そうされるともうアリアを無視するわけにもいかず──昨日パンツを脱がされかけた記き憶おくが甦よみがえったが──彼女が近づいてくるのを待つことにした。

「俺に何か用か？」

「ん、そうそう。昨日のことを謝りたかったんだ」

　昨日のことといえば、無論大浴場での件だろう。

「昔から契約獣サーヴアントのこととなると暴走しがちでね。さすがに大浴場に連れていったのはマズかったよ」

「まあ、あのあと庇かばってくれたし、分かってくれたんなら別に……」

「じっくり調べるなら素す直なおに私の部屋に連れ込むべきだったよ」

「全然分かってねぇ！」

　改善するどころか悪化した。

　この契約獣サーヴアントマニアとふたりきりなんて……それこそ何をされるか分かったものじゃない。

「お詫わびと言ってはなんだが、困ったことや分からないことがあれば、いつでも相談にきたまえ。できる限り力になるとも」

「困ったことねぇ……」

　もしくは分からないこと。

　困ったことならもうごまんとあるが……目下、一番引っかかっている「分からないこと」ならひとつある。

「なぁ」

「何だい？」

「……シェリーはどうしてこんな学院に通ってるんだ？」

　ディアスペル王立学院が悪い学校という意味で言ったのではない。

　まだ一日と少ししか一緒に過ごしていないが、さすがに彼女が周囲から大なり小なりの悪意に晒さらされていることくらい見当がついている。

　教室でも周りから避さけられ、入浴も大浴場に行かず自室で済ます。

　陰かげ口ぐちを叩たたかれながら授業を受け、終われば即そくアルバイトへ行き、忙いそがしく働き回る。

「〝最強の魔女騎士ヘクセンリツター〟を目指してるってチラッと聞いたけど、それってツラい思いをしてまで目指すものなのか？　そんなもの目指すより家で家族と幸せに暮らす方が……」

「……ああ、君は知らないんだね。彼女の家──シャルラッハロート家のことを」

　わずかにアリアの表情が険しくなる……あまり口にしたくない話題のようだ。

「彼女のこと、知りたいかい？」

　それでもつい先さき程ほどの自分の発言に責任を取るように、アリアは聞き返してきた。

　頷うなずけばきっと彼女は教えてくれる。

　ハヤテ自身、なぜそこまでシェリーのことを知りたいのか分からないけれども……

「……ああ、知りたい。頼む。教えてくれ」




　その日の午後。

「実技授業？」

「ええ。模も擬ぎ訓練場に移動するわよ」

　前の授業で使った教科書を片づけると、シェリーはハヤテを伴ともなって教室を出る。

「模擬訓練場で実技って何するんだ？」

「そうね。中間考査も近いし……今日は魔女騎士ヘクセンリツター同士の模擬戦をやるはずよ」

　シェリーはさらりと言っているが……。

「それって戦うってことだろ……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「魔女騎士ヘクセンリツターは元々魔獣と戦うためにいるのよ？　模擬戦ごときで臆おく病びよう風かぜに吹ふかれる人間はそもそもこの学院にいられないわ」

　そう言う彼女に連れていかれたのは、巨きよ大だいなドーム型の建物だった。

　模擬訓練場は魔女騎士ヘクセンリツターが戦せん闘とう訓練を行なうための屋内設備で、大きく三つのエリアに区切られている。

　ひとつ目はドームの外周部にある個人特訓エリア。

　特訓内容別に十数種類の部屋が用意されており、生徒はその中から特訓したい内容の部屋を選び、中に入るという仕組みだ。

　ふたつ目はドームの右半分を占しめる野外戦エリア。

　魔獣との戦いのほとんどは野外での戦闘となる。そのため床ゆかに土や砂じや利りなどを敷しいたり植物や岩などの障害物を置いたりして、外の環かん境きようを再現しているそうだ。

　三つ目はドームの左半分を占め──今から実技授業が行なわれる模擬戦エリアとなる。

「広いな」

　模擬戦エリアに入ったハヤテは最初にそう漏もらした。魔女騎士ヘクセンリツターたちが戦闘訓練を行なう場所なだけあってかなり広い。

　ここは床も壁もミスリルと呼ばれる超ちよう硬こう度どの石材で造られているらしい。床の上にはテープで白線が引かれている。白線の長さは一辺十メートルで、それによって四角く区切られた試合場がエリア内に計五つ。模擬戦はこの十メートル四方の試合場内で行なわれる。

「では、今から実技の授業を始める。今日は貴様らが待ちに待った模擬戦だ。最初の一ヶ月間は力の使い方の訓練ばかりだったからな」

　整列した生徒たちの前で話をしているのは担任のレーラだ。

　彼女のほかに五人の教師が後ろに控ひかえている。おそらくあの五人が各試合場で審しん判ぱんをし、レーラは全体を見て回るのだろう。

「いいか？　くれぐれもウォームアップの手は抜ぬくんじゃないぞ。模擬訓練場内は『ヴァルハラの加護』があるとはいえ、普ふ段だんから心がけていないと本番で命を落とす」

　分からない単語が出てきて、ハヤテは隣となりのシェリーに耳打ちをする。

「『ヴァルハラの加護』って？」

「古代魔法の一種よ。個人にかけるのではなく、ひとつのフィールド全体に魔法をかけるの。『ヴァルハラの加護』の中に入ると〝戦士は決して死ななくなる〟」

「マジか⁉」

　恐おそろしく便利な魔法に聞こえるが諸もろ々もろの制限もあるらしい。

　まず、魔法をかけるフィールド内に大量のミスリルが必要。これは模擬訓練場のようによそから運んできてもいいし、あるいは地中に大量に埋うまっていれば問題ないそうだ。

　次に、魔法の効果はあくまで『戦士』同士の戦いにしか効果を発揮しないらしい。

「『戦士』にしか効果がないって、魔法がどうやって人の職業を見分けるんだ？」

「別に履り歴れき書を見せる必要はないわ。大事なのはたとえ何があっても戦意を喪そう失しつしないこと。〝戦う意思を有する者〟に『ヴァルハラの加護』は与あたえられる」

　まさに戦士に与えられる加護というわけか……。

「ちなみに魔ま獣じゆう相手との戦闘では『ヴァルハラの加護』に意味ないわ。奴やつらは戦士じゃなくてケダモノだから。フィールド内で戦っても、魔獣にやられれば普ふ通つうに死ぬ」

「まるで人間の戦闘訓練のために編み出されたような魔ま法ほうだな」

「そうね」

　その魔法を誰だれが編み出したのか知らないが、魔獣に襲おそわれても人が死なないように作ってさえいれば、もっと人類にとって大きな意味を持つ魔法となっていただろう。

「あっ……」

「どうしたの？」

「いや……ちなみにだけど、『ヴァルハラの加護』って契約獣サーヴアントにも効果あるの？」

「それはあるわよ。契約獣サーヴアントは基本的に魔女騎士ヘクセンリツターと契約しているから、彼らもまた人の一部として認められているの」

「そっか。よかった」

「あら？　あれだけ自分は人間だって言っていたのに、そんな確かく認にんするなんてひょっとして自信がないの？」

「ち、違ちがうっての！」

　ハヤテがムキになって否定していると、不意にレーラの叱しつ責せきが飛んでくる。

「まだ説明は終わっていないぞ。静かにしろ」

　静かな声だったが妙みような迫はく力りよくがあって、ハヤテは思わず首を竦すくめた。

「中間考査ももう間もなくだ。考査が終われば一年生にも『学内ランキング』が発表される。各自気合いを入れていけ」

「「「「「はい！」」」」」

「ではウォームアップの開始だ。十五分後に模擬戦を始める。誰と誰がどの試合場を使うかはこちらで割り振ふるが、ペアは各自好きに決めろ」

　解散、とレーラが告げ、生徒たちはペアを組んだりストレッチを行なったりし始めた。

「ほら、こっちへ来て柔じゆう軟なんを手伝いなさいな」

「へいへい」

　ハヤテは模擬戦ステージの隅すみへ移動し、シェリーの柔軟を手伝う。

「模擬戦ってどれくらいやるんだ？」

「一ペアにつき二試合ね」

「二試合？　それだと引き分けにならないか？」

「授業時間の都合ね。それにあくまで模擬戦なのだし、別に結果が引き分けでも構わないわけ。ケガはしないと言っても疲ひ労ろうはたまるし、集中力の問題もあるわ」

「ふーん」

　と、そこでハヤテは〝あること〟を思い出した。

「そういや結局、魔女騎士ヘクセンリツターってどうやって戦うんだ？」

「あら？　言わなかったかしら？」

「契約獣サーヴアントが戦いのサポートをする云うん々ぬんってのは聞いたけど、契約獣サーヴアントが持つとある能力ってのは話の途と中ちゆうだったぞ」

　その能力があるからこそ、魔女騎士ヘクセンリツターは魔獣に対たい抗こうできるのだと言っていた気がする。

「それは──」

　シェリーが昨日の続きを話そうとした時、横合いから第三者の声が割って入った。

「シャルラッハロートさん。わたくしとペアを組みませんこと？」

　声をかけてきたのは、今日も金きん髪ぱつ縦ロールが印象的なビクトリアだ。

「ビクトリアさん。珍めずらしいわね、あなたから私に声をかけてくるなんて」

「あら、隅っこでひとり寂さびしくしている人がいたから、わざわざこのわたくしが声をかけて差し上げたのに」

「そのいらぬお気き遣づかいには本当に頭が下がるわね。そういうビクトリアさんこそ、組む相手がいないのではなくて？」

「あなたと一いつ緒しよにしないでくださる？」

　ふたりの間でバチバチと火花が散り、ハヤテの額に冷ひや汗あせが流れる。

（……何だこの空間）

「な、なあ？」

「ヒィッ！　さ、触さわらないでくださいまし！」

　場の空気を何とかしようと声をかけたら激しく怯おびえられた。

　男に触られると妊にん娠しんする云々という誤解は解けているようだが、今度は男そのものに苦手意識を持つようになってしまったようだ。もっとも当人としては男に怯えてしまったことが恥はずかしいようで、頰ほおを染めながら誤魔化すように咳せき払ばらいなどしている。

「とっ、とにかく！　昨日の借りを返させてもらいますわ！　わたくしと勝負なさい！」

「……せっかくだけど遠えん慮りよするわ。今日ははじめから見学するつもりだったし」

　怒いかりでぶるぶると震ふるえる相手の指先を躱かわすように視線を逸そらして、シェリーはこの場から立ち去ろうと背を向ける。

「怖おじ気けづきましたの⁉」

「あなたの相手をしたくないだけよ」

「ッ！」

　ビクトリアの眉まゆ根ねにシワが寄る。

　シェリーはそのまま彼女を置いてこの場を離はなれようとした。

　しかし──

「さすがは〝裏切り者〟の家系ですわ。逃にげるのが随ずい分ぶんとお得意みたいね！」

　──その言葉に、踵きびすを返しかけたシェリーの足がピタリと止まる。

「……ビクトリア。ビクトリア・ヴェルデ。今のはよく聞こえなかったわ。もう一度言ってみてくれる？」

　ついにシェリーが反応を返したことで余よ裕ゆうを取り戻もどしたのか、それとも引っ込みがつかなくなったのか、ビクトリアはさらに言葉を重ねる。

「何度でも言ってあげましてよ？　シェリー。シェリー・シャルラッハロート。〝裏切り者〟の娘むすめ、貴族の面つら汚よごし。敵前逃とう亡ぼうは代々あなたたちの家の十八番おはこなのでしょう？」

　ざわっ──

　シェリーの目の色が変わった。

　浮うかぶのは激げき怒どの感情。

「家が没ぼつ落らくしたことは事実……それを揶や揄ゆするくらいなら見み逃のがしてあげてきたけれど、家名をそうまで悪あし様に貶おとしめられるのを看過することはできないわ……！　いいわ、その挑ちよう発はつに乗りましょう。その減らず口を二度と叩たたけなくしてあげるわ」

「それはこっちのセリフですわ！　あなたに本物の魔女騎士ヘクセンリツターの実力というものを刻み込んであげますわ！」

　ビクトリアはフンっと鼻を鳴らし、こちらに背を向けて去っていく。

「ちょ、ちょっと待てよ。大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　今まで話に割り込めなかったハヤテが今いま更さらながら尋たずねる。

　模も擬ぎ戦をやるということは、彼ももちろん彼女と一緒に戦うのだろう。

　しかし、ハヤテはただの人間だ。それに対してビクトリアの契約獣サーヴアントは翼つばさの生えた大だい蛇じや。契約獣サーヴアントが魔女騎士ヘクセンリツターの「補助」とは聞いているものの、戦力に差があるように思えるのだが。

「まあ、確かに彼女の連れている契約獣サーヴアントはなかなか強力よ。リンドヴルム、あるいはリンドドレイクと呼ばれる亜あ竜りゆう種。人を乗せることはできないけれど空を飛べて、絡からみつく力は雄お牛うしを絞しめ殺すほどよ」

　もうすでに勝ち目がない気がしてきた。

　雄牛を絞め殺す大蛇を相手に人間が素す手ででどうしろと？

「心配しなくていいわ──」

　そんなこと言われても……とハヤテは思うが、シェリーは涼すずしい顔で続けた。

「──あなたは黙だまって脇わきで見ていればいいから」




　ビクトリア・ヴェルデ。

　四大貴族カエルレウス家に仕える貴族で、現当主は四大貴族に次ぐ実力を持つと言われている。ビクトリアはその当主の妹だ。

　彼女もまた姉と同じように両親の才能を受け継ついでおり、中間考査後には学内ランキング五十位以内は固いと噂うわさされている。

　模擬戦が始まる前にシェリーから聞かされた対戦相手のプロフィールは、ハヤテを絶望的な気分にさせるには充じゆう分ぶんな内容だった。

「ではこれよりヴェルデ対シャルラッハロートの模擬戦を始める。試合はダメージ蓄ちく積せきによる魔女騎士ヘクセンリツターの失神、あるいは敗北宣言コールによって決着とする」

　審判役のレーラが簡潔に模擬戦のルールを説明する。

「では双そう方ほう。試合場の端はしに移動しろ」

「「……」」

　シェリーとビクトリアはお互たがい無言で視線を交かわしたあと、言われた通り端に移動する。

「リンディス」

　ビクトリアは自分の契約獣サーヴアントリンドヴルムの名を呼ぶ。すると彼女の体に巻きついていた大蛇はスルスルと地面に降り、臨戦態勢を整える。リンドヴルムの背には小さな翼が生えているが、どうやら常に飛ぶわけではないようだ。

　向こうは完全にやる気満々──それに対して、ハヤテは未いまだに覚かく悟ごを決めかねていた。

　戦うことに対する本能的な恐きよう怖ふのためである。

「なあ、おい……どうするんだよ？」

「だから心配いらないわよ。あなたはここから動かないで」

　シェリーは試合前に言ったことをもう一度念押しするように告げた。

　もうどうにでもなれというヤケクソに近い心境になると同時に、レーラが掲かかげた手を振りおろす。

「──始め！」

「まずは小手調べですわ！　リンディス！」

　開始の合図とともにビクトリアは契約獣サーヴアントを先行させ、自身も試合場の端から駆かけ出した。

「うおっ！　蛇へび、速ッ！」

　まだ大蛇は遠くにいるが、迫せまりくる敵にハヤテは狼狽うろたえる。

　だがシェリーの方は冷静に魔法の詠えい唱しようを開始した。

「風の中で踊おどりし者、汝なんじが祝福によって、我を大地の楔くさびから解き放ちたまえ──《飛翔フリーゲンウオーク》」

　瞬しゆん間かん、彼女の足がミスリルの床ゆかから浮く。

　空を闊かつ歩ぽする力を得た彼女は一歩で大きく左へ飛んだ。

「追いなさいリンディス！」

「シャァ──！」

　リンドヴルムは胴どう体たいで床を叩くようにして浮き上がり、今度は翼を使ってシェリーに追い縋すがった。指示を出したビクトリアも自分の契約獣サーヴアントに続いてシェリーを追う。

「……ッ！」

　俺も追うべきなのか、だがかえって足あし手で纏まといに……！

　──「あなたはここから動かないで」

　さっき念押しされた彼女のセリフも脳のう裏りに甦よみがえり、ハヤテは判断に迷う。

「冷れい廟びように眠ねむりし者、其その凍いてつきし息吹いぶきによって、我が指先に白銀の結晶を──」

　シェリーは空中で体の向きを反転させ、迫りくる大蛇へその白い指先を伸のばす。

「──《氷結コンヘラル》」

　パキパキパキ──と、シェリーの指先から放たれた冷気が空気中の水分を凍こおらせていき、彼女へと突とつ進しんしていた大蛇の両目を霜しもで覆おおった。

「ジャァァア‼」

「リンディス⁉」

　突然の激痛に叫さけび声を上げたパートナーの許もとへ、ビクトリアは慌あわてて駆け寄る。

「よくもやりましたわね！」

「無む闇やみに契約獣サーヴアントだけを先行させる方が悪いのよ」

　激げつ昂こうするビクトリアに対してシェリーはしれっと言い返す。

　それがますます相手の火に油を注いだ。

「もう許しませんわよ！」

「無む駄だ口ぐちを叩くのが好きね。冷廟に眠りし者、其の──」

「クッ！」

　シェリーが再び魔法を詠唱し始め、ビクトリアは契約獣サーヴアントとともに慌てて飛び退のいた。

　射程から離れたのか、魔法の詠唱が止まる。

「小手先の魔法ばかり使ってやり方が狡こすっからいですわ！」

「生憎あいにくと、ほかの人が魔女騎士ヘクセンリツターの力の使い方を練習している間、私はずっと魔法の精度を上げる特訓をしていたのよ。ほかにやれることもなかったし」

「……ハッ！　道理であちらの平民を置き去りにしたわけですわね！　あなた、『魔導器ワンド』を使いこなす自信がないのでしょう？」

「……」

　シェリーは答えない。

（『魔導器ワンド』……？）

　聞いたことのない単語にハヤテは内心首を傾かしげる。

「所しよ詮せんは騎士にもなれない魔女ウイツチ風ふ情ぜい。わたくしに戦いを挑いどむなんて無む謀ぼうでしたわね！」

「先に吹ふっかけてきたのはあなただったはずだけど？」

「うっ、うるさいですわ！　とにかくお遊びはここまでですわよ！」

　ビクトリアはシェリーをキッと睨にらみつけ、バッと手を広げる。

「創起キヤスト！──『蛇翼の鞭テイルワーム』！」

　ビクトリアが高らかに叫ぶと同時に、彼女の契約獣サーヴアントの額──そこにある結印が光り輝かがやく。

　次の瞬間、彼女の手の中にリンドヴルムの鱗うろこと同じ色をした鞭が現れた。

　あれが『魔導器ワンド』なのだとハヤテは半ば直感する。

　魔女騎士ヘクセンリツターの武器を生み出すのが契約獣サーヴアントの能力？　そういえば説明の途と中ちゆうだったが、シェリーは「契約獣サーヴアントは人から受け取った魔力を体内で錬れん成せいして云うん々ぬん」と言っていた。

（つまり『魔導器ワンド』ってのは、人の魔力を契約獣サーヴアントが体内で武器に創つくり変えたものなのか）

　契約獣サーヴアントと契ちぎりを交かわし、『魔導器ワンド』を創起キヤストできるかどうか──それこそが魔女騎士ヘクセンリツターとただの魔女ウイツチを分ける境界線なのだろう。ビクトリアがシェリーを騎士にもなれない魔女ウイツチ風情と呼んだのは、『魔導器ワンド』を使うことのできない彼女を揶揄していたのだ。

「チッ！」

　小さく舌打ちし、今度はシェリーの方がビクトリアから距きよ離りを取った。

「逃のがしませんわ！」

　ビクトリアが『蛇翼の鞭テイルワーム』を振ふるう──と、鞭が伸びた。

「うっ！」

　射程を大きく伸ばした鞭の先せん端たんに脇わき腹ばらを打たれ、シェリーが苦痛に顔をゆがませる。

　シェリーは再度《飛翔フリーゲンウオーク》の魔法をかけて大きく後退するが、相手の鞭はどこまでも伸びて彼女を攻こう撃げきした。

「わたくしの『蛇翼の鞭テイルワーム』からは逃げられませんわよ！」

　ビクトリアの声に応じて鞭はさらに射程を広げる。あれではどれだけ距離を取っても逃げ切ることなんてできない。

　あれが『魔導器ワンド』……！

　まさに常識の埒らち外がいにある武器だ。

　そして、目の前に広がる空間全すべてが攻撃可能範はん囲いであるビクトリアにとっては、離はなれた位置に突つっ立っているハヤテもいつだって倒たおせるということであって……。

（おいおい！　こんなのどこにも逃にげられないじゃねぇか！　どうすればいいんだよ⁉）

　だが、逃げるとか、どうすればとか──そんな心配は無用だった。

「さあどうしますの⁉　シェリー・シャルラッハロート！」

「クッ！」

　ビクトリアは常にシェリーだけを狙ねらい、ハヤテのことは一いつ切さい攻撃しなかったからだ。

「何で……俺のことは攻撃しないんだ……？」

　あの『魔導器ワンド』ならほとんど〝ついで〟レベルの攻撃で、簡単に俺を無力化できるのに……と少し考えて、すぐに答えに思い至った。

　この模擬戦は魔女騎士ヘクセンリツターの失神か敗北宣言によって決着する。

　つまり、契約獣サーヴアントの立場にあるハヤテがどんな状態であろうと、勝敗には関係ないのだ。ましてやシェリーは彼に頼たよらず戦おうとしている。たとえ彼が倒され彼女ひとりになったところで戦い続けるだろう……とすれば、ますます狙う意味がない。

　試合前から、シェリーが何度も「動くな」と言った意味を悟さとる。

　黙っていれば、何もされることはない。

　だから何もする必要はない。

（あいつは最初からひとりで戦うつもりだったのか……！）

「ハァァ‼」

『蛇翼の鞭テイルワーム』がシェリーの胸を打ち、彼女を地面に叩たたきつける。

「あぅ‼」

　彼女の服が破れ、苦く悶もんの声が上がった。

『ヴァルハラの加護』は戦士を死やケガから遠ざけるが、受けた痛みダメージは別だと聞いている。だから蓄積したダメージによる失神も敗北条件のひとつになっているのだ。

「これでおしまいですわ！」

　ビクトリアは倒れたシェリーにさらに追い打ちをかける。

　集中力が乱れて《飛翔フリーゲンウオーク》の魔法も切れてしまったのか、彼女は逃げることもできずに床の上で体を丸めて攻撃に耐たえていた。

　その姿を見て──ガチリッ──と、ハヤテの中で何かのスイッチが入る。

「……ッ！」

　気がつけば駆け出していた。

　あそこでひとり戦っている少女を助けるために。




「さあいつまで耐えられるのかしら……って、あら？」

　それまで案山子かかしを演じていたハヤテが突とつ然ぜん戦闘領域バトルフイールドへ乱入してきたのを見て、ついビクトリアの手が止まる。

「シェリー！」

　ハヤテはその隙すきにぐったりとした少女の体を助け起こす。

　彼女の目が薄うっすらと開いた。

「……何を、どさくさに紛まぎれて名前を呼んでるの？」

「最初に言うことがそれかよ……」

　だが相変わらずの毒どく舌ぜつに安あん堵どすら覚える。

「ちょっと……無能な男がまさかわたくしの邪じや魔まをする気ですの？」

　背後からビクトリアの不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえてくる。

「……なぜ来たの？」

　シェリーは言外に「おとなしくしていれば目をつけられなかったのに」と言ってきた。

　だが、ハヤテはその質問に答えず、別のセリフを口にした。

「おい、俺の結印から『魔導器ワンド』を出して使えよ。俺にはよく分からないけど……魔女騎士ヘクセンリツターのお前になら出せるんだろ？」

　ハヤテの右手にも結印はある。

　彼自身には体内で『魔導器ワンド』を錬成するという感覚はまるで分からないが、専門家であるシェリーならばそれができるのではないか？　そう思って尋たずねたのだ。

　それは暗に彼女と一いつ緒しよに戦うと言っているも同然だった。

　しかし。

「……無理よ」

「何で？　試ためしてすらいないだろ。だったら……」

「試さなくても分かるわ。だって、私とあなたの間にはラインがつながっていないもの」

「……何だって？」

「魔女騎士ヘクセンリツターと契けい約やくした契約獣サーヴアントの間には、魔力をやり取りするためのラインができるって前に話したでしょう？　そのラインは時折、契約獣サーヴアントの感情も主あるじに伝えるの」

　ラインは精神と精神の間につながれる。そのため、契約獣サーヴアントが強い感情を持つとそれがラインを逆流して魔女騎士ヘクセンリツター側に伝わることがあるらしい。

「強い感情って……じゃあ、目の前で着き替がえ始めたりしたのも？」

「……恥はずかしかったわ」

　あれはハヤテの感情を大きく揺ゆさぶって、ラインがちゃんとつながっているか確かめようとしていたらしい……やり方ってものがあるだろう。

「なら、お前の毒舌も俺をわざと怒おこらせようと……？」

「あれは素すよ」

「素かよ」

「とにかく、一日も一緒に過ごせば充じゆう分ぶん。私とあなたの間にラインはつながっていない。あなたは私の下げ僕ぼくじゃない──」

　それからシェリーは、ハヤテが何度も彼女に認めさせようとした言葉を呟つぶやいた。

「──あなたはただの人間よ」

「……」

　ようやく彼女の口から自分を人間だと認めさせたというのに、全然嬉うれしくない。

（……そういえば……ああ、そうだったな）

　目の前の少女は、契約獣サーヴアントのことを自らへの戒いましめのために「下僕」と呼ぶと、そう心に決めていると言っていたじゃないか。

　だが、彼女は学院長や教師に説明するため、形式的に「契約獣サーヴアント」と表現したことはあるが、ハヤテのことを「下僕」とは呼ばなかった……一度だけ言い間ま違ちがえていたが、それだけだ。彼女は彼のことを自分の契約獣サーヴアントだと微み塵じんも思っていなかったのだ。

「じゃあ、俺がお前の契約獣サーヴアントじゃないって分かった時に、何で寮りようから追い出さなかったん……！」

　当然の疑問を口にしかけて、ハヤテの脳のう裏りに昨日のシェリーのセリフがよぎる。

『うるさいわね。どうせ行くところもないんだから、おとなしく私の言うことを聞きなさいな』

「……そういうことか」

　あの時は気がつくことができなかったが、彼女の言うことはもっともだ。記き憶おく喪そう失しつのハヤテには行くアテも帰るべき場所も、もちろん頼れる相手もいない。そんな状態で放ほうり出されたらどうなるか？　考えるまでもなく、きっと悲ひ惨さんな目に遭あっていただろう。

　だから、シェリーはハヤテのことを追い出さなかったのだ。

　ああ、まったく……彼女が毒舌ではなく、もう少し違う言い方をしてくれていればもっと早く多くのことに気づけたのに。

「……」

　ハヤテは立ち上がり、ビクトリアと相対する。

　その背にシェリーを庇かばうように。

「何ですの、それ？　まさか、彼女を護まもっているつもり？」

「だったらどうした？」

「オホホホ！　男が女を護るなんて聞いたことありませんわ！」

　ビクトリアは物もの凄すごい滑こつ稽けいなものを見る目つきで大笑いする。

　この大陸は男が女に護られる世界だ。

　だがそんなこと──記憶のないハヤテには関係ない。

「こちとらシェリーの契約獣サーヴアントだ。だったら俺が彼女を護ったっていいだろ」

「本格的にバカなんですのね。いいこと？　わたくしの手にかかればあなたなんて──」

「うるさい縦ロール女。おもしろい髪かみ型がたしやがって」

「何ですって！」

　セリフを遮さえぎられたビクトリアの口の端はしがヒクッとなった。

「この……ッ！」

「───ッ！」

　激げつ昂こうした少女が何か言おうとしたタイミングで、ハヤテは思い切って走り出す。

　精いっぱい隙をついたつもりだ。『蛇翼の鞭テイルワーム』のリーチは試合場全域に及およぶ。離れれば勝ち目はゼロ。攻撃される前に突とつ撃げきする以外に道はない。

　だが、しかし。

「ち、近づかないでくださいまし！　リンディス！」

「⁉」

「シャァ──！」

　いつの間にか復活していた大だい蛇じやが足元からハヤテを奇き襲しゆうした。自分が奇襲したつもりになっていた彼はあっさり大蛇に捕つかまり、全身を締しめ上げられる。

「うっ、がああああ！」

　雄お牛うしをも絞め殺す力が加わり、ハヤテの全身が悲鳴を上げた。

　あまりの激痛に視界がスパークする。頭がガンガンと割れそうになり、体のあちこちからバキボキと音がした。

　一秒が万倍にも感じられ、いつまでも終わらないかに思われたその激痛は──




「もうやめてッ‼　私の負けよ！」




　──少女の叫さけびによって、不意に終わりを告げる。

　リンドヴルムの締めつけは解かれたが、とても立っていられなかったハヤテはそのままミスリルの床ゆかの上に倒れた。

「勝者、ヴェルデ」

（ああ……）

　審しん判ぱんのレーラの声で、ハヤテは遅おくればせながらに理解した。

　シェリーが敗北宣言コールしたのだ。




　模も擬ぎ戦は一ペアにつき計二戦。一戦目と二戦目の間には十分間のインターバルが挟はさまれる。シェリーに肩かたを借りて白線の外に出たハヤテは痛む体を横たえていた。彼女に膝ひざ枕まくらをされて。

　しかしその感かん触しよくを楽しむ余よ裕ゆうなんて今はない──未いまだに全身に残る痛みよりもずっと激しい後こう悔かいがこの身を苛さいなんでいたから。

　シェリーに敗北宣言をさせてしまった……彼女はどれだけ痛めつけられても、決して諦あきらめなかったのに！　彼女は俺なんかを助けるために何の迷いもなく敗北宣言した。

「なぜ？」

「……ん？」

　情けなくて目元を隠かくしていた腕うでをどかすと、シェリーがこちらの顔を覗のぞき込むようにして見下ろしていた。

「なぜ……戦おうとしたの？　あなたは人間でしょう。男で、弱い魔法すら使えない。それどころか記憶喪失で……それすらも私の過失かもしれないのに……どうしてビクトリアと戦おうとしたの？　あなたには何ひとつとして、戦う動機がないじゃない……」

　ハヤテは戦せん闘とう狂きようではない。痛みを恐おそれる普ふ通つうの人間だ。

　普通の人間が戦うには、戦うための〝動機〟が必要となる。

　たとえば……そう、今朝アリアから聞いたシェリーの過去のような──




　　　　▽




　──今朝、ハヤテは校舎の陰かげで、アリアからシェリーの過去話を聞いていた。

「この国には王家にも劣おとらぬ力を持つ四大貴族と呼ばれる貴族がいたんだ。シェリー君はその内のひとつであるシャルラッハロート家のひとり娘むすめだった」

　いた。だった。過去形。すでに終わったことに対する言い方。

「彼女の母であり『紅月の騎士』と謳うたわれた前当主は強く、大陸最強の魔女騎士ヘクセンリツターだった。領主としても有能で領民にも愛され、幼少時代のシェリー君はとても幸せに暮らしていたそうだ。しかし、ある日シャルラッハロート領を正体不明の魔ま獣じゆうの大群が襲おそった。魔獣が突とつ然ぜん領内に出しゆつ没ぼつすること自体は珍めずらしいことではないけれど」

　魔獣は突然降って湧わいたように現れる──魔獣がどこで生まれ、どこから来るのか誰だれも知らないと言われる所以ゆえんらしい。

「新種の魔獣は恐ろしく強かったらしい。私は伝聞でしか知らないが、ひとつ目の巨きよ人じんだったそうだ……。まぁ、それでも『紅月の騎き士し』が騎士団を率いれば充分に殲せん滅めつできたはずだった──しかし、新種の魔獣が現れた際、突とつ如じよとして『紅月の騎士』は姿を消し、行方ゆくえが分からなくなったらしい。騎士団を指揮するはずの当主がいなくなり、シャルラッハロート家は大混乱に見み舞まわれたそうだ。その頃ころはまだ『湖月の騎士』と謳われたシェリー君の祖母がご健在だったようだが、すでにご高こう齢れいで現場の指揮を執とることはできなかった。もちろん、幼かったシェリー君にもね」

　結局、魔獣の大群は女王直ちよつ轄かつ騎士団の手で殲滅されたらしい。

　しかし、救きゆう援えんが来るまでの間にシャルラッハロート領の領民に多く犠ぎ牲せいが出た。

「貴族が様々な特権に守られ優ゆう遇ぐうされているのを民衆が我が慢まんできるのは、我々が魔女騎士ヘクセンリツターとなって国や人を魔獣から護る力を持っているからだ。だが、もしいざとなった時に貴族が自分たちを見捨てると思われたら、あっという間に民衆の心は離はなれ、国家は危あやうくなる……。だから女王家も、シャルラッハロート家に対して厳しい態度を取らざるを得なかった。財産の大半が没ぼつ収しゆうされ、爵しやく位いも最下位にまで落とされたそうだ」

　さらに領民への賠ばい償しよう金の支し払はらいなどもあり、シャルラッハロート家は困こん窮きゆうし、そのまま没落した。だが、最下位に落とされたとはいっても爵位と家名を残してもらえたのは、建国時からスターファム王国に尽つくし続けた四大貴族に対する女王家の温情だそうだ。

　その後、シェリーたちは残った家族とともに見知らぬ土地へ流れていった……。

「まず、周囲からの批難と差別に耐たえ切れずに父親が失しつ踪そうしたそうだ。シェリー君は祖母とふたりで暮らし、二年前にその祖母も亡なくなったと聞いている。そのあと彼女がどうしていたのかはさすがに知らないが、今年になってディアスペル王立学院の門を叩たたいた」

　ハヤテはそれまでずっと黙だまってアリアの話を聞いていた。

　でも、やっぱり分からなかった。なぜシェリーがディアスペル王立学院へやってきて、どうして最強の魔女騎士ヘクセンリツターになろうとしているのか。

　改めてそれをアリアに尋たずねると、彼女は少し困った表情をして。

「さすがにこの先は推測するしかないけど……ひとつ、思い当たることならある。ただの魔女騎士ヘクセンリツターではなく、彼女が最強の魔女騎士ヘクセンリツターを目指しているというなら、それはきっと──」




　　　　▽




「──『八大魔宴ヴアルプルギス』。フリューリンク大陸全土八大国家で行なわれる最強の魔女騎士ヘクセンリツターを決める武ぶ闘とう大会。その大会の総合優勝者は文字通り大陸最強の称しよう号ごうを手にする」

　突然そんなことを喋しやべり始めたハヤテを、シェリーは怪け訝げんな表情で見つめた。

「記憶がないのに、どうして『魔宴ヴアルプルギス』のことを知っているの？」

「今朝、アリアに聞いた……。【賢騎士グランツヴアイゼン】の爵位の話も」

【賢騎士グランツヴアイゼン】──スターファム王国が『八大魔宴ヴアルプルギス』の総合優勝者に対して贈おくる名めい誉よ爵位のことだ。家名ごとに与あたえられる爵位とは違い、【賢騎士グランツヴアイゼン】は個人に対してのみ与えられ、世せ襲しゆうされない。地位としては侯こう爵しやくに匹ひつ敵てきする。

「大陸各国は平和条約を結んでる。自国領内のどこにいつ現れるか分からない魔獣対策に国防費を割さきながら、他国へ侵しん略りやく戦争を仕し掛かける余裕なんてどこにもないからだ。だから、『八大魔宴ヴアルプルギス』は表向き武闘大会だけど、各国の代理戦争的な意味合いも兼かねてる。そんな大会で優勝するのは大きな意義がある。だからスターファム王国も優勝者に対して【賢騎士グランツヴアイゼン】なんて名誉爵位や莫ばく大だいな賞金を与える……」

「その通りだけれど、それがどうしたの？」

　シェリーはとぼけるように首を傾かしげてみせる。

「お前は最強の魔女騎士ヘクセンリツターになってスターファム王国に凱がい旋せんし、【賢騎士グランツヴアイゼン】の爵位を得てシャルラッハロート家に名誉を取り戻もどそうとしている」

「……まあ、妥だ当とうな推理なんじゃないかしら？　それは全部アリアさんが？」

「ああ、ここまではな」

「ここまでは？」

　ハヤテの言い回しに、シェリーは片目を細め、怪訝な表情を作ってみせた。

　さっきから彼女が妙みようにらしくないとぼけ方をしているのは……たぶん、自分の〝本当の願い〟を言い当てられたくないからだろう。

　契約獣サーヴアントを相棒と呼ぶことすら欺ぎ瞞まんと感じ、自分を誤魔化すことのできない彼女が……自らを醜みにくい生き物だと蔑さげすんででも叶かなえたい願いというのは──

「──いなくなった両親に帰ってきてもらうためじゃないのか？」

「───」

　シェリーは声も上げずに、静かに目を見開いた。その表情が正解を告げていた。

　大陸最強の称号を持ち帰った魔女騎士ヘクセンリツターに与えられるのは名誉爵位だけではない。莫大な賞金も与えられる。それがあれば、今は他の貴族の手に渡わたった彼女の生まれ育った屋や敷しきだって取り戻せるだろう。

「名誉を取り戻し、かつて暮らした家を取り戻し、シャルラッハロート家を再興できれば……失踪した母親も父親も帰ってきてくれる。そう思ってるんじゃないのか？」

　シェリーの表情を見てほとんど確信を持って告げた言葉だったが……不意に彼女の表情が平へい坦たんなものになり、声から感情が消える。

「子供の願望ね……。母様のしたことは、貴族として決して赦ゆるされることではないわ。そんな母様の娘が、また人並みの幸せを得たいと願うことが許されると思ってるの？　母様のせいで死んだ領民やその家族は？　女王陛下は？　他の貴族は？」

　それについてはアリアも指し摘てきしていた。

　仮に大陸最強の称号をスターファム王国に持ち帰ったとしても、シェリーの母親に対する領民の恨うらみは消えないだろうと。

　だからアリアはシェリーが取り戻そうとしているのは家名の名誉だけだと推測した。

　それは冷静に現実を見み据すえた上での大人な意見だろう。

　でも。

「お前は子供だろうが」

「……」

「子供が親に会いたいって思うのはおかしいことじゃないだろ。それくらい、記き憶おく喪そう失しつの俺にでも分かるぞ」

　親がいたという記憶は残っていたが、両親の顔も名前も思い出せない。どこでどんな風に家族と暮らしていて、どんな風に育てられたかも覚えていない。

　それでも真っ先に会いたいと思ったのだ。

　記憶がなくても、心でそう思えた。そう感じた。

　そこに理り屈くつも理由もなくても──心で出した答えにウソ偽いつわりはないはずだ。

「さっき俺が戦おうとした動機を聞いたよな……。それは、お前のそのもう一度家族に会いたいって夢を護まもってやりたくなったからだよ」

「……そう。でも、改めて聞くわ──なぜ？　私は魔女騎士ヘクセンリツターになって多くの契約獣サーヴアントの命を使い潰つぶして、他の魔女騎士ヘクセンリツターたちを蹴け散ちらして、母様を恨み憎にくむ領民の気持ちさえも無視して、誰にも許されない夢を叶えようとしているのよ？　どうしてそんな醜い……醜くて醜くて醜くて、どこまでも自分勝手な私の夢を、あなたは護ろうとするの？」

　契約獣サーヴアントの命を使い、他人の気持ちを無視し、自分の母親に会いたいという願いを叶えることを、シェリーは醜いと表現した。

　命や気持ちを蔑ないがしろにしていいほど、自分の夢は崇すう高こうでないのだと彼女は思っている。

　それでも……叶えたいはずだ。その夢を。もう一度自分の母親と会いたいはずだ。だから彼女はディアスペル王立学院に来た。周囲の視線にも耐えた。それなのに契約獣サーヴアントを得られず……けれど諦あきらめず、自力で召しよう喚かんの儀ぎ式しきを行なった。

　その結果として呼び出されたのがハヤテだ……きっと失望したことだろう。彼女が欲ほしかったのは夢を叶えるための力だ。それなのに……それなのに、彼女はそんな態度微み塵じんも見せず、行くアテもない彼を助けた。人として当たり前のことだろうが何だろうが、その当たり前が、彼女と同じ立場で、同じようにできる人間がどれほどいるだろう？

　こんなにもまっすぐで誇ほこり高くやさしい少女を、ハヤテは──

「──護りたいと思ったから護った。味方になってやりたかった。それだけだ」

　少なくとも彼女が他人からいいように罵ば倒とうされ、痛めつけられなければならない存在だとはどうしても思えなかった。そう思ったから、護りたかった。

　あの瞬しゆん間かんハヤテの心を駆く動どうさせたのは、ただそれだけの想おもいだ。

　そこまで話した直後、レーラがインターバルの終しゆう了りようを告げる。

「双そう方ほう、試合場に入れ」

「あ～～……くそっ、もう時間か」

　ハヤテは悪態を吐つきながら立ち上がる。リンドヴルムに締しめつけられたダメージはだいぶ回復したが、まだ妙な違い和わ感は残っていた。

「まだ戦う気はあるの？」

　白線の内側でハヤテの隣となりに並んだシェリーが尋ねてくる。

「まあ、俺には『魔導器ワンド』が出せないみたいだし、たいした役には立たないだろうけど……それでも盾たてとか囮おとりとかくらいになら……」

「そういうことではないわ」

「ん？」

　同意の言葉を遮さえぎられたハヤテは疑ぎ問もん符ふを浮うかべて隣の少女を見やる。それとほぼ同じタイミングで、試合場の反対側から嘲ちよう笑しようを浮かべたビクトリアが声をかけてきた。

「まだやるつもりですの？　今度は始まる前に敗北宣言をしたらいかがかしら？」

　一戦目をほぼ圧勝で終えた少女は、全身から余よ裕ゆうを振ふり撒まきながら言ってくる。

「──始め！」

　レーラが模も擬ぎ戦第二戦目の開始を告げる。

　だが、シェリーはビクトリアの挑ちよう発はつにも、試合開始の合図にも、まるで関心を示さない。

　彼女の紅玉の如ごとき双そう眸ぼうは、ただハヤテだけを見つめていた。

「あなたはまだ私のために戦ってくれる気があるの？　あなたがまだ私の味方になってくれるというなら……ひとつだけ、勝てる方法があるかもしれないわ」

「───」

　偽りは許さないと視線が語っていた。

　ハヤテは首だけで横を向いていた姿勢を正し、シェリーを正面から見返す。彼女もまたこちらを向き、ふたりはお互たがいの目だけを見た。

　反対側でビクトリアが何か言っていたが無視した。

「ああ」

　返事は手短に。首を縦に頷うなずく。

「そう」

　シェリーの返事もそれだけだった。

　そして、間かん髪はつ入れずに──彼女の唇くちびるが、ハヤテの唇に重ねられる。

「ん？　んん⁉」

　なっ、何で突とつ然ぜんッ⁉

　身動きできないでいるハヤテの耳に風切り音が聞こえた。おそらく『蛇翼の鞭テイルワーム』が迫せまる音だ。彼女を護らなければ──そこまで思考が先行したところで、変化が起きた。

　ゴウッ！と、ハヤテとシェリーを中心に強きよう烈れつな熱風が渦うずを巻いて湧わき起こる。『蛇翼の鞭テイルワーム』は風に押し返され、ふたりには届かなかった。

「なっ、何だ⁉」

「ん、んんんぅ‼」

　ハヤテがいきなり起こった異変に驚おどろくと同時に、シェリーの口から嬌きよう声せいが漏もれた。

　彼女の破れた制服の胸むな元もとから光が溢あふれ、見覚えのある剣けんの紋もん章しようが浮かび上がる。

「これって俺の右手にあるのと同じ……うわっ⁉」

　ハヤテが確かめるように己おのれの右手を持ち上げると、彼の結印もまた彼女の結印と呼応するように光を放ち始めた。

（何でだ？　何か……頭の中に流れ込んでくるような……）

　不思議な感覚だった。

　結印を通して、何か大きなうねりのようなもの──「知識」が流れ込んでくる。

　何をどうすればいいのかが理解できる。

　ハヤテは吸い寄せられるように、自分の右手をシェリーの胸元へやった。

　ふたりの結印が手の平一枚分の厚みを挟はさんで、重なる。

「創造クリエイシヨン！」

　ハヤテは頭に流れ込んできた言葉をそのまま解き放つ！

　瞬間、右手に先さき程ほどまでの熱風とは比べものにならないほどの熱の塊かたまりが押しつけられ──その柄つかを握にぎり、一気に引き抜ぬく。

「ああッ……！」

　シェリーの艶なまめかしい声が間近にいるハヤテの耳にだけ届く。

　喘あえぐと同時に彼女は腰こしが抜けたように脱だつ力りよくしたので、ハヤテはそっとその腰を左ひだり腕うでで支え、抱だき寄せる。

　そうして彼が彼女の中から引き抜いたものを見て、試合場の周囲にいた生徒たちがどよめいた。

「え？　あれは──」

「ウソ……まさか！」

　彼女らの視線はハヤテの右手──そこに握られた真しん紅くの剣へと注がれている。

「それは……『魔導器ワンド』？」

　ハヤテの腕の中で頰ほおを紅潮させたシェリーもまた驚いたように呟つぶやく。

「違ちがう」

「え？」

「こいつは『魔導器ワンド』じゃない──『魔神器ゼーレ』だ」

『魔神器ゼーレ』が魔女騎士ヘクセンリツターの持つ『魔導器ワンド』を超こえる超ちよう常じようの武具であるということも、その力の使い方も先程流れ込んできた「知識」の中に記されていた。

　今すぐにでも、自分の手足のように扱あつかえる！

「な、何なんですの……？」

　こちらに起きた突然の変化に、ビクトリアは呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいた。

　対戦相手の無防備な姿を見、ハヤテは剣の柄を握り締め、シェリーから体を離はなす。

「ちょっと待ってろ。すぐに終わらせてくる」

　返事を待たずにハヤテは駆かけ出す。

　握った剣から驚くほどの力が流れ込んでくるのを感じる。ただの人間に過ぎなかったハヤテの身体能力は爆ばく発はつ的に向上していた。

　その敵へと迫る俊しゆん足そくは疾しつ風ぷうの如ごとく。

「なっ！　こっ、こっち来ないでちょうだい！」

　急接近するハヤテを見てビクトリアは慌あわてて『蛇翼の鞭テイルワーム』を振るってきた。

　音速を超えるはずの鞭の軌き道どうすら、今の彼に捉とらえるのは容易たやすい。

「邪じや魔まだッ‼」

　裂れつ帛ぱくの気合いを放ちながら襲おそいくる鞭を両断する。

　仮にも『蛇翼の鞭テイルワーム』は『魔導器ワンド』。その形態は鞭といえども強度は鋼鉄にも匹ひつ敵てきする。だが、彼の持つ『魔神器ゼーレ』はあっさりとそれを切り裂さいた。

　赤く燃える刃やいばがなぞった軌き跡せきを火の粉が舞まい散る。

　その剣技の激しさは烈れつ火かの如く。

「リ、リンディス！」

「シャァ──！」

　苦し紛まぎれの時間稼かせぎに、ビクトリアは己の契約獣サーヴアントをハヤテに向かわせた。

　契約獣サーヴアントは魔女騎士ヘクセンリツターに絶対服従──今のが必ずしもリンドヴルムの意思とは限らない。

　もしかしたらこの大だい蛇じやは逃にげ出したかったのかもしれない。そう思うと胸がわずかに痛むが、立ちふさがるならば戦うしかない。

「焰ほのおよ！」

　ハヤテが叫さけぶと『魔神器ゼーレ』が赤熱し、その赤い刃全体から炎ほのおの渦を発生させる。

「ジャァァ⁉」

　全身を炎にまかれた大蛇は悲鳴を上げ、ミスリルの床ゆかの上をのたくった。

　その脇わきを駆け抜け、ハヤテは敵を見み据すえて炎の剣を構える。

「こ、このぉッ！」

　ビクトリアは最後の悪あがきをした。

　彼女の顔はまるで悪い夢でも見ているように歪ゆがんでいた。

　疾風の如く敵へと迫り、相手の攻こう撃げきは全すべて見み極きわめ撃うち落とし、烈火の如く敵を攻せめ立て、またたく間に相手を焼き払はらう。

　そんなハヤテの姿はまさに悪夢の如きだろう。

「オオオオオオオオッ‼」

　ハヤテの炎の剣が振り下ろされる。

　刃はビクトリアの『蛇翼の鞭テイルワーム』を持つ手首を斬きりつけた。『ヴァルハラの加護』があるため肉体は傷つかないが、激痛によって彼女は鞭を取り落とす。

　返す刀で刃を相手の首筋にピタリと当てた。

「そんなっ……このわたくしが……！」

　ビクトリアは自身に突つきつけられた剣を見つめながら呻うめく。

　ハヤテはリンドヴルムを包んでいた炎を意識的に解除した。『魔神器ゼーレ』から出した炎は好きなように操あやつることができ、火加減も自由自在だ。

　最後にひと声上げて、リンドヴルムは蓄ちく積せきされたダメージによって失神する。契約獣サーヴアントが意識を失ったことによって、先程彼女が取り落とした『蛇翼の鞭テイルワーム』も魔力の粒りゆう子しへと還かえって消えた。これで彼女の契約獣サーヴアントが目を覚ますまで二度と創起キヤストされない。

　もはや勝負がついたことは誰だれの目にも明らかだったが、ビクトリアはまだ信じられないようにぶつぶつと何かを言っている。

「わたくしは……ビクトリア・ヴェルデでしてよ……ヴェルデ家の優すぐれた血を引くわたくしが、男に負けるなんて……」

「……なんかそういう話って、俺には分からないけどよ」

　ハヤテは剣の柄を握る手に力を込こめる。

「まだやるか？」

「───ッ」

　ビクトリアは悔くやしそうに唇を嚙かみ……

「……わたくしの…………負け、ですわ」

　未いまだに認めたくないと言いたげな小声で敗北宣言コールをした。

「勝者、シャルラッハロート」

　レーラが静かに決着を告げる。

　男が突然『魔神器ゼーレ』──生徒や教師たちの認にん識しきでは『魔導器ワンド』だが──を手に取り、契約獣サーヴアントが魔女騎士ヘクセンリツターを圧あつ倒とうしたというのに、黒衣の教師は最後まで冷静だった。模も擬ぎ戦エリアにいるそのほかの誰もが、たった今目の前で起こった異常事態の数々に、あるいは驚きよう愕がくし、あるいは狂きよう乱らんしているというのに。

　だが、周囲のざわめきはハヤテにとってもどうでもいいことだ。

　彼はたった今一直線に駆け抜けた試合場をまた一直線に戻もどり、シェリーの前に立つ。

　……何か気の利きいたセリフでも言おうとしたが、結局思いつかなかった。

「なに変な顔をしてるのよ。どうせカッコつけたことでも言おうとしたんでしょうけど」

「うぐッ！」

　バッチリ見み抜ぬかれていた。

　いや、でも……実際今の結構自分でもカッコよかったと思うんだけど……そうか、カッコつけちゃダメなのか……。

　落ち込むハヤテに、シェリーはひと言。

「言葉で飾かざらなくても、今のあなたは充じゆう分ぶんにカッコいいわよ」

「っ……」

　照れもなくそう言われ、逆にハヤテの方が恥はずかしくなる。

　おまけに彼女に見つめられていると、もうひとつの〝恥ずかしくなる要素〟も首をもたげてきて……。

「あ、あのさ」

「何？」

「あー……えっと……何でさっきキスしたんだ？」

　顔を真っ赤にしながら、ハヤテは気になっていたことを尋たずねた。

　そんな彼に対して顔色ひとつ変化を見せずにシェリーは質問に答える。

「契約と、報ほう酬しゆうの前払いといったところかしら」

「報酬？」

　確かに美少女とのキスは男にとってご褒ほう美びに近いが……。

「あなたは私のために戦ってくれるって、そう言ってくれたわよね？」

「あ、ああ」

「そう──それなら、ハヤテ」

　あれ？……今、俺の名前を……。

　シェリーがはじめて自分の名前を呼んだことに驚いていると、彼女はそのたおやかな指先をハヤテの鼻先に突きつけてくる──そして、凜りんとした声で宣言した。

「あなたは今日から私の下僕ものになりなさい。その代わり、私はあなたの奴隷ものになるわ」







　第三章　一いつ緒しよに首輪を買いましょう







　ビクトリアとの模擬戦から数日後。

　ディアスペル王立学院が休日となるその日、陽ひが昇のぼってからだいぶ経たってもハヤテは床の上で毛布に包くるまったまま微睡まどろみ続けていた。

「ん～、むにゃむにゃ……」

　模擬戦の疲つかれはとっくに癒いえていたが、あれはあくまで授業の一いつ環かん。一日に数コマある授業の内のひとコマであり、それを乗り越こえたところで学院生活はまだまだ続く。それに加え放課後はシェリーのアルバイトを手伝う必要もあり、なんだかんだでハヤテの生活は毎日ハードスケジュールだった。

　今日は学院が休みな上に、彼女のアルバイトのシフトも入っていない。

　惰だ眠みんを貪むさぼり尽つくすなら今しかないとハヤテが眠ねむり続けていると──いきなり鳩尾みぞおちを踏ふみつけられた。

「いい加減起きなさい、この下げ僕ぼく」

「ぐフッ⁉」

　くぐもった悲鳴を漏もらし、ハヤテは文字通り飛び起きる。

　朝からこんなヒドい起こし方をするのは……まあ、予想通りシェリーだった。彼女の長い脚あしが俺の急所を貫つらぬいている。角度的にパンツくらい見えてもよさそうだが、スカートの裾すその絶ぜつ妙みようなガードで中身を拝むことはできなかった。全すべて計算ずくというわけか。

　まあ、今は見えそうで見えないパンツよりも、安眠を妨ぼう害がいされたことの方が許せないが。

「……まだ寝ね足りないんだけど」

「踏み潰つぶすわよ？」

「もう踏まれてる」

「もっと踏むわ」

「……はいはい。起きます起きます！」

　朝から容よう赦しやのない女だ……。

「……おはよう」

「はい。おはよう」

　やや恨うらみのこもった声を出したつもりだったが、シェリーは澄すまし顔であいさつを返してくる。
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　起きて伸のびをして段々と寝ぼけていた頭が覚かく醒せいしてくると──ハヤテの視線はなぜか自然と彼女の唇くちびるへ吸い寄せられていた。

「───ッ！」

　思い起こされるのは、そのやわらかさ。

　数日を経てもなお忘れることのできない感かん触しよくが甦よみがえり、朝っぱらから顔が火ほ照てる。

（落ち着け俺……！　あれはあくまで契約のためだって聞いたじゃないか！）

　あの時シェリーがキスをしたのは、彼女が使った『特とく殊しゆな召しよう喚かん陣じん』の載のった書物に「唇を重ね合わせることによって契約は完全なものとなる」とあったかららしい。だからキスをした直後に『魔神器ゼーレ』が使えるようになったのだ。

　もっとも、あの時彼女は契約だけでなく「報酬」とも言っていたが……それが何のことなのかは未いまだに聞けていない。

「ほら、起きたのなら早く服を着なさい」

　そう言うシェリーはすでに学院の制服に着き替がえていた。

「……今日って休みだよな？」

「出かけるのよ。学院の生徒は休日の外出でも制服の着用義務があるの」

「てことは、どこか出かけるのか？」

「そうよ」

「おお！」

　日常的に『ベリーインカフェ』と学院の間を往復しているが、自由な外出はこれがはじめてだ。ついわくわくしてしまう。

「ちょっと」

「ん？」

「私を見て、何か気づかないの？」

「？」

　意味深な言い方をされ、彼女に何か変わったところがあるのかと目を凝こらして……その〝変化〟に気がついて思わず鼻を押さえた。

「おっ、お前その制服……！」

　顔全体を真っ赤にしながらハヤテはシェリーの制服──その大だい胆たんに開かれた胸むな元もとをわなわなと指差した。

　しかもボタンをわざと開けているとか、そういうレベルの話ではない。彼女の担任教師であるレーラのように、胸の部分にスリットが入っているというわけでもない。なんと胸を覆おおう布地の上半分が丸々取り除かれ、彼女の白くて丸くて張りのある〝北半球〟が完全に露ろ出しゆつしているのだった。

「これ、学院長にお願いして制服を改造していただいたのよ。いいでしょう」

「し、下着は⁉」

「今日のパンツは黒のレースよ」

「上の話だ！」

「コルセットをしているわ」

　シェリーは組んでいた腕うでをギュッと絞しぼって胸を持ち上げた。すると、今にも布地から彼女の胸がこぼれそうになり、ハヤテをさらにドギマギさせる。

「こうしておけば結印が見やすいでしょう？　ほら」

　その胸の谷間には──なるほど、確かに剣けんの紋もん章しようが浮うき上がっていた。よく見えるし、いざという時にハヤテの右手と重ね合わせるのも容易たやすいだろう。だからって……。

「恥ずかしくないのかよ？」

「あなたにしか見せないわよ。それに必要なことだもの。あなたの『魔導器ワンド』……いえ、『魔神器ゼーレ』だったかしら？　あの炎ほのおの剣を抜ぬくには、私の胸とあなたの右手にある結印を重ねる必要があるのでしょう？」

　それは模擬戦で『魔神器ゼーレ』を抜いた時に流れ込んできた知識によって分かったことだ。

　そもそも『魔導器ワンド』とは魔女騎士ヘクセンリツターがラインを通して分け与あたえた魔力を、契約獣サーヴアントが体内で武器へと錬れん成せいしたものだ。魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントがともに健在ならば、多少距きよ離りが離はなれていても「創起キヤスト」のかけ声ひとつで『魔導器ワンド』を魔女騎士ヘクセンリツターの手て許もとに生み出すことができる。

　一方ハヤテの『魔神器ゼーレ』は取り出す時に必ず結印同士を重ねなければならない。

　ハヤテにはただ「そうなっているらしい」という知識が入ってきただけなので、詳くわしい原理については分からない。ただ、学院側──担任レーラの見解はこうだ。

「ハヤテとシェリーの間には、魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントの間に本来あるべき魔力ラインがつながっていない。よって、結印同士を重ねることでそこに特別な回路を通し、直接武器を引っ張り出しているのでは、と考えられる」

　さらに黒衣の教師はこうもつけ加えていた。

「魔女騎士ヘクセンリツターがラインを通して契約獣サーヴアントに魔力を譲じよう渡とする際、少なからず喪失ロスが生じているのではと昔から言われている。そいつが使った炎の剣が非常に強力だったのは、ラインを通さずにシャルラッハロートから直接武器を取り出しているからかもしれんな」

　この話はまたたく間に学院中に広まり、ハヤテとシェリーは以前とはまた違ちがった意味で多くの注目を集めることとなった。

　それはそれとして。

「……制服にそんな改造施ほどこしていいのかよ？」

「元々、『魔導器ワンド』の特性に合わせて制服を改造することは許可されているもの。まあ、そんなことに関係なくみんなオシャレのために改造してるけど」

「……」

「ねぇ？　感想を聞きたいのだけれど」

　シェリーはハヤテに尋ねてくる。

　感想とはもちろん、その新しい制服についてだろう。

　そんなこと言われてもな……。

「あー……」

「あ？」

「えー……」

「え？」

「…………エ、エロい」

「……」

　黙だまられるのが一番ツラい。だってほかに思いつかなかったんだよ！

　シェリーは腕うで組ぐみを解いた。

「さて、それじゃあ出かけましょうか」

「……了りよう解かいしました。で、どこ行くんだ？」

　もうすっかり眠ねむ気けも吹ふき飛んだハヤテは投げ槍やりに尋たずねる。

　最初から外出自体には乗り気だったのだが……間に挟はさまった小イベントで気力を根こそぎ持って行かれた。もうどこでもいいやーという感覚である。

　不ふ貞て腐くされ気味のハヤテに向かって、前を歩くシェリーは肩かた越ごしに振ふり返ってひと言。

「私の夢の到とう達たつ点のひとつを観みに行きましょう」




　　　　▽




　学院都市アヴニール。ディアスペル王立学院を中心とする商業の活発な土地であり、王都サンブルストに次ぐ大都市である。

　貴族の子女を顧こ客きやくとする店も多く、街全体がかなり華はなやいだ印象を与える都市だ。

　特にハヤテが街に出るのは授業が終わったあとの遅おそい時間ばかりだったので、昼間の通りの活気を目にするのは今日がはじめてだ。露ろ店てんなどもたくさん出ており、あちこち目移りしてしまう。出発前の不ふ機き嫌げんなどどこかへ吹き飛んでいた。

　ともあれ、彼がシェリーに連れてこられたのはやや大人な雰ふん囲い気きのするお店だった。飲食店のようだが、『ベリーインカフェ』と違い酒なども出す店らしい。ただし、並べられたテーブルや飲み物を注ぐグラスは大衆酒場のものよりずっと洒落しやれた感じだ。

　店内は全体的に薄うす暗ぐらく、なぜかと思って見回せば窓がひとつもない。代わりに、入り口のある側を除く三面の壁かべが、まるでガラスのようなもので埋うめ尽つくされていた。そのガラスも透とう明めいではなく半透明といった感じで、店の外が見えるわけではないようだ。

「何だここ？　普ふ通つうの酒場じゃないような……？」

「酒場でもあるけど、本当のメインは別にあるわね」

　そう言うとシェリーは店員に空あいてる席を尋ねる。

　彼女がディアスペル王立学院の生徒だと分かると、ウエイターはわざわざ店の裏から新しい椅い子すとテーブルを引っ張ってきて、店の中心に近い位置に座らせてくれた。

　シェリーは店員にふたり分の飲み物とつまむものを頼たのむ。

「ところで試合はいつから始まるの？」

「はい。一時からになります」

「そう。ありがとう」

　ウエイターはニコニコしたまま去っていく。

　彼女は店の壁にかけられた時計を見やって。

「一時ということは、あと五分ね。まったく、ダメ下げ僕ぼくのせいでギリギリじゃない」

「なあ、試合って何だ？」

　どうやらそれがハヤテをこの店へ連れてきた理由のようだが。

「あと少ししたら分かるわよ。飲み物が来るまでおとなしく待ってなさい。もしくは私のことを見ていなさい」

「はい？」

「私はあなたのことを見ているわ」

　思わず、何だそりゃ、と言いそうになるが、シェリーが本当にジッとこちらを見つめてきたので開きかけた口をつい噤つぐんでしまう。

　まただ……ここ最近、彼女はこういう態度を時々取るようになった。

　これがまた実に困る。何が困るって、何度も言うようにシェリーはとんでもない美少女だ。口さえ開かなければ、美の女め神がみといい勝負ができる。そんな彼女に見つめられ続けるのは本当に落ち着かない。

「あー……えっと」

「何？」

「お前ってさ……」

「いい加減、名前で呼んだらどうなの？　ハヤテ」

「ッ！　い、いいだろ別に名前くらい」

「私がハヤテのことを名前で呼んでいるのに、あなたは私のことを「お前」呼ばわりなんておかしいじゃない」

　そう言われるとどうにもその通りな気がしてきてしまう。

「下僕がご主人様に逆らうつもり？」

「……分かったって」

　この前戦った蛇へびよりも鋭するどい目で睨にらみつけられて白旗を揚あげる。

「じゃあ、その……シェ、シェリーは」

「何かしら？」

　ハヤテに名前を呼ばれ、彼女は微び笑しようを浮かべる。

「～～～っ、シェリーは学院に来る前の一年くらい、どこで何してたんだ？」

「学院に入学するために学費を貯ためていたの。ほとんど貴族のためにあるような学校だから、学費も入学金も平民の学校の何倍もするのよ。アルバイトを三つも五つも掛かけ持ちしたおかげで、物もの凄すごく体力がついたわ」

「へぇー」

　道理で『ベリーインカフェ』の激務を軽くこなしてみせるわけである。

「まあ、それでも入学の際には学院長に多くの援えん助じよをしてもらう必要があったけれどね。なるべく迷めい惑わくをかけないように、今でもアルバイトは続けているのよ」

「そういえば学院長は随ずい分ぶんとシェリーのこと庇かばってくれるよな？　どういう関係なんだ？」

「私自身は特に関係ないのだけれど、学院長は昔祖母に助けられたことがあったらしくて。ふたりは親友だったそうよ。その孫という誼よしみで、いろいろと便べん宜ぎを図はかってくれているの」

「なるほどな」

　ちょうどハヤテが相あい槌づちを打ったところで、ウエイターがふたりに飲み物と干した肉と野菜を挟んだサンドを運んできた。

「ああ、でもいちおう断っておくけど、いかがわしいお店で働いていた経験はないわよ」

「あ、ああ、そう」

　聞いてもいないことを教えられ、ハヤテは反応に困る。

　シェリーは意味ありげな視線を彼に送った。

「気になる？」

「気になるって何がだよ？」

「本当に私の体が清らかなままかどうか」

「ぶフゥ！」

　飲みかけていた飲み物を思いっきり吹き出す。

　なっ、何を突とつ然ぜん言い出してんだこの女！

　それを俺が気にしたらどうだというのか……とそこまでツッコミを入れたらあと戻もどりできなくなりそうだったので追つい及きゆうはしなかった。

　その態度にシェリーは肩かたを竦すくめてみせる。

　そこでちょうど壁時計が一時を告げるベルを鳴らした。

　同時に、店内の照明がフッと消える。

「な、何だ？」

「落ち着きなさい。試合が始まるわ」

「試合って……？」

　聞き返そうとした時、急にバババッと店内の壁が光を放った。

　入り口がある側を除く三面の壁──そこには奇き妙みようなものが映し出されていた。

　外、である。ただしこの店の外の景色ではない。

　かなり広い場所のようだった。土に砂じや利り、木々に下草、大小の岩、それに小川まである。

　ハヤテが突然のことに驚おどろいていると、シェリーがテーブルの向こうから身を乗り出してきて解説してくれた。

「このお店はね、三方の壁に平らに加工した魔硝石マテリアルを敷しき詰つめてあるの──モニターって呼ばれてるわ──魔硝石マテリアルに込こめられているのは《遠見クレアポイアンス》の魔法で、たった今遠い異国で行なわれている試合の中ちゆう継けいが始まったの」

　つまりここよりはるか遠くの地で行なわれている試合を、リアルタイムで観戦できるお店というわけか。

　なんとも大おお掛がかりな仕掛けにハヤテは感かん嘆たんのため息をついた。

「それで、結局これは何の試合なんだ？」

「『ヘルフィヨトル杯はい』。最強の魔女騎士ヘクセンリツターを決める『八大魔宴ヴアルプルギス』の一大会よ」




　最強の魔女騎士ヘクセンリツター──シェリーの夢へ通じるひとつの到達点。

　その最強の魔女騎士ヘクセンリツターを決める『魔宴ヴアルプルギス』と呼ばれる祭事は、ほぼ一年を通して大陸各国で行なわれる魔女騎士ヘクセンリツター同士の武ぶ闘とう大会全体のことを指す。

　今日中継される『ヘルフィヨトル杯』は『八大魔宴ヴアルプルギス』の中の一大会であり、スターファムの隣りん国ごくクレモンド皇国の主催だ。開催地もクレモンド皇国内にある闘とう技ぎ場であり、出場資格も皇国国こく籍せきを持つ魔女騎士ヘクセンリツターに限られる。

　つまり、『ヘルフィヨトル杯』とは「クレモンド皇国最強の魔女騎士ヘクセンリツター」を選出するための大会なのだ。

　これと同じようにして他の七ヶ国も国内大会を開き、その国最強の魔女騎士ヘクセンリツターを選び出す──そして年末にある『ブリュンヒルデ杯』において各国最強の魔女騎士ヘクセンリツター同士が戦い、名実ともに大陸最強の魔女騎士ヘクセンリツターを決定するというわけだ。

　国内大会の開催時期が国によって違ちがうのは、事前に各国が会議によって時期がズレるように調整しているかららしい。『八大魔宴ヴアルプルギス』は代理戦争としての面もあるが、大陸全土の経済を活発化させる祭りでもある。その経済効果は大きい。好こう事ず家かともなれば大陸中を移動して全すべての大会を観戦しに行くし、商人たちだって商機を逃のがすまいと躍やつ起きになる。開催時期が重なってしまえば互たがいにその利益を喰くい合う結果となり、どちらも損をしてしまうのだ。

　そんなわけでスターファム王国ではまだ数ヶ月先の『魔宴ヴアルプルギス』も、すでにクレモンド皇国では開催されている。こうして《遠見クレアポイアンス》で試合を観戦することも可能というわけだ。

　そして、はじめて『魔宴ヴアルプルギス』を観たハヤテの感想は……。

「なん……だ、ありゃ？」

　圧巻のひと言に尽きた。

　剣けんや鞭むちどころではない……刀とう槍そう剣けん戟げきは言うに及およばず斧おのに槌つちに弓矢、果ては落らく雷らい・竜たつ巻まきといった自然現象までも武器として、魔女騎士ヘクセンリツターたちは超ちよう常じようの戦せん闘とうを繰くり広げていた。

　見えない斬ざん撃げき・刺し突とつが飛び交かい、とある魔女騎士ヘクセンリツターのひと声で大地が隆りゆう起きする。その土ど砂しやが全すべてを吞のみ込んだかと思えば、地層を爆ばく炎えんで吹ふき飛ばして泥どろまみれの姫ひめ騎士が飛び出し、燃え盛さかる槍やりを再び振ふるう。

　さらにそこへ雷らい光こうをまとった大おお鷲わしや角の生えた空飛ぶ白馬など、様々な契約獣サーヴアントまでも入り乱れて戦うのだ。

『魔宴ヴアルプルギス』はバトルロワイヤル形式だが、何も数百人近い参加者全員が一いつ斉せいに戦うわけではない。だいたい八～十人をひと組として、一回戦、二回戦と段々数を絞しぼっていき、最後に残った八人で決勝戦を行なう。そこで勝利した魔女騎士ヘクセンリツターが優勝者となるのだ。

　今まさに中継されているのがその決勝戦であり、戦っているのはクレモンド皇国で最強に近い八人ということになる。その戦いが人じん智ちを超こえたものであるのも当然と言えた。

　現在、全モニター内に映っている魔女騎士ヘクセンリツターの数は五人だったが、全員の力は非常に高いレベルで拮きつ抗こうしているように見えた。

　これは長期戦になる……と、素人しろうとながらにハヤテは思った。

　その予想が呆あつ気けなく覆くつがえされたのは──たったひとりの魔女騎士ヘクセンリツターの登場からだった。

「来たわね……」

　隣となりでシェリーが小さく呟つぶやく。

「誰だれなんだ？　なんか、三つのモニター全部あの魔女騎士ヘクセンリツターのこと映してるけど」

　闘技場はかなり広い屋外フィールドなので、あちこちで戦闘が勃ぼつ発ぱつする。

　当然、客はなるべく多くの戦いが観みたい。だから三つのモニターはそれぞれ別の場所を映していたのだが、今は全すべてのモニターがたったひとりの魔女騎士ヘクセンリツターを映し出していた。

「前年度・前々年度『ブリュンヒルデ杯』覇は者しや『銀月の騎士』オルトリア＝アルタイル。前ぜん人じん未み到とうの三連れん覇ぱを成し遂とげるかどうかが注目される当代最強の魔女騎士ヘクセンリツターよ」

（当代最強！）

　明かされた凄すさまじい経歴にハヤテは驚きよう愕がくし、マジマジとモニターに映る少女の姿を観察する。

　オルトリア＝アルタイルは長い銀ぎん髪ぱつを風にたなびかせる美び貌ぼうの姫騎士だった。胸当てや脛すね当あてなど最低限の軽装で身を固め、やや高い丘おかの上から怜れい悧りな視線で他の魔女騎士ヘクセンリツターたちを睥へい睨げいしている。

　戦っていた魔女騎士ヘクセンリツターたちがオルトリアの姿に気づいた時、彼女の脇わきに一体の巨きよ大だいな影かげが降り立つ。

　それは……巨大なトカゲに翼つばさが生えたとでも形容すればいいのだろうか？　姿形だけなら、あるいはそれでも事足りるかもしれない。だが、言葉だけでは言い表せない強きよう烈れつな存在感と威い圧あつ感が画面越ごしにも伝わってくる。

「あれ……何だ？」

「ドラゴンよ」

　巨大なトカゲ──もとい、ドラゴンはオルトリアの傍そばに侍はべると、他の魔女騎士ヘクセンリツターたちを威い嚇かくするようにひと声吼ほえた。大地を揺ゆるがすような大音声だ。

「オルトリアの契約獣サーヴアントティアマトー。ドラゴン種の中でもさらに別格、五大竜りゆう王おうの一角を担になう存在よ」

「ドラゴン……五大竜王」

　この前戦ったリンドヴルムが亜あ竜りゆうと呼ばれるドラゴンの亜種らしいが、こちらは正しよう真しん正しよう銘めいのドラゴン種。その中でもさらに別格の存在だと彼女は言う。ティアマトーの威い容ようを目にすれば、それも納なつ得とくといったところか。

　オルトリアがティアマトーのノドの下──逆げき鱗りんと呼ばれる部分にある結印に触ふれる。

『創起キヤスト──』

　モニター越しの音声はややくぐもって聞こえる。それでもオルトリアの静かな声はハッキリとハヤテの鼓こ膜まくを震ふるわせた。

『──七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』

　ティアマトーの結印から生み出されたのは、巨大な白銀の刃やいばを持った大剣だった。

　だが『魔導器ワンド』がただの大剣であるはずがない。

『ギギギイギイイイイイイイイイイイイイ‼』

　剣が哭ないた。身を切るような慟どう哭こくだった。

　瞬しゆん間かん、ドロリと『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』の刃が溶とけたかと思うと、その形態を大きく変化させる。美しい諸もろ刃はだった剣身は大きく反った片かた刃ばになり、その刃には獣けものの牙きばのように肉を引き裂さく突とつ起きが並んでいた。

「あれが、オルトリアの操あやつる『魔導器ワンド』のひとつ、意思を持つ大剣『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』。状じよう況きようによって剣が自らの意思によって刃の形状を変化させ、最も効果的なダメージを相手に与あたえる。ちなみに刃の形状は名前の通り、全部で七つ」

「……ちょっと待て、『魔導器』のひとつってどういうことだ？」

「言葉通りよ。高レベルの契約獣サーヴアントの中には稀まれに複数の『魔導器ワンド』を錬れん成せいできるものがいるの。……と、オルトリアが動くわね」

　まだポカンとしているハヤテを尻しり目めに、シェリーはモニターを注視していた。

　モニターの中では『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』を手に持ったオルトリアが、ティアマトーとともに丘の上から飛び降り、先さき程ほどまで激戦を繰り広げていた魔女騎士ヘクセンリツターたちを蹂じゆう躙りんし始めていた。

　その戦いはまるで大人と子供の戦いだった。

　オルトリアは『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』を振るい、次々と魔女騎士ヘクセンリツターたちを撃げき破はしていく。闘技場にも『ヴァルハラの加護』があるようで肉体が傷つくことはないが、『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』で斬きられた者たちは一様に耳を覆おおいたくなるような絶ぜつ叫きようを上げ、気絶していった。

「そういえば『魔導器ワンド』の等級の説明をしていなかったわね」

「……等級？」

　はるか遠い異国での蹂躙劇を見つめながらシェリーは口を開いた。

「単純に『魔導器ワンド』の強さをクラス分けするためにつけられた呼び方よ。上から順に『原書級インフエルノ』『禁書級デイアボロス』『魔書級グリモワール』と分けられているわ。ちなみオルトリアが扱あつかう『魔導器ワンド』は『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』も含ふくめて全て『原書級インフエルノ』に分類される」

　彼女が説明をしている内にも、画面の中ではドンドン魔女騎士ヘクセンリツターたちが倒たおされていく。

　さっきハヤテは魔女騎士ヘクセンリツターたちの戦いを圧巻と評したが、オルトリアの戦いはそのさらに上を行った。壮そう絶ぜつとさえ言ってもいいほど、他の魔女騎士ヘクセンリツターたちとは格が違う。

「──あれが私の夢の到とう達たつ点のひとつ。当代最強の魔女騎士オルトリアを倒さなければ、私は最強を名乗れず、【賢騎士グランツヴアイゼン】の爵しやく位いを得ることもできないわ」




　結局予想通り、『ヘルフィヨトル杯』はオルトリアとティアマトーの勝利で幕を閉じた。

　店を出て少し歩き、公園のベンチに並んで座った直後、シェリーはハヤテに試合を観た感想を求めてきた。

「どうだったかしら？」

「いや……もうなんか……凄すごいんだな、魔女騎士ヘクセンリツターって」

　模も擬ぎ戦で実際にビクトリアと戦いもしたが、『ヘルフィヨトル杯』を観たあとではあの戦いがいかに〝学生レベル〟だったのかを思い知らされる。

　正直な話、いきなり『魔神器ゼーレ』なんてものを手に入れてビクトリアに勝利したことで、ハヤテは少々調子に乗っていた部分もあったのかもしれない。

　そういった慢まん心しんが全て打ち砕くだかれたような気分だ。

「自分の程度を知るのは重要なことよ」

「うぐっ」

　シェリーのセリフにもまったく反論できない。

　彼女は言うだけ言うとベンチから立ち上がる。

「さて、それじゃあ次ね」

「……次って？　今度はどこへ行くつもりだ？」

　まだ俺の自尊心を粉々にしないと気が済まないのだろうか？

　しかし、彼女の口から出てきたのは意外な単語だった。

「ハヤテはまさか私とのデートを陽ひも暮れない内に終わらせるつもりなの？」

「デ、デート⁉　これってデートだったのか⁉」

「休日に男女が一いつ緒しよに出かけたら、それはもう立派なデートでしょう？　試合観戦なんて前座に過ぎないわ」

「前座って……」

　てっきりあれがメインだと思っていたハヤテは二の句が継つげない。

　しかし、シェリーの態度を見る限り、『ヘルフィヨトル杯はい』の観戦は本当についでのイベントだったようだ。

「次はショッピングよ。楽しみね」

「お、俺は金なんて持ってないぞ」

　なにしろ身ひとつで召しよう喚かんされたのだ。バイト代だってまだもらってない。

「バカね。デートで男にお金を出させるわけないでしょう。私のおごりよ」

　そういえばこの大陸では女性優位の社会が根付いているのだ。女が物事の主導権を握にぎって当たり前なのである。

（うーん、ていうかホントその辺も俺の中で微び妙みように感覚がズレてるよな……）

　記き憶おく喪そう失しつで自分の出自やこの国の歴史、魔女騎士ヘクセンリツターや契約獣サーヴアントなどの世界の常識を知らないハヤテだが、完全に全てを忘れているというわけではない。言葉や文字などは分かるし、物の名前や基本的な習慣なら大たい概がい分かる。

　だが、どうもハヤテの中では〝男が女を護まもるべき〟というような、この世界の常識からすればあり得ないような感覚が、無意識レベルで刷り込まれている気がした。こうした場面でつい「男の俺がお金を出さなければ」と思ってしまうのもそのためである。

　このズレた感覚も、もしかしたら記憶を取り戻もどす手がかりとなるのだろうか？

「ところで、買いたいものってもう決まってるのか？」

「ええ。私と一緒に首輪を買いに行きましょう」

「…………え？」




　　　　▽




　ハヤテとシェリーがショッピングデートをしているその頃ころ、ビクトリアは自分の契約獣サーヴアントを風ふ呂ろに入れてやっていた。

「気持ちいい？　リンディス」

「シャー」

　羽の付け根を丁てい寧ねいに洗われ、リンドヴルムは浴よく槽そうの中で嬉うれしそうな鳴き声を上げる。

　人間用のバスタブの中で長い胴どう体たいをくねらせる様は若じやつ干かん狭せま苦くるしそうだが、彼女の契約獣サーヴアントは大浴場があまり好きではないので仕方がない。

　自室の風呂場で大だい蛇じやの背を洗うビクトリアは当然生まれたままの姿だ。はねた水すい滴てきが谷間や太ももを濡ぬらして流れ落ちる。最後はこのまま契約獣サーヴアントと一緒にシャワーを浴びるのがいつもの習慣だ。

「……」

　なめらかな鱗うろこの上にスポンジを滑すべらせながら、つい火傷やけどがないかを探してしまう。

『ヴァルハラの加護』の効果は知っているが、あんな風に自分の契約獣サーヴアントがやられたのを見るのははじめてだった。もしかして……と不安になってしまう。幸いそんな痕こん跡せきは見つからなかったが。

　そのことに安あん堵どするも、続けて脳のう裏りに浮うかぶのは──あの男のことだ。

「ハヤテ……ミツルギと言いましたか、あの平民……」

　模擬戦でビクトリアを一いつ蹴しゆうした男の名を呟つぶやく。

　一戦目は圧勝しているので、戦績的には一勝一敗。だが、味わわされた敗北の味は決して薄うすらぐことのない苦いものだ。

（このわたくしが……あんなに一方的に……何もできずに……男なんかに）

　炎ほのおの剣けんを突つきつけられた時のことを思い出すと、今でも首筋に突きつけられた刃の熱がチリチリと肌はだを焦こがすようだ。

　元々ビクトリアの中にある「男に対する評価」というのはほとんど全すべてが伝聞だ。ゆえに男に対する評価の仕方もまた世間と同じく、男は家いえ柄がらと教養で選ぶべし、だった。

　だが、そんな彼女が家族以外ではじめて接せつ触しよくした異性は、家柄も教養もないどころか記憶すらなく──そして、自分よりも強い男だった。

　男とは弱い生き物。それがこの世界の常識だ。人づてにしか男を知らないビクトリアも当然そう思っていた。

　そう思い、見下していたはずだ……それなのに。

（あんな風に一方的にやられて……）

　首筋がチリチリと熱い。

　それどころかハヤテのことを考えていると体の隅すみ々ずみまで熱くなっていって、まるで炎の剣で胸の内側まで焦がされてしまったかのようだ。

　自分の中にあった価値観を根底から覆くつがえした彼とその眼まな差ざし、あの時の光景を思い出すと背筋がゾクゾクとして、胸もドキドキと高鳴ってくる。

「んっ……！」

　そんな感覚を味わうのは生まれて初めてだ。

　ただ……これも同年代の少女から聞いた話だが、舞ぶ踏とう会で素す敵てきな紳しん士しに出会うと今のビクトリアのような状態に陥おちいるらしい。そして、こんな風になることを俗ぞくに恋こい──

「──って！　あり得ませんわ！　このわたくしがあんな無礼な平民風ふ情ぜいに！」

　なにしろ初対面でいきなり胸を揉もんでくるような男なのだ。

　しかし、そうやってハヤテのことを考えていると、今度は彼に胸を揉まれた時の感覚が甦よみがえってきて……。

「～～～ああもう！」

　ビクトリアは短く呪じゆ文もんを唱えて風呂場の魔硝石マテリアルを起動させる。

　その魔硝石マテリアルにはお湯を出す魔法が貯蔵されていて、詠えい唱しようの仕方で湯加減も調整できるのだが、

「シャァァ⁉」

「リンディス⁉　って、熱ッ⁉」

　今のビクトリアは感情が昂たかぶりすぎていて、湯加減を間ま違ちがえてしまったらしい。

　リンドヴルムは突とつ然ぜんの熱湯に驚おどろいて浴槽から飛び出し、主あるじに抗こう議ぎするように彼女の体に巻きつく。

「ちょっ！　リンディス、絞しめすぎ……あっ……！　……もうっ、いい加減にしなさい！　あっ、そこは……だめっ！」

　──その日、ビクトリアの隣りん室しつに住む少女は、壁かべ向こうからあられもない悲鳴を聞いたような気がしたが、隣となりの彼女がまさかそんな声を上げるはずもないと思い、気のせいということにして特に様子を見に行ったりはしなかった。




　　　　▽




　ショッピングを終えたハヤテたちは街中の喫きつ茶さ店てんに来ていた。『ベリーインカフェ』とは違う普ふ通つうの喫茶店だ。オープンテラスがあり、ふたりは心地ここちよい風が頰ほおに当たる白い丸テーブルの席で向かい合って座っていた。

　だが、今のハヤテには風のさわやかさなどまさしくどこ吹ふく風だった。あまりにも他のことが気になりすぎて、休日の街の風景を楽しむ余よ裕ゆうもない。
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　原因は、ついさっきシェリーがその筋の専門店に入って購こう入にゆうした目の前の〝ブツ〟である。

　デンッ──とふたつの首輪がテーブルの上に置かれていた。

「買ってしまったわね」

「…………お、おう」

「ちょっと奮発して竜りゆう鱗りん製の首輪にしてしまったから、しばらく節制しないとダメね。アルバイトのシフトを増やしてもらおうかしら？　休日出勤だとイロがつくし」

　シェリーは少し困ったわねという風な軽いノリで話しているが、ハヤテにしてみれば休日出勤よりもずっと大変な問題が目の前にある。

「なあ」

「何？」

「何だこれ？」

「首輪よ」

「それは見れば分かる。で、何でこんなもの買ったんだ？」

「つけるために決まってるじゃない」

　シェリーはそう言うと首輪の片方を手に取り、ハヤテの方へと身を乗り出した。

「おいおい……」

　その首輪をどうするつもりなのか予想がつき、口元がヒクッと痙けい攣れんする。

「動かないでね」

「ッ！」

　耳元でやさしく囁ささやかれ、甘かん美びな刺し激げきが背筋を駆かけ抜ぬけてハヤテの体はガチガチに固まる。

　彼女の手で後ろ髪がみを丁寧にかき上げられ、首元でキュッと締まる音……。

「はい。これであなたは私の下僕ものね」

「……」

　さすが奮発したと言うだけあって、竜鱗製の首輪の肌はだ触ざわりに不快感はまったくなく、ベルト穴も緩ゆるめにしてあるらしく苦しさもなかった。

　……まあ、首輪をつけられたという事実は変わらないわけだが。

「あのなあ……」

　今度こそちゃんと抗議しようとしたハヤテだったが──その目の前に、ずいっともうひとつの首輪が差し出される。差し出してきたのは、もちろんシェリーだ。

　彼女は嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「じゃあ、次はあなたの番」

「お、俺の番って……いったい何の？」

　本当は問うまでもなく分かりきったことだ。

　たった今自分が同じことをされたのだから。

「もちろん、この首輪をあなたの手で私の首に嵌はめるのよ」

　シェリーから返ってきたのは予想通りの答え。

「そうすれば私はあなたの奴隷ものね」

　さらに刺激的な文言までつけ加えられる。

「ど、奴ど隷れいって……！」

　健全な青少年であるハヤテには効果抜ばつ群ぐんのひと言だった。

　またたく間に彼は首筋まで真っ赤になり、精神的にもタジタジになる。抗議しようなどという気持ちはすっかり萎なえていた。

「その……下げ僕ぼくとか奴隷とかって何なんだよ？　確か、模も擬ぎ戦が終わったあとも言ってたけどさ」

　かろうじてそれだけ口にする。

　シェリーはスラスラと答え始めた。

「下僕というのは主あるじのために身を粉にして働く者のことよ。そして、奴隷は主にその身の全てを捧ささげた者のことね」

「質問の答えになってない。何で俺が下僕になって……それでその……何でお前が、どっ奴隷になるんだよ？」

「だってハヤテは私の夢を護まもってくれるんでしょう？　それってつまり、私の契約獣サーヴアント──いいえ、契約者フアミリアとして一いつ緒しよに戦ってくれるということなんじゃないの？」

「それは……」

　確かにあの時そう言ったのは自分である。

　決して軽い気持ちでの発言ではなかったのだが、こうもハッキリと「下僕」と呼ばれるとそれはそれで抵てい抗こうがあった。

「言ったでしょう？　私は自分のために戦っているの。そこには大義も正義もない。あるのはただ母様に会いたいという身勝手な欲求だけ。そのために他の魔女騎士ヘクセンリツターやかつての領民の気持ち──それにあなたさえも傷つける。そんな私の夢のために戦うというのなら、あなたはやはり私の下僕なのでしょう」

「いや、俺は……」

「助けたいから助けた？　でも、それはあなたの心の話じゃないの。あなた自身はビクトリアと戦って、何か得たものがある？　『魔宴ヴアルプルギス』を戦い抜いてまで得たい何かがあるの？」

「……」

　返答に窮きゆうし、ハヤテは口を閉じた。

　ハヤテが戦いの中で得たのは、『魔神器ゼーレ』の使い方とそれに関する幾いくばくかの知識だけだ。彼が欲ほしいのは自分自身のルーツに関する記き憶おくであって、余分な知識などではない。

　あるいは戦い続ければ知識以外のことも思い出すかもしれないが……そんな保証はないのだ。

（『八大魔宴ヴアルプルギス』を戦い抜いて得られるのは爵しやく位いと褒ほう章しよう。それが欲しいのはシェリーだ。俺は別にそんなもの欲しくない……。確かに、俺には戦うための目的が欠けつ如じよしてるな）

　それでもなお戦うというのなら、もはや戦う目的の全てをシェリーに預けるほかない。

　彼女の夢を助けるために、護るために、身を粉にして戦い続ける。

　下僕とは目的なき労働者だ。ただ主に言われるがままに、主の欲求のために、ただただ体を動かす人間である。

（自分には何の目的もないのに、ただご主人様の願いを果たすために戦い続けるってのは……確かに下僕のすることだよな）

　それにしても……相変わらず融ゆう通ずうの利きかない考え方をする少女だ。

　要するに魔女騎士ヘクセンリツターに絶対服従する契約獣サーヴアントをどうしても下僕としか呼べなかったように、自分の夢のためにハヤテを戦わせているという事実を──たとえそれが彼の善意であろうと信条であろうと──彼女は無視できなかったのだ。

　自分のせいで誰だれかを傷つけている事実を直視して、忘れないために。

　彼女は彼を「下僕」と呼ぶのだ。

　思わず呆あきれたため息が漏もれる。

「はぁ……じゃあ、奴ど隷れい云うん々ぬんって方はいったい何なんだよ？」

「それも前に言ったでしょう。報ほう酬しゆうよ」

「報酬？」

　そういえば模擬戦でキスをした理由を尋たずねた時、そんなことを言われた気がする。

「労働には対価が必要でしょう？　私は下僕を無給で働かせるような鬼き畜ちく主人じゃないわ」

「……」

　無給かどうかはともかく、鬼畜じゃないという部分には激しく反論したい。

「まだ分からないの？」

　シェリーはまっすぐにハヤテの目を覗のぞき込んでくる。

「奴隷は主にその全すべてを捧げるの──私の身も心も全部、あなたにあげると言っているのよ」

「なっ⁉」

　話が思わぬ方向に進み、ハヤテは狼ろう狽ばいする。

「おまっ、そんなこと軽々しく」

「軽々しくなんかないわ」

　窘たしなめようとした言葉は言い切る前にキッパリと否定される。

　それから……ため息がひとつ。

「……そうね。ハヤテは鈍にぶそうだし、ハッキリと言ってしまった方がいいのでしょうね」

　シェリーは相変わらずまっすぐな瞳ひとみでハヤテのことを見ていた。

　その視線に射い抜ぬかれ──いったい何度目だろうか？──ドキリとさせられる。

　そして、彼女は文字通り告白した。

「端たん的てきに言って、私はあなたに惚ほれたのよ」

「……はいィ⁉」

　今度こそ完全に狼狽し切って、ハヤテは反射的に立ち上がって椅い子すを蹴けり倒たおしてしまった。

　周囲からギョッとした視線を向けられる。

　注目を浴びたことで逆に冷静になり、周りに謝ったあとで椅子を立て直して腰こしかけた。

「あ、あのさ……惚れたってどういうことだよ？」

「え？　何？　もしかして「惚れた」の意味が分からないの？　言葉や言葉の意味は覚えていると言っていた気がするけど……そう、記憶喪そう失しつじゃ仕方ないわね。なら、物量作戦で行くわ」

「え？」

「惚れてます。愛してます。好きです。大好きです。メロメロなんです。一生一緒にいたいです。どこまでもついていきます。あなたを見ていると胸が締しめつけられます。体のあちこちがキュンキュンしてしまいます。ドキドキするんです。ジュンジュンしちゃいます。私の作った料理を毎日食べてください。毎晩寝ね床どこで私を愛し──」

「わぁーっ！　わぁーっ！　ストップ！　分かった！　分かったから！」

「そう」

　さらりとマシンガントークをやめ、シェリーはドリンクに口をつけた。ていうか今……こいつとんでもないこと口走ろうとしてなかったか？

「まあ、私の気持ちが伝わってくれたなら嬉うれしいわ。気持ちが伝わるって素す敵てきね」

「……えーと」

「とはいえ、今のはさすがに恥はずかしかったわね。女が男に身も心も預ける理由なんて、ひとつしかないでしょうに。私に言わせるまでもなく、それくらい察して欲しかったわ」

　さっきも今も顔色ひとつ変えていないように見えるが……。

　ああ、ああ、しかし。つまりそういうことだったのか？

　まるで俺に見せつけるように制服の胸むな元もとを改造したり、お出かけをデートと称しようしたり、意味深にエロいこと言ってきたり、あれは全部遠回しなアプローチだったってことか？

　ある意味直球。というかデッドボール。

　いや、むしろこれは、打てない奴やつの方が悪いのか？

「とりあえず、理由を聞いていいか？」

「理由って、好きになった理由？」

　返事するのが恥ずかしかったので無言で頷うなずく。

「まあ、直接的なものはやっぱりあの時私の味方になって、護ってくれたことでしょうね」

「……それだけで？」

「それだけ、とは言うけれどね。ハヤテ」

　シェリーはまたひと口ドリンクを飲んだ。

「あなたがアリアさんからどれくらい話を聞いたのか分からないけど、結局のところそれはあくまで噂うわさの伝聞でしか知らないはずよね」

「そりゃあ、まあな」

「幼い頃ころに家が没ぼつ落らくし、領地を追い出され、両親は行方ゆくえ不明。母様は裏切り者と呼ばれ、周囲からは差別と迫はく害がいを受け、やがて大好きだった祖母も没し、ついにはひとりぼっち。家族も友達もいないまま、周りに胸を張ることもできない夢のため孤こ独どくに戦い続けてきた」

「……」

「言葉にしてしまえばほんの百十数文字程度の内容に過ぎないけれど、私にとっては十六年分の人生……。そんな生き方を十六年も続けてきた私の前に、ある日突とつ然ぜん颯さつ爽そうと現れてまるで白馬に乗った王子様のように私を助けてくれる男の子に出会ったら、ついコロッといっちゃっても仕方がないじゃない」

　白馬の王子様って……面と向かってそう言われると背中がむずがゆくなる！

「そりゃまあ、私も随ずい分ぶんと簡単にやられてしまったわねと自分で呆れたわ。でも、やられてしまったものは仕方がないわ。こういう気持ちに理り屈くつはないんだもの。人間の恋れん愛あい感情なんて案外チョロくできてるのよ。やさしくされるとあっさり落ちちゃうの。チョロい女で本当にごめんなさいね」

「……」

「でも、好きだからこそ、別にいいのよ。好きだから、あなたに下僕として戦ってもらう対価に、私自身を差し出しても、それは別に構わないの。私はね。それで、あなたの返事はどうするの？」

　促うながされるが、どうしていいのか分からない。

　ハヤテにとって、あまりにも突然すぎる。

　こんな美少女から好きだとか、奴ど隷れいにしていいだなんて言われて……そんなの、何と答えていいのか分からないのだ。

　こちらの迷う様子を見て、シェリーはそっと腕うで組ぐみをして少し眉まゆ根ねを寄せる。

「私のご主人様になりたくないの？」

「～～～っ！」

「控ひかえめに言って、私のような美少女の肉体を好きにできるということは、男の子にとって本ほん望もうだと思うのだけれど」

「今お前、自分で美少女って言ったか……」

「あら、否定するの？」

　否定できないのが悔くやしい。

　実際のところ、シェリーは疑いようもなく最高クラスの美少女だ。

「そんな私のこことか」

　シェリーは胸の下で組んでいる腕を上下させる。

　ぽよんっ、と揺ゆれた。

「こことか」

　彼女は脚あしを組み替かえる。

　白ニーソに包まれた艶なまめかしい太ももに目を奪うばわれそうになる。

「全部あなたのものにできるのよ」

「…………」

　そんなことを言われても、どうしたらいいか……。

　別に、あの時シェリーを助けたのは、そうしたいと思ったからそうしただけで、こんな結果を求めてやったというわけではないのだ。

　まあ、カッコつけようとしてやった部分は少しくらいあるのだが……。

「…………はぁ、まあいいわ。今すぐに返事しなくても」

「えっ……その、いいのか？」

「ええ、いいわよ。実際のところ、すぐに答えが聞けるとはたいして期待していなかったし。あなたはヘタレだから」

「……好きとか愛してるとか言うわりに暴言はやめないんだな」

「え？　だってヘタレでしょう？　毎夜毎夜、隣となりでこんな美少女が薄うす着ぎで寝ねているのに、まるで手を出す気配がないんですもの」

「……」

　否定できなかった。

「……もしかして不能なの？」

「違ちがうわ！」

　さすがに否定した！

「もし俺がそうだったんなら、毎夜毎夜あんなに苦労は……あ」

「あんなに苦労って？」

　うわー、凄すごいニヤニヤしてらっしゃる。

　それもうオモチャのネズミを見つけた猫ねこみたいな感じで。

「毎晩どんな苦労をしてるのかしら？」

　あー。

　なにこれ、凄い辱はずかしめ。

「あの……もうおとなしく従いますから、どうか許してください」

　もう土下座せんばかりの勢いだった。

「そう。まあ、返事は急がないというのは本当だから、好きにしてちょうだい」

　ああ、ところで──とシェリーは思い出したように続けた。

　彼女は肩かた掛かけのカバンから乗馬用の鞭むちを取り出す。

「首輪と一いつ緒しよに鞭も買ってみたわ」

「何でだよ⁉」

　どうやらショッピングの最中に、ハヤテに気づかれないように買っていたらしい。

「下げ僕ぼくや奴隷の躾しつけといえば鞭でしょう？　これでもあなたの体を気き遣づかって普ふ通つうのものをチョイスしたのよ？」

「お前は一回普通の意味を辞書で調べろ！」

「ちなみに二本買っておいたわ。はいこれ、あなたの分」

「へ？」

　カバンからもう一本革かわ製せいの鞭が出てくる。

　シェリーは鞭の持ち手をハヤテの方に向けてテーブルに置いた。

　あなたの分──と彼女は言った。

　それはつまり……。

（俺が……この鞭でシェリーを……？）

　脳のう裏りで自分が鞭をパシーンと振ふるい始めた。

『わははは！　ここがいいのか？　ん？』

『ああ～ン！』

　耳の奥で、炎ほのおの剣けんを抜ぬいた時よりもずっとあられもない感じのシェリーの声が反はん響きようする。

　──想像のしすぎで鼻血が出そうになったので、慌あわてて頭の中から妄もう想そうを追い払はらう。

「いらねぇよ！　こんなもん！」

「あらそう。まあ、こっちは必ずしも必要じゃないからいいわよ。私はバンバン使うつもりだけれど」

「バンバン使うんだ……」

「だってもうあなたは私の下僕だもの」

「そっちは決定事じ項こうなんですね……」

　告白の返事は待つと言ったのに、ハヤテを下僕とすることはもう決まっているらしい。

「あら、当たり前でしょう」

　そう言うと、シェリーは腕組みも脚組みもやめて、先さき程ほどハヤテに首輪をつけた時と同じようにテーブル越ごしに身を乗り出してくる。

　そして、首輪と皮ひ膚ふの隙すき間まに指を差し入れて、キュッとハヤテの首を絞しめた。

　もう片方の手が頰ほおに添そえられる。

　彼女の顔が間近に迫せまった。

「私はね、どうしてもあなたのことを手に入れたいの」

「───」

「さっき返事を待つとは言ったけれどね、それは何もあなたが「嫌いやだ」と言ったらおとなしくこちらが引き下がるという意味ではないのよ。私はどんな手段を用いてでも、絶対にあなたを手に入れてみせる。私の意思で、私を満たすために、あなたを拘こう束そくする。何があっても決して離はなさない。決して誰だれにも渡わたさない。私はあなたの全てを所有したいの──愛してるから」

「……ッ！」

　耳元にフッと息を吹ふきかけられた。

　その吐と息いきは熱くて、湿しめっていて、背筋が震ふるえる。

「その代わりに、私も私の全てをあなたにあげる。身も心もあなたに捧ささげる。あなたのどんな欲望だって受け止めてあ・げ・る」

　……声こわ音ねが色っぽすぎる！　色っぽいけど言ってることが地味に怖こわい！

　ここまでの愛情を向けられるのは男おとこ冥みよう利りに尽つきるが、愛情過多で命まで尽きそうだ。

「あなたが望むならいつでもどこでも、どんなプレイにだって応じるつもりよ」

「天下の往来でプレイとか言うな！」




　お茶を終えたふたりはそろそろ陽も暮れかかっていたこともあり、ディアスペル王立学院へと帰宅した。

　門から寮への道すがら、シェリーはいつもより少し上じよう機き嫌げんな声で話しかけてくる。

「さてと、もうすぐ中間考査ね。ここでいい成績を取って『学内ランキング』上位に食い込まないと。まずはそこからだわ」

「その中間考査って何するんだ？」

「実技試験みたいなものよ。時期も時期だし、明日あしたにでもシュバルツ先生から説明があるんじゃないかしら」

　じゃあ、明日まで待てばいいか……ん？

　その時見覚えのある人ひと影かげを見つけて、ハヤテは少し立ち止まった。

「やあ、シェリー君にハヤテ君」

　寮の門柱に背を預けた格好で、アリアが親しげに手を振る。

　たちまちシェリーの表情が曇くもった。

「……随ずい分ぶんとアリアさんと親しそうね」

（殺気⁉）

　冷ひや汗あせがドバッと額から溢あふれ出る。

　戦せん々せん恐きよう々きようとするハヤテだったが、何も気づいていないアリアの方は明るい笑えみを浮うかべながらこちらに近づいてきた。

「随分長いこと出かけていたんだね、デートかい？」

「なっ⁉」

「ええ、そうよ」

　ドキッとするハヤテとは対照的に、顔色ひとつ変えずにシェリーは答える。

「うらやましいなぁ。私とも今度デートしてくれないかい、ハヤテ君？」

「え？」

「ぜひ君の体を隅すみ々ずみまでチェックさせて欲しい」

「断る！」

　何されるか分かったもんじゃない。

「それで？　アリアさんは何か私たちに用があるのかしら？」

「ん……まあ、そんなところだね。おーい、キルル」

　そう言ってアリアは背後を振り返る。

　彼女の視線を追うと、門柱の陰かげから小こ柄がらな少女がモジモジしながら出てきた。

（ん？　どこかで見たことあるような……？）

　ハヤテはそのキルルという少女に見覚えがあったが、どこで見たのか思い出せなかった。

　首を傾かしげていると、アリアがキルルの手を引っ張って彼の前へと連れてくる。

「ほら、キルルはハヤテ君に用があるんだろう？」

「俺に？」

　見覚えはあるものの、ハヤテとキルルの間にさほど接点はなかったはずだ。

　何なんだろうと思いつつ、彼はアリアに背中を押されて前へ出てきた少女の言葉を待つ。

「あ……の……」

「うん？」

　キルルは何度も何度も口ごもり、目を伏ふせ、逃にげようとしてはアリアにやんわりと止められ……そうしてようやく意を決したようにまぶたをギュッとつむり、そして開いた。

「ハッ……ハヤテさん！　あ、あああたしとけっ結けつ婚こんしてください！」







　第四章　告白されて即そく修しゆ羅ら場ば







　今朝の目覚めは最悪だった。

　全身を縄なわで縛しばられて天てん井じようから吊つるされた状態で起きたら、誰だって最悪だと思うだろ？

「あら、今日はひとりで起きれたのね」

「……縄を解け」

　こちらの要求に対し、シェリーは冷めた視線を返して。

「あら嫌だわ。まるで私を犯人みたいに決めつけて」

「昨日の夜も部屋の施せ錠じようをお前がちゃんとしていたのを見てたぞ。密室内に人間がふたりいて、被ひ害がい者が俺なら犯人はお前だろうが」

「残念。その推理には穴があるわ。あなたは私が施錠したのを見たと言うけれど、実はそれは施錠するフリをしていただけで、この部屋は密室でも何でもないの。犯行は誰にでも可能よ」

「仮にそうだったとしても、意図的に部屋の鍵かぎを開けっ放しにしてる時点でお前は最低でも共犯者じゃねぇか！」

　どちらにせよ犯行に加担しているのには変わりなかった。

「あの、そろそろ縄が食い込んできて痛いわけだが、下ろしてくんない？」

「浮うわ気き性しような下げ僕ぼくにはちょうどいい躾しつけよ」

「躾とか意味が分からな……」

「せっかくだし買ったばかりのこの鞭むちも使おうかしら？」

「私はシェリー様の忠実な下僕です！　浮気なんてしませんからどうか許してください！」

　乏とぼしい語ご彙いを総動員して乗馬用の鞭を手に取るシェリーを褒ほめまくり、どうにかこうにか許してもらった。

　そんな愚ぐにもつかないやり取りが朝からあり……。

「で？　何で俺は朝っぱらから蓑みの虫むしみたいな格好をさせられなくちゃならなかったんだ？」

　ハヤテは恨うらみがましく言い、部屋に並べられたふたつのベッドを横目に見やる。それまでずっと床ゆかの上で寝ねていたハヤテだったが、昨日ようやく学院側に自分の分のベッドを用意してもらえたのだ。

　絨じゆう毯たんのおかげで床の上に寝ても体が痛くなったりはしなかったのだが、やはり気分的なものが違ちがう。朝は気持ちよく起きられるだろうと思って、昨夜は眠ねむりに就ついたのに……。

「理由は自分の胸に聞いてみなさい」

「……」

「それとも私の胸に聞いてみる？」

　ぽよんっ

「いらねぇよ！」

「そう。ヒントが欲ほしければいつでも触さわりなさい。ワンタッチにつき、あなたの三時間分のアルバイト代が私の懐ふところに入るわ」

「……有料なのか」

　危なかった。乳ちち揺ゆれに惑まどわされてつい触っていたら、『ベリーインカフェ』で三時間タダ働きをさせられるところだった。

　契けい約やく者である学生が学費を納めていれば契約獣サーヴアントの食事は保証されることになっているので、シェリーが学費を納めている限りハヤテの食事代はタダなのだ。だが、さすがに寮の部屋で寝ね泊とまりまでさせてもらっている上にそれでは格好がつかない。なのでアルバイト代の中から、彼女の学費の半分を払はらうという取り決めを先週の内に交かわしていた。残りの半分はお小こ遣づかいというか、ハヤテにも何かあった時に自分で使えるお金が必要ということで、彼の懐に入れられている。

　表向き契約獣サーヴアントという立場上、自由に学院の外を出歩くことはできないのだが、汗あせ水みず垂らして働いて、その報ほう酬しゆうを受け取ることができるというのは感かん慨がい深ぶかいものがある……というわけで、ハヤテとしては給料日が待ち遠しいのだった。

　まあ、お金の話はこの辺りにして。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

（ていうか、シェリーが不ふ機き嫌げんな理由なんて、アレしかねぇよなぁ……）

　昨日、デートから帰ってきた直後にあった出来事がフラッシュバックする。




　　　　▽




「ハッ……ハヤテさん！　あ、あああたしとけっ結婚してください！」

「…………は？」

　ポカン、となる。

　ほとんど面識のない少女からの突とつ拍ぴよう子しもない告白に、ただただ茫ぼう然ぜんとしていた。

　告白したキルルはというと、それはもう頰ほおを真っ赤にして、潤うるんだ目でハヤテのことを見上げていた。

「えーと……」

「結婚してください！」

「…………え？　何で？」

「ガーン！」

　正直な感想を告げたら、キルルはショックを受けたようによろめいた。

　彼女の契約獣サーヴアントらしき黒い犬が唸うなり声を上げる。

「ガウッ！」

「えっ？　何、ギャアアア！」

　足元の獣けものから発せられた雷らい撃げきに打たれ、ハヤテは悲鳴を上げた。

「や、やめてクロ！」

　キルルの制止で雷撃がやむ。

　危あやうく感電死を免まぬかれたハヤテだったが、全身の毛が逆立ってなんだか見た目おもしろいことになっていた。

「あー……それで、えーと……とりあえず、どうしてこうなったのか経けい緯いを説明してくれるとありがたいんだが」

「経緯、ですか？」

「だから、何でいきなり俺と結婚するなんて話になったのかを」

「ハヤテさんに裸はだかを見られたからです！」

「え？」

　キルルが再び顔を真っ赤にして叫さけんだ直後、ハヤテの頰にシェリーのビンタが炸さく裂れつした。

「イッデェ！」

　思わず前のめりに倒たおれ込む。手首のスナップが利きいていた。

「……」

「ヒッ！」

　シェリーの眼光に突つき刺さされ、キルルはアリアの後ろへと引っ込んだ。

　あっという間に制圧完かん了りようである。

「……彼女の裸を見たってどういうことなのかしら？」

　底冷えする声だった。

　ハヤテもアリアの背中に隠かくれたい気分だ。

「ふむ。まあシェリー君落ち着きたまえ。私が経緯を説明しよう」

　さすがはイヴァルディ教室の級長。トラブルの仲裁には慣れているのか、場をとりなすように事態の根幹を話し始めた。

「まずはそうだね、彼女の紹しよう介かいからしようか。彼女の名前はキルル・デーメテール。デーメテール家の長女で、私とは幼おさな馴な染じみなんだ」

「……よろしくお願いします」

　アリアの背中からビクビクと顔を出しながらキルルが会え釈しやくする。

「まあ、この通り人見知りする子なんだが、根はいい子なんだ。だからそう睨にらまないでやってくれないかな？」

「その人見知りのする根はいい子が、どうしていきなり私の下僕にプロポーズなんかするのかしら？」

　アリアの頼たのみを無視し、シェリーはなおも冷れい徹てつな視線をキルルに浴びせる。相手は悲鳴を上げて、また幼馴染の背中に引っ込んだ。

　その様子に苦笑いしつつ、アリアは説明を続ける。

「彼女のデーメテール家は……まあ、何と言うか貞てい操そう観念の非常に強い家いえ柄がらでね。婚こん約やく者以外の異性に裸を見せてはならないという掟おきてがあるんだ。本来、女の子しかいない学院内ではあまりその掟のことを心配する必要はなかったんだけど……この前、ハヤテ君がお風ふ呂ろ場ばで彼女の裸を覗のぞいちゃっただろう？」

「あ……」

　そこでハヤテはようやく、召しよう喚かん初日にアリアに連れ込まれた風呂場で裸を見てしまった少女が、目の前のキルルであることに思い当たった。あのあといろいろあったせいで、すっかり記き憶おくが薄うすれていたようだ。

「まあ、そういうわけでさ。このままだとちょっとキルルも困ったことになるんだ。だから、ハヤテ君に責任を取ってもらいたいというわけさ」

「それで結けつ婚こん……婚約者になってもらえば、裸を見られたこともノーカンになるという理り屈くつかしら」

「そういうこと」

　アリアは首しゆ肯こうする。

　事情を把は握あくしたシェリーは改めて嘆たん息そくした。

「要するに、ウチのエロ下僕が全部悪いわけね。躾がなってなくてごめんなさい」

「ひでブッ！」

　シェリーに思いっきり背中を踏ふみ潰つぶされ、ハヤテは肺の中の空気を全部吐はいた。

「いや、あれは半分近くアリアが……」

「まあそうだね。私の責任でもある。だから、私自身ハヤテ君に対する興味は尽つきないんだけど、君との仲を取り持って欲しいというキルルの頼みも断りづらいんだ」

　迷めい惑わくかけるね、とアリアは頭を下げた。

　そう素す直なおに謝られるとこちらとしても許したくなるのだが……まったく許してくれそうにないご主人様に背中をぐりぐりされているので、まあいっかとは簡単に言えないのだった。

「……」

　一方で、話の当事者であるキルルは未いまだにビクビクしながらアリアの背中に隠れている。その姿は困った事態に直面してどうしていいか分からず、頼たよれる姉に縋すがる妹のようだ。

　というか、そもそも彼女はこの、家訓によって結婚しなければならない事態に追い込まれていることを、どう思っているのだろう？

「なあ、えっと……キルルだっけ？」

「ふぁ、ふぁい⁉」

　裏返った声を上げてキルルは肩かたをビクンッと竦すくませた。

　彼女の名前を呼んだ瞬しゆん間かんまたしてもシェリーから殺気が放たれ、背中にかかる圧力が増した気がするが、それはひとまず置いておく。背骨がミシミシいってるけど。

「そのさ……家の掟だかなんだか知らないけど、そんな理由で結婚するのってホントは嫌いやなんじゃないのか？」

「……」

　キルルは答えるのを躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せる。

　もうひと押しか？──そう思い、ハヤテが再度口を開こうとした時。

「嫌じゃ……嫌かもしれないけど、嫌じゃないです」

「……んん？」

　なんだか物もの凄すごく分かりづらい返事を返された気がする。

「ど、どっちなんだ？」

「その、お家の決まりは大切だから嫌じゃないですけど……結婚したあとどんなことされるのかと思うと、ちょっと怖こわいです……どんなことさせられるんでしょう……？」

　まあ、そりゃ怖いだろうけど、もっとほかに心配すべきことがあるんじゃなかろうか？

　そう思って相手の顔を見やると……何でか知らないが、彼女はちょっと笑っていた。

「ご、強ごう引いんに裸を見られて、あたし結婚させられちゃうんだ……それできっと、あんなことやこんなことをされて……あ、あううう、ダメ、そんなのいきなり……！」

「あの……もしもーし？」

　試ためしに呼びかけてみるが、まるで反応がない。

「ああ、ごめん。ちょっとトリップしてるみたいだ」

　キルルの様子に気づいたアリアがなぜか謝る。

「……どうしたのその子？」

　シェリーですらやや心配そうに尋たずねた。

　アリアは苦く笑しようする。

「うん。まあキルルは少し思い込みの激しいタイプでね。ハヤテ君に裸を見られて以来、毎日毎日「ハヤテ君と強引に結婚させられたあと、自分がどんな目に遭あうのか」という妄もう想そうをしてるんだ」

「…………へぇー」

　ちょっと引き気味にシェリーは頷うなずいた。

「ちなみにキルルの妄想の中だと、ハヤテ君はだいぶ鬼き畜ちくに設定されてるみたいだよ？」

「…………へぇー」

　ハヤテもシェリーと同じような返事しかできなかった。

　何とも言えない空気が流れる中、キルルの微び妙みように恍こう惚こつとした笑いだけがダダ漏もれ続ける。

「えへ、えへへへ……」

　最初は幼くてか弱い少女かと思ったが、彼女もだいぶ変な子だった。
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　まあ、いきなり告白を受けたその日に、また別の少女からプロポーズを受けるなんて経験、おそらく記憶をなくす前だってしたことなかっただろう。

　そんな稀け有うな体験を昨日して、今朝は天てん井じようから吊つるされて、休み明けだというのにもうドッと疲つかれてしまったハヤテだったが、始業時間は待ってくれない。身み支じ度たくもそこそこにシェリーとともに教室に向かい、いつも通り窓まど際ぎわの席に並んで腰こしかける。

　人の首に嵌はめられた首輪を見てクラスの女子がひそひそ話をしていたが、教師のレーラが教室にやってくるまで極力耳に入れないように窓の外を眺ながめながら耐たえた。

「さて、中間考査も十日後に迫せまっている。貴様らにとっては初の試練だ。ここでの成績は『学内ランキング』に反映され、貴様らのランクづけが行なわれる」

　教きよう壇だんに立ったレーラは開口一番にそう告げた。

（中間考査って、昨日シェリーが言ってた奴やつか）

　確か実技試験がどうこうと。

　ハヤテは黒衣の教師の言葉に耳を傾かたむける。

「今年の試験内容は八人一組のバトルロワイヤルだ。ちょうど一年生の総生徒数を割り切れる数なので全グループが八人ピッタリとなる」

「バ、バトルロワイヤル⁉」

　予想以上に物ぶつ騒そうな試験内容に思わず声が出る。レーラにギロリと睨まれ、慌あわてて口を手で押さえた。

「今回は最初の試験であるため、組み合わせは一年の同クラス内で組分けのくじ引きを行なう。中間考査以後はランキングの上位・中位・下位によって──つまり学年・クラスに関係なく、実力の近しい者同士でグループ分けが行なわれる」

　つまり、今回はイヴァルディ教室の生徒同士で試験を行なうが、これ以後の試験はランキングに応じて戦う相手が決まるというわけだ。

　そこには徹てつ底ていした実力主義が垣かい間ま見みえる。

「試験会場もまた例年通り女王直ちよつ轄かつ領にある野外試験場となる。知らぬ者もいるかもしれぬから念のため断っておくが、試験場は地中に多くのミスリルを含ふくんでいる。よって会場全体には『ヴァルハラの加護』がかけられているので安心しておけ」

　レーラの補足にホッと胸を撫なで下ろす者が何人か。

　ハヤテもそのひとりだ。『ヴァルハラの加護』があるならひとまずケガの心配はない。

（ん……？）

　ふと、隣となりのシェリーが浮うかない顔をしているのに気がつく。

　とはいえ、理由が思い当たらない。今のレーラの説明の中に彼女が気落ちするような要素はなかったように思えるが……。

「では、今から試験のグループを決めるくじ引きを行なう。出席番号順に引きに来い」

　当然のことだが、くじを引くのはシェリーの役目だ。

　彼女が引いてきたくじには「赤の七番」と書かれていた。

「全員引いたな。では黒板を見ろ」

　レーラはそう言って全員の注目を促うながす。

　彼女が何かを呟つぶやくと、急に五、六本のチョークが浮き上がった。

「何だあれ？」

「《自動書記オートマテイツク》の魔ま法ほうよ。くじと連動しているんでしょう」

《自動書記オートマテイツク》の魔法で操あやつられたチョークは次々と色別に生徒の名前を板書していく。

　シェリーの名前はもちろん赤のグループの中に入れられた。

（アリアにキルル……それに、ビクトリアも同じグループなのか）

　赤グループに羅ら列れつされた名前を確かく認にんしつつ、いろんな意味でやりにくい面子メンツが揃そろったな、とハヤテは胸中で嘆息した。

　中でもやや因いん縁ねん深い相手であるビクトリアの座っている方をなんとなく見やる。

「……ッ！」

　その時ちょうどビクトリアの方もこちらを見ていたらしく、ハヤテと目が合うと彼女は慌ててあさっての方向を向いた。

「大だい丈じよう夫ぶかとは思うが、念のため自分の名前を確認しておけ。もし漏れがあった場合は申告しろ」

　しばらくレーラは教室を見み渡わたしたが、誰だれも手を挙げなかった。

「……よし。では中間考査のグループ分けは以上だ。今日から試験当日までの間授業は午前で終しゆう了りようとする。各おの々おの自主練に励はげむなりコンディションを整えるなりして過ごせ」

　それから、とレーラはつけ加える。

「貴様らも知る通り、『学内ランキング』主席と次席の者にはディアスペル王立学院が持つ『レギンレイヴ杯はい』のシード枠わくが与あたえられる」

（『レギンレイヴ杯』……？）

　話の中に出てきた単語にピンと来て、ハヤテは隣のシェリーに耳打ちする。

「『レギンレイヴ杯』って、もしかして『魔宴ヴアルプルギス』の？」

「ええ、そうよ。『レギンレイヴ杯』は『八大魔宴ヴアルプルギス』の一大会。スターファム最強の魔女騎士ヘクセンリツターを決める大会よ」

　名前からなんとなく察しはついたが、やっぱりそうか。

「次代育成の観点から、王国は若くて優ゆう秀しゆうな魔女騎士ヘクセンリツターに早い内に経験を積ませるため、学院に本戦のシード枠をふたつ与えているわ──それが、私がこの学院を選んだ理由」

　シェリーの第一の目的は『魔宴ヴアルプルギス』を制せい覇はし、【賢騎士グランツヴアイゼン】の爵しやく位いを得ること。

　その最短の道を駆かけ抜ぬけるために、彼女は無理をしてこの学院に入ったのだ。

　とはいえ、まずはこの学院の中で『学内ランキング』一位ないし二位の成績を取るのも険しい道だろう……とハヤテは思ったが、そこへレーラのセリフが重ねられる。

「まだ自分には早いと思っている者もいるかもしれんが、過去一年生がシード枠を勝ち得た例はいくつもある。戦いに経験は重要だが、それのみによって左右されるものでもない。才能・センス──何よりも諦あきらめない気持ち、〝執しゆう念ねん〟こそが勝敗の常を分ける最大の要素だと私は考えている。私の生徒ならば、決して諦めずに高みを目指せ──以上だ」




　今朝の連れん絡らく通り、その日の授業は午前中で終わった。

　しかし、なぜかシェリーは教室から出ていく少女たちを眺めたまま席を立とうとしない。

「模も擬ぎ訓練場に行かないのか？」

　てっきり彼女は速そつ攻こうで自主練に向かうと思っていたのでやや意外だった。

「訓練場には行くわ……でも、できれば野外戦エリアが使いたいのよね」

　シェリーは眉まゆ根ねを寄せて独り言のように呟く。

「確か、野外戦を想定した造りになってるエリアだっけ？……普ふ通つうに使えないのか？」

「野外戦エリアの使用には最低でも三人以上での申しん請せいが必要なのよ。個人特訓エリアや模擬戦エリアと違ちがって、一グループでそれなりに広い場所を占せん有ゆうするわけだし」

　ひとりなら個人特訓エリア、ふたりで試合するなら模擬戦エリアに行け、というわけか。

「お前友達いないしなあ」

　バシンッ！

「痛いったぁ！」

「段々、あなたは私にぶたれたくて、わざと失言してるんじゃないかって思えてきたわ」

「んなわけあるか！」

　こちらのツッコミをシェリーは完全にスルーする。

「試験内容のバトルロワイヤルだけれど、あれは『魔宴ヴアルプルギス』を想定しているの」

「ああ、だから野外の試験場でやるのか」

「野外戦では障害物の利用や索さく敵てきといった要素も重要になってくるわ。特に私とあなたの場合、ふたりとも人間なわけだし、そちらの面ではかなりの不利を強しいられるはずよ」

　広いフィールドで行なわれるバトルロワイヤルでは、戦う能力は元より、先に相手を見つける能力もかなり重要だ。なぜなら先に敵を発見すれば先制攻こう撃げきや奇き襲しゆう、あるいは戦せん闘とうの回かい避ひといった幅はば広ひろい選せん択たく肢しが得られる。

「それに私たちペアには他のペアにない最大の弱点がある」

「え？　何だよそれ？」

「弱点は、私。私は立場的に魔女騎士ヘクセンリツターだけど、戦う力は他の魔女騎士ヘクセンリツターに劣おとるから」

　普通のペアの場合、魔女騎士ヘクセンリツターには『魔導器ワンド』があり契約獣サーヴアント自身もある程度戦う力を有している。しかし、ハヤテとシェリーの場合それが一方に大きく偏かたよっているのだ。

「勝敗は魔女騎士ヘクセンリツターの気絶で決まってしまうから、いくらあなたが元気でも私がやられてしまったらおしまいなの。だから、その辺をカバーし合うコンビネーションも強化しないと」

「うーん、じゃあやっぱり野外戦エリアで訓練した方がいいってことか？」

「でしょうね。必ひつ須すと言ってもいいわ」

　シェリーの考えは理解できた。理り屈くつも分かる。

　しかし、問題は解決していない──即すなわち、一いつ緒しよに訓練してくれる相手がいないのだ。

「野外戦エリアの使用許可が下りるのは三人からってことは、あとひとりか」

「いいえ、ふたりよ。あなたは数に入らないもの」

「……そういやそうだったな」

　基本的にハヤテは契約獣サーヴアント扱あつかいなのだ。人としてはカウントされない。

　こういう事実を確認する度たびにちょっと悲しくなるハヤテだった。

「やあ、ふたりとも」

　その時、不意に後ろからかけられる声。

　シェリーと一緒に振ふり返ると、そこには気さくに手を振っているアリアと、その後ろに隠かくれるようにしてキルルが立っていた。

「何かご用かしら？」

　事務的な口調でシェリーは尋たずねた。

「君たち、模擬訓練場の野外戦エリアが使いたいんじゃないかな？」

「……どうしてそれを？」

「試験前なんだ。誰だって使いたがるよ」

「……」

「なんてね。本当はこの子に盗ぬすみ聞きさせてたのさ」

　アリアは悪びれる風もなく、自分の肩かたにのった機械仕じ掛かけのフクロウをあごで示す。

「キュルル」

　彼女の契約獣サーヴアントであるミミングのミリアはひと声鳴いて胸を張った。えっへん、と言っているようだ。

「で、どうだろう？　私とキルルがいればちょうど三人だ。中間考査も同じ赤組だし、せっかくだから一緒に訓練しないか？」

　それはこちらとしては願ってもない提案に思えた。

　だが、シェリーは難しい表情のままで。

「一緒に競きそい合う相手だからこそ慣れ合うべきではない、という考え方もできるわよ？」

「うーん、まあそこはキチンと分けて考えればいいんじゃないかな？　それを言い始めたらこの学院にいる生徒は全員ライバルだ。そんな考え方をしていると、せっかくの学生生活がとてもギスギスしたものになってしまうよ？」

「……」

「なってしまうっていうか、今まさにそんな感じ……ギャアッ！」

　また鞭むちでバシンッとやられた。メチャクチャ背中が痛い。

「学習能力のない下げ僕ぼくね」

「……相変わらず容よう赦しやのない奴やつだな」

　ハヤテが恨うらめしげにシェリーを睨にらんでいると、ふと誰かに背中をやさしく撫なでられる。

「大丈夫ですか？」

　心配そうな顔をしたキルルだった。

　やさしい……どうやら変になるのは妄もう想そうが暴走した時だけのようだ。

　思わずジーンとなるハヤテ。

　アリアはそんなふたりの様子を見て少し笑いを漏もらす。

「実はキルルがハヤテ君と一緒に訓練をやりたいって言ってね。頼たのむよ」

　彼女が種明かしをすると、ハヤテの背中を撫でていた少女の頰ほおがポッと赤くなる。

「……」

　シェリーはキルルとアリアの顔を順番に見やって……やがてため息をつくと、仕方なさそうに立ち上がった。

「いいわ。世の中には張るべき意地と張るだけ無む駄だな意地があるものだしね」

　今回の場合は後者だったようだ。

　シェリーはアリアたちと訓練することを了りよう承しようした。




　模擬訓練場。野外戦エリア。

　外での戦闘を想定したエリアなだけあって当然のように広い。面積的には隣の模擬戦エリアと同等らしいが、人工林や岩などの障害物によって視界が狭せまい上に、土を盛って段差まで設けられているため、どのくらい進めば壁かべに行き当たるのか分からなくなっていた。

　それだけ広い野外戦エリアなのだが、今は時期が時期なので一グループだけでエリア全域を丸々使えるわけではない。一グループが利用できる時間はあらかじめ決められており、フィールドも全体を横に四分割して、四グループが同時に訓練することになっている。

　ハヤテたちは四分割した内の一番北側を使うように言われ、フィールドの南側では別の三グループがそれぞれ戦闘訓練にいそしんでいる。

「実際の試験場はもっと広い上にここみたいに壁があるわけじゃないけど、『ヴァルハラの加護』がかけられている範はん囲いは決まっているし、ライン際ぎわ──訓練場の場合は壁かべ際ぎわだけれど──に追い詰つめるという戦略は本番でも有効だよ」

　アリアがスラスラと解説している間も、俺たちは入念にストレッチを行なった。

「じゃあ、シェリー君たちが東側、キルルが西側の壁際からスタートしようか。私は審しん判ぱん役を務めるよ」

「え？　いいのか？」

　思わず尋ねる。アリアは訓練をしなくてもいいのだろうか？

「私は契約獣サーヴアントが好きでこの学院に入っただけで、戦うのはどうにも苦手なんだ。『学内ランキング』にもたいして興味はないしね。それにミリアは索敵や情報収集に優すぐれてるから、ふたりがエリア内をどう移動したかとか、そういった戦闘データもあとでまとめて見せてあげられるよ」

「そっか……なんか悪いな。つき合わせて」

「いいからいいから」

　アリアは笑ってハヤテたちを見送ってくれた。

「あいつっていい奴だな」

　人工林エリアを抜けながらシェリーに話しかける。

「あいつって、アリアさんのこと？　それともキルルさん？」

「まあ、今言ったのはアリアの方かな。キルルもいい子だと思うけど」

「……随ずい分ぶんとあのふたりのことを気に入っているようね」

　へっ？と思った時にはもう、ハヤテはシェリーに足あし払ばらいをかけられていた。

「うおっ！」

　転てん倒とうするが、彼女がこちらの腕うでを取ってやさしく衝しよう撃げきを殺してくれたので、打ちつけた尻しりはそんなに痛くなかった。

　痛くはないが、自然と視線の高さが変わる。

　ハヤテのことを見下ろす彼女の視線は……それはもう永久凍とう土どよりも冷たく細められていた。

「勘かん違ちがいしてはダメよ、ハヤテ」

　シェリーの長い人差し指がハヤテの首へと伸のばされ……第一関節を引っかけるようにして首輪を持ち上げる。

　首の裏側が圧あつ迫ぱくされ、自然と顔が上向かされた。

　彼女の顔が鼻先まで近づけられる。

「あなたは私の下僕なのだから、ほかの女になびくだなんて言語道断。もし誰だれ彼かれ構わず尻尾しつぽを振るような真似まねをしたら……」

「……したら？」

「引っこ抜ぬくわ」

「何を⁉」

「引っこ抜くわ」

「二回も言った⁉」

　結局どの部位をどうするのか明言はしなかったが、目が真剣マジだった。

　これは嫉しつ妬となんだろうかと思いつつ、それを言ったら今すぐ引っこ抜かれそうだったので、ハヤテはただただ頷うなずいておいた。

　それからまたふたりで東側の壁を目指して歩き出す。

　気がつけば人工林は終わり、岩と砂だけのエリアとなっていた。野外のいろいろな環かん境きようを再現しているようだ。

「おっ、壁が見えてきたな」

　視界を遮さえぎるものが減ったおかげでエリアの端はしが見えてきた。

「そういえばキルルってさ」

「は？」

「いや、そんな威い圧あつ的な声出すなよ……。じゃなくて、これから戦闘訓練するんだからどんな魔女騎士ヘクセンリツターなのか知っておきたいんだって。あの黒い契約獣サーヴアントのこととか」

　昨日、雷らい撃げきを浴びせられたのは覚えているが、ほかにも能力があるかもしれない。特に前に出て戦うのはハヤテなのだから、なるべく対策は打っておきたかった。

「キルルさんの契約獣サーヴアントは黒獣ブラツクドツグ。別名ヘルハウンド。死と雷かみなりの化け身しんなんて呼ばれ方もするわね。その能力は極きわめて高く、おまけに汎はん用よう性に富むわ」

「具体的には？」

「まず狼おおかみの敏びん捷しよう性。牙きばに爪つめ。闘とう争そう本能も高い。さらに体毛から雷を生み出し、それを全身に纏まとうことも、あるいは雷撃として放って遠えん距きよ離り攻こう撃げきを仕掛けることもできる。遠近に隙すきのない相手ね」

「もうそれだけで怖こわくなるな……。で、肝かん心じんの『魔導器ワンド』の方は？」

「……確か、キルルさんの場合は手甲ガントレツトだったと思うけど、詳くわしい能力は分からないわ」

「分からないって？」

「雷系統の能力であることは間ま違ちがいないと思うけれど、実際に見たことはないわね」

「何で？」

「彼女、実技の授業はあまり熱心じゃないのよ。この前の模も擬ぎ戦も休んでいたし」

　要するにキルルがどんな戦い方をするのか分からないということだ。

　とはいえ、あくまで訓練なのだし、ハヤテ自身まだ戦うことに慣れていないのも事実。

「まあ、とりあえずは気負わずやってみるか」

「いいえ、やるからには全力よ。塵ちりひとつ残さず消し炭にしなさい」

「……お前に友達がいないのって、絶対にその性格が関係してるからな？」

　そりゃまあ過去の出来事から色眼鏡で見られている部分もあるだろうけれど。

「……」

　もしくは偏へん見けんを持たれているからこそ、こんな性格になったのだろうか？

　周囲の悪意から身を護まもるための攻撃的言動。

　攻撃は最大の防ぼう御ぎよ。

　敵は叩たたき潰つぶす。

（だからって、誰彼構わず牙を剝むくのもなあ……）

　少なくともこうして野外戦エリアを使えるのは彼女たちのおかげだ。

　もうちょっと他人に対して心を開いてもいいんじゃないかと思う。

　そんなことを考えていると、西の壁際で天てん井じように向かって一条の雷が迸ほとばしる。

　キルルがスタート位置に着いたのだろう。

　ほぼ同時に、ハヤテとシェリーも東の壁際に到とう着ちやくする。

「こっちも合図を送らないとね。さ、早くしなさい」

　シェリーは胸の谷間にある結印をハヤテに向かって差し出す。

「……分かってるって」

　と言いつつ、少女の胸むな元もとへ手を伸ばすのはどうしても緊きん張ちようする。

　ハヤテは強こわ張ばる右手の結印をシェリーの胸のそれと重ねた。

「創造クリエイシヨン！」

「んっ……ああぁ！」

　以前と同じ文言を唱え、シェリーのせつない声とともに炎ほのおの剣けんを引き抜く。

　ビクトリア戦の時のように、やはり剣から力が流れ込んでくるが……。

「？　どうしたの？」

「いや……」

（何だろう……なんか違い和わ感が）

　前のビクトリア戦では気づかなかった妙みような〝ズレ〟──それが最初からあったものなのか、それとも今日はじめて感じたものなのか判別はつかない。

　だが、どうにも変だ。

　何かが足りない気がする。

　それが何なのかは現時点では分からないが……とりあえず、ハヤテはその違和感を無視しておくことにした。今は目の前の戦せん闘とう訓練に集中だ。

「じゃあ、始めるぞ」

「いつでもどうぞ」

　ハヤテは炎の剣を天上へと向け、火柱を放つ。
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　それが開始の合図。

「風の中で踊おどりし者、汝なんじが祝福によって、我を大地の楔くさびから解き放ちたまえ──《飛翔フリーゲンウオーク》」

　まずシェリーが魔法で自身の機動力を確保する。

　それを確かく認にんするとハヤテは剣を担かついで走り出した。彼のすぐ後ろを、地面からわずかに浮ういたシェリーが滑すべるように追いかけてくる。

　とりあえず、ただただまっすぐ進んでいるため、あっという間に先さき程ほど通り抜けた人工林エリアに辿たどり着き、その中へと突とつ入にゆうしていく。

「向こうはどう攻せめてくると思う？」

「黒獣ブラツクドツグの能力は遠近に長たけているから、戦術の幅はばはだいぶ広いわ」

「できれば接近戦がいいなあ……」

　剣から炎を出すことはできるが、慣れていないのでいまいち技わざの精度が安定しないのだ。

「まあ、まずはキルルさんがどこにいるか見つけることね」

「だな」

　ハヤテたちは索さく敵てき能力でどうしても普ふ通つうの契約獣サーヴアントに劣おとる。

　黒獣ブラツクドツグが狼の敏びん捷しよう性だけでなく嗅きゆう覚かくをも有するならば、まず間違いなく先手はキルルたちに取られるだろう。問題はその先制攻撃にどう対処し、どう反はん撃げきするかだ。

　そういう意味では、この人工林エリアは視界が確保しづらく厄やつ介かいな場所だが……。

「邪じや魔まな木ね。焼き払はらいましょうか」

「いや、怒おこられるんじゃねーの？」

「実戦ならアリだと思うけど？」

「一いつ瞬しゆんで消し炭になって風化するならともかく、生木が燃えるのって相当時間がかかるだろ……火で道は塞ふさがれるし煙けむりで視界は悪化するし、デメリットしかないんじゃないか？」

「言われてみればそうね」

「だろ？」

「ハヤテの分際で生意気だわ」

「あれ？　ここ罵ば倒とうされるところ？」

　理り不ふ尽じんすぎる。

　もう慣れてきちゃったけどさ……。

　走るのに邪魔な枝を斬り払いながら進んでいると、視界の端で何かが光った。

「⁉」

　反射的に炎の剣で斬きり払う。

　光と炎がぶつかり合い、轟ごう音おんを撒まき散らして爆はぜた。

「今のは、雷⁉」

　雷で攻撃されるのは予想していたが、これほどの威い力りよくとは！

　続けざまにピカカッと光がまたたく。

「クッ！」

　音速の鞭むちを超こえる光速の雷撃。

『魔神器ゼーレ』から流れ込むパワーで強化された動体視力でも反応するのが精いっぱいだ。

「何でこっちからは見えないのに、向こうは俺たちの位置が分かるんだ⁉」

「おそらく黒獣ブラツクドツグの鼻でしょうね。匂においで居場所を察知されてるんだわ」

　しかもどうやらキルルは移動しながら雷を放っているらしく、一時として同じ方向から攻撃が来ることはない。

　ともすれば、次の瞬しゆん間かんには数万ボルトの衝しよう撃げきで全身を貫つらぬかれて倒たおれ伏ふすかもしれない。

「案の定というか、遠えん距きよ離り攻こう撃げき一いつ辺ぺん倒とうね。私たちを近づけさせないつもりらしいわ」

　ハヤテの背に護まもられながら、シェリーが険しい視線になる。

「冷静に分ぶん析せきしてる場合か！　どうするんだ⁉　このままじゃ狙ねらい撃うちだぞ！」

「その方がいいのよ」

「はい？」

「いくら黒獣ブラツクドツグが優ゆう秀しゆうな契約獣サーヴアントでも、移動を続けながら相手に狙いを定めて雷撃を放つのには多少のラグが発生するわ。おまけに私たちに着ちやく弾だんさせるために雷を曲げて木々を避さけているから、その分攻撃が届くのも遅おそくなる」

　今やられている雷撃は本当の光速攻撃じゃないということか？

　そのおかげでハヤテも何とか反応できる。

「それにたぶんだけれど、キルルさんは黒獣ブラツクドツグと一いつ緒しよに移動してるわ」

「犬の背中に乗って移動してるってことか？」

「ええ。別行動をしているなら、キルルさんの『魔導器ワンド』の能力が遠距離攻撃にしろ近距離攻撃にしろ、もっと契約獣サーヴアントと連れん携けいを取っていいはずだもの」

　そういえばさっきから攻撃は遠距離からの雷のみだ。

「なんとなく彼女の〝性質〟が見えてきたわね」

「……ほくそ笑えむのもいいけど、まずはこの状じよう況きようをどうにかしようぜ⁉」

　飛来する雷撃を防ぎ続けながらハヤテは悲鳴を上げた。

「少し待ちなさい」

　そう言うとシェリーは魔法の詠えい唱しようを開始する。

「大樹の頂に座す者、万ばん物ぶつを見通す其その眼まなこによって、我が行く手の敵てき影えいを報しらせよ──」

　パキパキパキと空気が凍こおりつく音がして、シェリーの眼前に球状の氷ひよう塊かいができあがる。

「──《見張る者フレースヴエルグアイ》」

　彼女が唱え終えると、できあがった氷塊は宙にふわりと浮いて緩かん慢まんに回り始めた。

「それ、何なんだ？」

「《見張る者フレースヴエルグアイ》。名の通り、敵を発見するための魔法よ」

　一見、球に見えるそれは正十二面体となっており、敵の気配──温度・呼吸・静電気など──を発見するとその位置を光で報せてくれるらしい。

「なんだよ、ちゃんと索敵用の魔法もあるのかよ。だったら……」

「問題はこの《見張る者フレースヴエルグアイ》の有効範はん囲いが半径十メートルしかないことなのよね」

「……おおい」

　相手はどう見てももっと遠くから攻撃してきている。まるで意味がない。

「まあ、《見張る者フレースヴエルグアイ》がそんなに便利な魔法だったら、誰だれも索敵能力で劣るなんて言わないわ。あとはひたすら耐たえながら有効範囲内にキルルさんが偶ぐう然ぜん入るのを祈いのりなさい」

「耐えるのは俺の役目じゃねーか！」

　言うのは簡単だなチクショウ！

　雷らい撃げきを炎の剣で斬り払いながら闇やみ雲くもに移動して、《見張る者フレースヴエルグアイ》がキルルを発見するのをただ祈る。

　だいぶ雷かみなりの攻撃にも目が慣れてきたが、気の遠くなるような作業だ。

　いくら向こうの攻撃が契約獣サーヴアントのものだけとはいえ、ハヤテひとりでは……。

（ん？　待てよ）

　その時、ふとハヤテは妙みよう案あんが浮かんだ。




　　　　▽




「へぇ……」

　ハヤテたちとキルルが戦っている頃ころ、アリアは野外戦エリアの端はしでちょうどいい形の岩の上に腰こしかけていた。

　彼女の前にはミミングが空中に投とう影えいしたいくつものスクリーンによって、「ハヤテたちとキルルの戦いの様子」が映し出されている。《遠見クレアポイアンス》の魔法に似ているがそれよりもずっと鮮せん明めいだ。おまけに《遠見クレアポイアンス》の映像は映す角度が一律固定だが、ミミングが映す映像はエリア中を動き回る彼ら彼女らの動きを自動追つい尾びしている。

　これらは彼女の契約獣サーヴアントたるミミングの体に仕組まれた〝機械〟という機構によって行なわれている──たとえば黒獣ブラツクドツグが雷撃を放つ場合、契けい約やく者であるキルルの魔力を幾いくばくか使用するが、機械は魔力を必要とせず動く。仮にアリアの魔力が枯こ渇かつしたとしても、ミリアはその能力を遺い憾かんなく発揮できるのだ。

　ただデメリットもある。たとえば黒獣ブラツクドツグは使用する魔力量を増やすことで雷撃の威力を上げることができるが、機神にはそれができない。能力の使用に魔力を消費しない代わりに、能力の規模は常に一定なのだ。機神が特とく殊しゆな契約獣サーヴアントと呼ばれる所以ゆえんである。

　ある国ではその「常に一定の成果を出すことができる」機構に着目し、機神の構造を真似まねて人間独自の機械装置を開発しているらしいが……。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　ともあれ、ミミングの能力のおかげで、アリアはこうしてエリアの隅すみで座ったままでも、充じゆう分ぶんに二組の戦いを観測することが可能なのだった。

「ハヤテ君はおもしろいこと考えるんだね」

　正面のスクリーン──ハヤテとシェリーの動きを映している映像を見ながら、アリアは楽しそうに微笑ほほえんだ。

　木の根元で姿勢を低くしている彼らは《見張る者フレースヴエルグアイ》の魔法に改良を加えようとしていた。

「さてと、キルルはどうするのかな……？」

　一瞬、アリアは寂さみしげな苦く笑しようを漏もらして。

「そのままじゃ負けちゃうよ」




　　　　▽




「……？」

　キルルはふよふよと空を飛んできた氷塊を見て、怪け訝げんな顔をした。

（《見張る者フレースヴエルグアイ》の遠えん隔かく操作……？　でもこんなもの）

《見張る者フレースヴエルグアイ》を遠くへ飛ばすことができるのはキルルも知っていた。

　だが、《見張る者フレースヴエルグアイ》は光で敵の居場所を報せる魔法だ。ならば当然、その光が使用者の目に見えなければ意味がない。人工林内で《見張る者フレースヴエルグアイ》を遠くへ飛ばしても、木々に邪魔されて光が遮さえぎられてしまう。

《見張る者フレースヴエルグアイ》がキルルたちを有効範囲内に捉とらえ、チカチカと瞬またたいた。しかし、その光の合図が見える位置に彼らはいない。

（まあ、念のため……）

　キルルは黒獣ブラツクドツグにこの場を離はなれるよう指示する。

「クロ。行って」

「ガウッ！」

　黒獣ブラツクドツグの俊しゆん敏びんな動きに《見張る者フレースヴエルグアイ》はまったくついてこられず、あっという間に見えなくなった。

　──と、安心したのもつかの間。

「！　こっちにも《見張る者フレースヴエルグアイ》が⁉」

　移動した先にまた新たな《見張る者フレースヴエルグアイ》が現れ、チカチカと瞬いてキルルの居場所を報せ始める。

　どうやらあちらは《見張る者フレースヴエルグアイ》を複数同時に展開させて、数でこちらの位置を調べようとしているようだ。しかし、人間が一度に出力できる魔力・魔法は限られている。どうやったところで《見張る者フレースヴエルグアイ》を同時に展開できる数は十数個が限度のはず。

　だいいち、結局はその光が術者に見えなければ意味は……。

「え？」

　その時、キルルはさらにもうひとつの《見張る者フレースヴエルグアイ》が宙に浮ういているのを発見した。ふたつの氷塊はやや間かん隔かくを開けて配置されており、キルルを発見した《見張る者フレースヴエルグアイ》の光をもう一方の離れた位置にある《見張る者フレースヴエルグアイ》が反射して、さらにさらに離れた位置へと光を発信している。

（《見張る者フレースヴエルグアイ》に《見張る者フレースヴエルグアイ》を見張らせて……⁉）

　それは想像もしていなかった《見張る者フレースヴエルグアイ》の使い方だった。

　──そもそも魔女騎士ヘクセンリツターは魔法を軽視しがちである。契約獣サーヴアントや『魔導器ワンド』の方がはるかに優すぐれた能力を持っているからだ。こうやって魔法に工く夫ふうを加えようという発想そのものが本来なら必要ない。

「……あ！」

　キルルは呆あつ気けに取られている内に何秒も無む駄だにしてから、ようやく《見張る者フレースヴエルグアイ》を黒獣ブラツクドツグの雷撃で破は壊かいすることに思い至った。

　だが、その判断はあまりにも遅い──

「だあー！　方向間ま違ちがえた！」

　それは聞き覚えのある少年の声。

《見張る者フレースヴエルグアイ》は光の色と瞬いた回数で敵の位置を教える──おそらく今のセリフからして、彼はそのどちらかを読み間違えたのだろう。

　だが、それでも彼は黒獣ブラツクドツグに乗る彼女に追い着いた。

　ザバンッ！

　キルルから見て直上の枝葉がまとめて焼かれ、斬きり払われ、ひとりの少年が目の前に落ちてくる。

　どうやら彼は木の枝から枝へと飛び移りながら移動してきたらしい。頭に葉と蜘蛛くもの巣をくっつけたハヤテは炎ほのおの剣けんを携たずさえながら、キルルのことを見み据すえた。

「見つけた！」

「ヒッ！」

　ハヤテに威い嚇かくの意図はなかっただろうが、思わずキルルは小さな悲鳴を漏らす。

　これがあくまで訓練ということは分かっていた。模も擬ぎ訓練場の施し設せつ内では『ヴァルハラの加護』が働くことも分かっていた。だが、彼女の手足は硬こう直ちよくし、無意識に自分の契約獣サーヴアントにしがみついていた。それが黒獣ブラツクドツグの動きをも阻そ害がいする。

「グルルッ！」

　黒獣ブラツクドツグは懸けん命めいに主あるじを護まもろうと身構えるが、お荷物を抱かかえた状態ではそれも無理な話だ。

　瞬しゆん間かん。ハヤテがわずか一歩で間合いを詰つめ、火花を噴ふき散らす刃やいばが彼女に迫せま──
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「──っと、こんなところか」

「……？」

「訓練終しゆう了りよう、ってことだよ」

　ハヤテはキルルに当たる〝直前で〟止めた刃を引っ込め、緊きん張ちようを解く。

　数秒の間を置いてこちらの言葉の意味が伝わったのか、彼女の手足からドッと力が抜ぬけて表情の強こわ張ばりが消える。

（いちおう寸止めにしといたんだけど、思ったより怖こわがらせちゃったか……？）

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい……」

　キルルは小さく頷うなずきながら黒獣ブラツクドツグの背から降りようとするが、変に力が抜けていたためか、地面に足をつけるとそのまま膝ひざから崩くずれ落ちる。

「危なっ！」

　ハヤテはとっさに彼女を助けようと体を滑すべり込ませた。

「キャッ！」

「痛ッ！」

　木の根に頭をぶつけた……。

　しかし、キルルは無事だったので、痛い思いをした甲か斐いはあったようだ。

「あの……」

　ハヤテの腕うでの中で小こ柄がらな少女はもじもじしている。

　なんとも小動物のようでかわいらしい。

　そんなことを考えていると、

「──ご主人様のいないところで何を乳ちち繰くりあっているのかしら？」

　いつの間にか現れたシェリーが腕うで組ぐみをして、抱だき合っているふたりを見下ろしていた。

「違っ！　俺はただ助けただけだ！」

「部屋に戻もどったらお仕置きね」

　弁解が無駄だと悟さとったハヤテは仕方なくため息をつく。

「えーと、何だい？　この状じよう況きよう？」

　そこへ審しん判ぱんをしていたアリアが現れ、なぜか勝った方のハヤテが意気消しよう沈ちんしているのを見て首を傾かしげた。

　──その後、数戦こなしたあと、次のグループが使う時間になってしまったので、今日の訓練はここまでとなった。

「さて、じゃあ少し汗あせを流したら『ベリーインカフェ』に行きましょうか」

「げ……」

　アルバイトがあることをすっかり忘れていた。




　それから一週間、午前授業が終わればアリアとキルルと一いつ緒しよに野外戦エリアや模擬戦エリアで訓練訓練。終わったら即そく仕事というハードスケジュールが繰り返された。

　毎日夜になると速そつ攻こうでブッ倒たおれていたけど……おかげでそれなりに『魔神器ゼーレ』の扱あつかいにも慣れ、ついでに料理の盛り付けも三秒ほど速くなり、それなりに成果は出ていた。

　シェリーの方も《見張る者フレースヴエルグアイ》で構築した監かん視し網もうの効率化に成功したらしく、中間考査へ向けて着々と準備が整っていく。

（振ふれば振るほど炎の剣は手に馴な染じんでくる……でも、何か足りない気がするんだよなあ）

　相変わらず『魔神器ゼーレ』を引き出す時に感じる妙みような〝物足りなさ〟は消えていなかった。

「ん～～～」

　今日も今日とて訓練を終え、ハヤテは寮りようの中庭を散歩していた。今はシェリーが部屋でシャワーを浴びているので、その間の暇ひま潰つぶしである。

　暇潰しついでに〝足りないもの〟について考えていたのだが、全然答えは見つからない。足りないというのも全すべては彼自身の感覚の話なので、相談しようにも何をどう説明すればいいのか分からなかった。

　あるいは失われた記き憶おくの中に、この物足りなさの答えがあるのかもしれないが……どちらにせよ今のハヤテには分かるはずもないことだ。

「ん？」

　そろそろ放課後のアルバイトの時間なので部屋に戻ろうとしたところで、ふと見知った顔が階段の陰かげに隠かくれて座っているのを見つけてしまった。

（キルル？）

　彼女とはさっき訓練を終えて別れたばかりだ。

　こんなところで何をしているのだろう……？

「よう」

「ハ、ハヤテさん！」

　声をかけると、キルルは慌あわてたように立ち上がり、階段の陰から出てきた。

　その目元がかすかに赤くなっているように見えて……。

「どうかしたのか？」

「えっ、あ、あの……」

　わたわたと手を振り、慌て始めるキルル。

　何かを誤魔化そうとしているのがバレバレである。

「よければ相談に乗るぞ？　ほら、訓練とかで世話になってるし」

「……」

　キルルはしばらく躊躇ためらっていたようだが、ハヤテがその場から動かないのを見ると諦あきらめたように……おずおずとだが口を開き始めた。

「その……今日の訓練でもおふたりに勝てなかったので、三日後の試験が不安で……」

「……あー」

　思いっきりハヤテが関係している悩なやみだった。

　道理で言いづらそうにしていたはずだ……。

　この一週間、ハヤテとシェリーはずっとキルルとアリア──というか、アリアは審判ばかりしているので、実質的にキルルとばかり野外戦エリアで戦せん闘とう訓練を行なっていた。そのほとんどがハヤテたちの勝利で終わっている。

　試験が三日後に迫せまったタイミングで、むしろそのことを思い悩まない方がおかしい。

「えっと……」

　ある意味キルルの悩みの原因とも言えるハヤテは、彼女に何と声をかければいいか分からなくて微び妙みように言葉に詰まる。

　そうこうしていると、先に彼女の方が続きを話し始めた。

「あたし、どうしてもダメなんです……戦うとなると、なんだか怖くなってしまって。『ヴァルハラの加護』があるから大丈夫だって頭では分かってるんですけど、いざとなると足が竦すくんで……」

　自じ虐ぎやく的に笑いながら黒獣ブラツクドツグの頭を撫なでるキルル。

「クゥン……」

　そんな彼女の契約獣サーヴアントが心配するようにひと声鳴いた。

　戦うのが怖い……か。

『ヴァルハラの加護』は〝戦う意思を有する者〟にのみ効果がある。

　ダメージを負って怯ひるむ程度ならばともかく、最初から戦いに恐きよう怖ふしている者ははたして戦士か──その迷いがさらに恐怖を呼び込み、戦う意思を削そぐ。負のスパイラルだ。

　とはいえ、目の前で悩んでいる少女をこのまま放ほうっておくこともできない。

　ハヤテは頰ほおをかきながら言葉を探す。

「まあ……その、なんだ、そんな慌てなくてもいいと思うぞ」

「……？」

「戦うのが怖いなんて当たり前だろ？　俺だって最初は怖かったしさ」

「当たり前……でも、あたしは魔女騎士ヘクセンリツターだから」

「魔女騎士ヘクセンリツターだからって、キルルは女の子じゃないか。怖がるのは当然……」

（って、この世界じゃ女性は〝強いもの〟なんだっけ。俺の中の男女の価値観でものを語るのは的はずれなのかも……）

　と、ハヤテは一いつ瞬しゆん焦あせったが、こちらの言葉を聞いた方のキルルは目を丸くしていた。

　彼の中の価値観が世界の常識からはずれているからこそ、彼女に大きな衝しよう撃げきをもたらしたのかもしれない。

「あの……それじゃあハヤテさんはどうやって恐怖を克こく服ふくしたんですか？」

　キルルは尋たずねてくる。

　ハヤテは少し考え……

「〝戦う理由〟ができたからかな」

「理由？」

「キルルだって、そいつが見つかればきっと戦うのも怖くなくなるさ」

　模擬戦の時、足が竦んでいたハヤテがシェリーを助けるために駆かけ出せたように。

「ハヤテ。何をしているの？　もう行くわよ」

　その時ちょうど階段を下りてきたシェリーに声をかけられ、ハヤテは振り返る。

　どうやらキルルと話し込んでいる間に、彼女のシャワータイムは終わったらしい。

「悪い。バイトの時間みたいだ」

「あ……そうですか」

　キルルはあからさまにがっかりとした顔をする。

　そんな顔をされるとこちらとしても半はん端ぱな形で見捨てるみたいで、微妙に後味が悪い。

　なので、ハヤテはこっそりと彼女に顔を近づけて。

「試験が始まる前にまた相談に乗るからさ。いつでも部屋に来てくれよ」

「えっ⁉　ハ、ハヤテさんの部屋に⁉」

「え？」

　やや大声で驚おどろかれ、ハヤテは思わずキルルから顔を離はなしてしまう。

「いや、部屋っていっても俺のじゃなくてシェリーの部屋なんだけど……」

　ハヤテは念のため訂てい正せいするが、瞬間的にトリップ状態に入ったキルルには聞こえていなかった。

「男の人に部屋に誘さそわれて……若い男女が密室で……ふたりきり……」

　物もの凄すごい小声で何かを呟つぶやいている。

「ハヤテ！　早くしなさい！」

「あ、ああ！　じゃあ、俺行くから」

　時間に遅おくれてシェリーに折せつ檻かんされるのが怖こわかったハヤテは早口に告げ、先に行ってしまう彼女のあとを追う。

　一方、その場に残されたキルルの目は相変わらずトリップ中だった。

「あぅ！　ダ、ダメっ、そんな……あたしはじめてですから……」

「くぅん……」

　先さき程ほどとは違ちがう意味で大変そうな主あるじを心配して、黒獣ブラツクドツグは再度気き遣づかわしげな鳴き声を上げた。
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　そんな彼女らの様子を寮の陰から見守るひとりと一いつ匹ぴきのペアがいた。

「なぜわたくしがこんなことを……」

「シャー……」

　ビクトリアとリンディスである。と言っても主体はビクトリアで、翼つばさのある大だい蛇じやは主人に従ってついてきているだけだが。

　ちなみに彼女がこうしてハヤテたちを覗のぞき見するようになって、今日で一週間が経過している。

　なぜ彼女がこんな貴族にあるまじき行こう為いをしているのかというと。

（何もかもあの男のせいですわ……！）

　ビクトリアは声に出さず憤ふん慨がいする。

　一週間前、つまりは中間考査のグループ分けがあった日……あの時、ビクトリアはハヤテたちに声をかけようとしていたのだ。バトルロワイヤルの訓練に最適な野外戦エリアの使用には三人以上の申しん請せいが必要で、クラスで浮うき気味の彼らには使えないだろうから、特別に彼女のグループと一緒に訓練させてあげようと思ったのが理由だった。

　もっとも、ビクトリアが声をかける前にアリアとキルルが話しかけてしまったため、結局彼女の慈悲深い提案が行なわれることはなかったのだが……どうにも気になってしまって、こうして彼らの様子をこっそりと観察しているのである。

　実のところ、どうして自分がここまでするのかビクトリアには分かっていない。

　あるいは心の奥で〝もしかして〟と芽生えかけた感情を、頭で認めたくないと思っているのか……？

「い、いいえ！　あの男を誘ってあげようと思ったのは、単に模も擬ぎ戦の借りを試験でキッチリ返すためであって、そのためには彼にはキチンと準備をさせてあげるべきという騎士道精神に則のつとった提案で、決してやましいところなどありませんわ！」

　ゆえに自分の行ないは正当なはずである。

　むしろこちらの心配りを察して、彼の方から頭こうべを垂れて彼女の慈じ悲ひに縋すがりにくるべきではないのか？

　わたくしがこんなにも心を砕くだいて差し上げているというのに！　それなのにあの男ときたらこちらの気も知らずにシェリーさんと……それだけでなくアリアさんやキルルさんとも仲よくしているなんて！

　改めてそう考えると段々ムカムカしてきた。

「こうなったらゼェーッタイに！　今度の試験であの男に目にもの見せてやりますわ！」

「シャー……」

　突とつ然ぜん、ひとり芝しば居いを始めた少女を、彼女の契約獣サーヴアントが心配そうに見つめていた。







　第五章　彼と彼女の主従契約マスター＆スレイブ







　中間考査を翌日に控ひかえ、イヴァルディ教室の生徒たちは女王直ちよつ轄かつ領にある試験場へ向かうことになった。

　距きよ離りの関係もあり、移動には馬車が使われる。

　試験はクラス単位で実じつ施しされ、試験日も数日ズラして行なうそうだ。これは自主練などに使う模擬訓練場の使用権を巡めぐった諍いさかいを減らすとともに、一度に全生徒を試験場へ移動させると馬車が街かい道どうを塞ふさいでしまうので、それを防ぐ意味合いもあるらしい。

　試験場には今日の夕方の内に到とう着ちやくし、その後は隣りん接せつした宿しゆく泊はく施し設せつで明日の試験当日までゆっくりと移動の疲つかれを取る流れになるそうだ。

　そんな道中。

「おおー、馬車はえー！」

　はじめて乗る馬車のスピードにハヤテは素す直なおに感動していた。

　ついこの前アヴニールの街中をシェリーとデートした時もそうだが、どうも自分は見知らぬ場所や土地へ行くのが好きらしい。明日は中間考査だというのについワクワクしてしまうタチのようだ。

　いやはやまったく馬車に乗せてもらえてよかった。

　ハヤテが乗っている馬車内部は広めに造られているので、同乗者のアリアのミミングやキルルの黒獣ブラツクドツグのように馬車に乗れる契約獣サーヴアントは馬車に乗っているが、何らかの事情があって一いつ緒しよに乗るのが困難な契約獣サーヴアントは専用の輸送車で運ばれる。

　もっとも、中には何時間も窮きゆう屈くつな輸送車のケージに入るのが嫌いやで、自力で馬車についてきている契約獣サーヴアントもいて、彼らの姿は流れゆく景色と一緒に窓から眺ながめることができた。

「そういえば、中間考査をやる試験場ってどんなところなんだ？」

「……」

　隣となりの席に座るシェリーはハヤテの質問に答えず、黙もく々もくと外の風景を眺めていた。

　何だろうか？　表情が妙みように物もの憂うげというか……。

　ハヤテが首を傾かしげていると、対面に座るアリアが「あー……」と気まずそうな声を上げる。

「そうか。ハヤテ君は記き憶おく喪そう失しつだったね」

　そう言って彼女は身を乗り出し、ごにょごにょっと耳打ちをしてくる。

「今は女王直轄領になっている試験場はね、元はシャルラッハロート家が所有していたものなんだ。財産を没ぼつ収しゆうされた折に土地も召めし上げられたんだよ」

「……！」

　己おのれの失言に気づき、とっさに口を手で押さえる。

　そろそろとシェリーの方を横目で見るが、彼女は先程と同じ姿勢で窓まど枠わくに肘ひじをついて視線は外を向いたままだった。

　かつて自分が暮らしていた土地へ近づいていることをどう思っているのか……その横顔からは読み切れなかった。




　当初の予定通り、陽ひが暮れかけた頃ころにイヴァルディ教室一行は試験場に到着し、すぐ傍そばの宿泊施設へ入って各人ごとに部屋を割り当てられた。

　もちろんハヤテはシェリーと一緒の部屋となる。

　ここで明日まで体を休めて、いよいよ試験本番となるわけだが……。

「……なぜ俺はベッドの上で組み敷しかれているんでしょうか？」

「なぜ私があなたをベッドの上で組み敷いていると思う？」

　フフフ、と妙に不ふ穏おんな微び笑しようを漏もらしながらシェリーは問い返してきた。

　馬車で移動中の時とはうってかわって、ふたりきりになった途と端たんなんとも楽しそうである。

　ついさっきまでシェリーはお風ふ呂ろに入っていた。ハヤテも先にシャワーだけ済ませている。で、お風呂から彼女が何も身に着けずに出てきたので、慌あわててバスローブを着ろとだけ言って後ろを向いたら──突然、ベッドの上に放ほうり投げられて、そのまま背中に跨またがられたという塩あん梅ばいだ。

「……！」

　せめてうつ伏ぶせの姿勢であることが幸いと言えた。

　何でって、前述の通りシェリーは風呂上がりである。いい匂においがする。しかも……これたぶん、彼女はバスローブを着ていない。

　背中にどエラいやわらかい感かん触しよくが当たっていた。

「えーと、それで結局何がしたいんだ？」

　なるべく平常心を保ちながらハヤテはもう一度尋たずねた。

　シェリーは人の肩けん甲こう骨こつの辺りに手を載のせると、ググッと体を折り曲げて、吐と息いきが耳の裏側をくすぐるような距離で囁ささやく。

「最近、とても頑がん張ばっている下げ僕ぼくのためにマッサージをしてあげようと思ってね」

「へ、へぇー」

　ほとんどこちらの背中に密着するような姿勢で彼女が囁くものだから、お尻しりや吐息に加え、重量感のある胸までもが人の理性に牙きばを剝むいてくる。緊きん張ちようで冷ひや汗あせがダラダラと流れ、平静を装よそおうあまり声が平へい坦たんになるのも仕方がなかった。

「じゃあ、じっとしているのよ。天てん井じようのシミを数えている間に終わるから」

「……それじゃ一生終わらないな」

　うつ伏せで天井のシミを数えるのは無理だ。

「んっ……」

　シェリーは口から息を吐はいて、ハヤテの腰こしに当てた指に力を込こめた。

　なんだかんだで数時間にわたって馬車に乗っていたので、腰の筋肉はそれなりに凝こっている。あと連日の訓練とアルバイトで疲ひ労ろうもいくらかたまっていた。

　それらの凝りを解ほぐし、明日の試験本番に備えるという実益も兼かねたサービスなのかもしれない。

　まあ、それはいいのだが……。

「ん……ぅん……」

　シェリーがツボを押すために座る位置を微び調ちよう整せいする度たびに、彼女のお尻がぎゅうぎゅうと背中に押しつけられ、何度も理性の鎖くさりが引きちぎられそうになる。
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「んっ……硬かたいわね」

「そりゃまあ毎日あれだけ訓練して働いてばっかりしてたらな」

「本当に……硬いわ。男の子ってみんなこうなのかしら……んっ」

「……」

　どうでもいいけどツボを押す度に小さく吐息を漏らすのはやめて欲しい。

　ドキドキする。

「ねぇ」

「ん？」

「まだ私をあなたの奴隷ものにする気は起きないの？」

「ブッ！」

　なんつータイミングでその話を蒸むし返すんだよ！

　いや、というか、むしろタイミングを見計らってハヤテのことを揺ゆさぶっているのだろうか？　だとしたら効果覿てき面めんだ。ドキドキしていた心臓はすでにバクバクと高鳴っている。

　まあ、別に……俺だって、女の子から面と向かって好きだと言われれば、そりゃ、嬉しい。うん、もちろん、嬉しい。好きな相手を下僕と呼んで、首輪をつけて、拘こう束そくするのも……まあ、歪ゆがんでる気もするが、まあ、相手を自分だけのものにしたいって気持ちは分かる。好きっていうのはたぶん、少なからずそういう一面がある。

　だが、その対価として、自分を奴ど隷れいにして好きにしていいと言われるのは、やはり困ってしまうのだ。

「……」

「その様子じゃ、まだ結論は出ていないみたい……ね！」

　語ご尾びを強調しながら、シェリーは今までよりずっと強くツボを押す。

「ギャアアアア！」

　突然降って湧わいた激痛にハヤテは悲鳴を上げた。




　　　　▽




「ギャアアアア！」

　ハヤテが上げた悲鳴をキルルは部屋の外で聞いていた。

　具体的には扉とびらの前で、ノックをしようとした直前に、である。

「ウギャッ！　おまっ、そこギャアアアア！　待っグギャアアア！」

　中から聞こえてくる悲鳴はもはや絶ぜつ叫きように近かった。

　まあ実際はただマッサージでツボを押しているだけなのだが、外にいるキルルにそれが分かるはずもない。

「……！」

　キルルは特にこうハッキリとした用事があってシェリーの部屋を──正確にはハヤテのいる部屋を──訪ねたわけではなかった。

　ただ、なんとなく。

　試験を明日に控え、また手が震ふるえ出して……折おり悪く幼おさな馴な染じみのアリアを見つけることもできず、ふと数日前に彼が自分に投げかけてくれたセリフを思い出し、ここまで来たのだ。

「……」

　キルルには友達が少ない。幼馴染のアリアしかいないとも言える。

　昔から話すのが苦手で押しも弱く、気弱な性格だった。

　また運が悪いことに──世間的に見ればいいことなのだが──彼女の保有する体内魔ま力りよく量は非常に多く、魔女騎士ヘクセンリツターとして高い素質を備えていた。

　素質が高い娘むすめが生まれれば、当然親からの期待を多く背負う──それが気弱な彼女には苦痛だった。

　だが、その期待を裏切る勇気もまた彼女にはなかった。

　戦うのは怖こわい。しかし、いい成績を残さなければ親を裏切ることになる。学院での生活はそんな自分の本心と周囲の思おも惑わくの間で板いた挟ばさみの日々で、いつも逃にげ出したい気持ちでいっぱいだった。

　だからと言うか、キルルはよく〝ここにはいない自分〟を妄もう想そうするクセがある。

〝ある日突とつ然ぜん、悪い奴隷商に捕つかまってどこかへ売り飛ばされる自分〟とか。

〝ある日突然、魔力を失って親から失望されて実家の隅すみっこに放置される自分〟とか。

　妄想の中ですらやたらとネガティブなのはともかく……共通しているのは、そうなってくれたなら、自分はもう何もせずに済むという点だ。

　誰だれかに自分の全すべてを奪うばわれるのでも、自分の中から全てが失われるのでもいい。

　ただ楽になりたいというのが彼女の願いだった。

　そんな彼女に……ハヤテは「戦うのが怖いのは当然」と言ってくれた。それは今まで誰もかけてくれなかった言葉だ。

　あの時あの言葉を聞いて、試験前に張り裂さけそうだった心がいくらか軽くなった。楽になった。

　こうして再び彼を訪ねたのも、もう一度楽にして欲しかったからだ。

　なのに……彼が苦しんでいるのだと思うと、なぜこうも胸の奥が疼うずくのだろう。

　──助けたいと。

　彼にあたしを、ではなく、あたしが彼を。

　それは何でもそつなくこなす幼馴染にいつも護まもられてきた少女が、はじめて感じる情動だった。




　　　　▽




　翌朝の朝食は試験に影えい響きようが出ないよう軽めのものとなっていた。お腹なかが減りすぎても満たされすぎても人の判断力は鈍にぶるためである。

　食事のあとはしばし自由時間が与あたえられた。

　自由時間をどう過ごすかは生徒によって様々だ。

　軽く運動する者。頭の中でバトルロワイヤルをどう立ち回るかシミュレーションする者。契約獣サーヴアントの体調を確かく認にんする者。やることは人によって違ちがうが、共通しているのは全員がそわそわしているということだろうか。

　なにしろディアスペル王立学院に入学して最初の試験である。

　緊張しない方がおかしい……のだが。

「シェリーは何ていうか、いつも通りだよな」

「そう？　これでも緊張しているわよ」

　シェリーは彼の隣となりで椅い子すに深く腰かけ、優ゆう雅がにお茶などを嗜たしなんでいる。手元も震えていないし、表情もいつも通りだ。

　それで緊張してるとかウソだろ……とハヤテは言いそうになったが、

「……」

　やめた。

　元々シェリーの表情は読みづらい。ハッキリと感情を表に出したことなど、ビクトリアに侮ぶ辱じよくされた時とデートの時、それくらいではないだろうか？

　かといって、彼女に感情がないわけではないのだ。

　家族を取り戻もどしたいという強い決意や、とても深くて温かいやさしさも持ち合わせている。

　態度が平静というだけで、緊張していないと決めつけるのは早計だ。

　だから、ハヤテは違う言葉を口にする。

「まあ、やるからには俺もキッチリ頑張るさ。ふたりでやれるとこまでやろうぜ」

　しかし、シェリーは不満そうに口の端はしをひん曲げる。

「やれるところまでということは、どこまでもやるということよね？」

「お、おう……」

　加減を知らない女だ。

　それがシェリー・シャルラッハロートらしさだと言えば、その通りなのだが。

（……そういやキルルは大だい丈じよう夫ぶなのかな？）

　ふとハヤテの思考は別方向へ転ずる。

　戦うことが怖いと言っていた少女。

　結局、あれから試験関連の相談を受けることはなかった。

　自己解決した……とは考えにくい性格だったと思うが、今どうしているのだろうか？

　ハヤテはそれとなく周囲を見回してキルルを捜さがす……と、いた。

　キルルはアリアと一いつ緒しよにいて、何かを話しているようだった。

「───」

「……──」

　生憎あいにくとここからではふたりの会話は聞こえない。

　しかし、キルルの表情に緊きん張ちようはあるものの、それはよい緊張のように見受けられた。戦いを恐おそれる緊張ではなく、戦いに臨のぞむ緊張を身にまとっている感じがした。

　もしかしたらハヤテの知らないところで、アリアがキルルをよいコンディションへと導いていたのかもしれない。

　まあ、それならそれでよかった。

　とりあえず、思い浮うかんだ懸け念ねん事じ項こうも消えたおかげで胸のつかえも取れる。

　あとは試験が始まるのを待つばかりだった。




　自由時間が終わると、今度は移動となった。と言っても、昨日のような長ちよう距きよ離り移動はなく、宿しゆく泊はく施し設せつから実際の試験場までの短い移動距離だ。

「では、これより中間考査試験の説明をする」

　整列した生徒たちの前に立ったレーラが口を開く。

「まずお前らの前に広がる五キロ四方の大地が試験場となるバトルフィールドだ。『ヴァルハラの加護』が途と切ぎれる場外線には幅はば一メートルの赤いラインが引かれているので、見落とすことはまずないだろう。当然だが故意に場外へ出るのは反則とする」

　五キロ四方のバトルフィールド……模も擬ぎ訓練場の何倍だろうか？　計算しようとして、途と中ちゆうで面めん倒どう臭くさくなってやめた。とにかく相当な広さだというのは理解できる。

「勝敗を決めるルールは基本的に模擬戦と同じだ。魔女騎士ヘクセンリツターの気絶、あるいはバトルロワイヤルからの棄権リタイアによって敗退となる。敗退した者への攻こう撃げきは厳禁。ちなみにどちらの形で負けたとしても成績は同じだ。せいぜい最後まであがけ」

　暗にリタイアするくらいなら最後まで戦い抜ぬけと言いつつ、レーラは説明を続ける。

「次に、お前たちにはこれを配る」

　レーラがそう言うと、彼女と同じ試験監かん督とく官の教師たちが居並ぶ生徒たちに魔硝石マテリアルが嵌はめ込まれた襟えり章しようが手て渡わたされる。

「ついでだ。お前にもやろう」

「……どうも」

　ハヤテも襟章を受け取って、制服に留めた。

「その襟章の魔硝石マテリアルは《通信アンゲルス》の魔法が込こめられている。襟章から発せられる信号で、私たちはお前たちが試験場のどこにいるかを確認しているからなくすなよ。緊きん急きゆう時には襟章に向かって声をかければ、私たちと会話することもできる」

　ちなみにこの《通信アンゲルス》にはプロテクトがかけられていて、生徒同士では通話できないようになっているらしい。あくまで教師と生徒の連れん絡らくにしか使えないそうだ。

「襟章には《通信アンゲルス》のほかに、お前たちの《状態パラメーター》を観測する魔法もかけられている」

　その魔法で試験監督官は生徒の戦せん闘とう時の感情変化や、意識の覚かく醒せい状態を随ずい時じ確認していくらしい。気絶、即すなわちバトルロワイヤルを敗退したかどうかも分かるそうだ。敗退した者は速すみやかに試験監督官が回収に向かうとのこと。

「もしこの襟章をはずしたらどうなるのですか？」

「その場合は信号そのものがロストする。だから襟章はしっかり留めておけ。紛ふん失しつした場合はあとで本人に捜させるからな」

　五キロ四方の試験場の中から小さな襟章を捜せとかゾッとしない。さすがに信号がロストした地点くらいは教えてもらえるんだろうが……。

　あと中間考査では襟章による音声と位置情報の監督のみで、『八大魔宴ヴアルプルギス』の大会のように《遠見クレアポイアンス》などの映像による監かん視しはない。五キロ四方のバトルフィールド全てを監視しようとしたら、大おお掛がかりな設備が必要になる上に莫ばく大だいな費用もかかるからだ。

「安心しろ。もし見えないことを利用して姑こ息そくな手を使う奴やつがいたら、《通信アンゲルス》で私に言えばいい。向こう一年間、流動食しか食えない体にしてやる」

　……たぶん、今の本気の声こわ音ねを聞いた全員の背筋が凍こおりついたと思う。これでつまらない小細工ができる奴がいたら、むしろ人一倍胆たん力りよくがあると逆に評価すべきだ。

　ひと通りの説明を終えると、レーラは最初に試験を受ける赤グループのメンバーに馬車に乗るよう促うながした。馬車に乗った生徒たちは全員目め隠かくしをされ、それぞれバラバラのスタート地点へと運ばれる。

「試験の開始は《通信アンゲルス》で報しらせる。一度バトルロワイヤルが始まったなら、あとは最後に立っているのがひとりになるまで戦って、戦って、戦い抜け。以上だ」




　ハヤテたちが馬車から降ろされたのは丘きゆう陵りようの半ばほどのところだった。

　シェリーによるとここは試験場の南なん端たんのスタート地点らしい。

「始まったら丘おかの上と下どっちに行く？」

「ライン沿いに西……下がいいかしら。この丘の上って木が少し生えているくらいで、ほとんど丸まる裸はだかなのよ。敵が来たら簡単に見つかってしまうわ」

「了りよう解かい」

　まだ登ってもいない丘の上を知っているのは、ここが元シャルラッハロート領だからなのだろう。もしかしたら子供の頃ころに来たことがあるのかもしれない。

『全員準備はいいか？』

　魔硝石マテリアルからレーラの声が響ひびく。襟章をつけているのは無論制服の襟だが、声は問題なく聞こえるようだ。

　シェリーは「はい」と返事をする。続けて現状で何かトラブルが起きていないかと尋たずねられ、これにも問題ナシと答えた。他の生徒も同じように答えたようだ。

『ではこれより赤組の中間考査を始める』

　それっきり襟章からは何も聞こえなくなった。

「……え？　もうスタート？」

「そのようね」

　随ずい分ぶんとあっさりした開始宣言に、シェリーもやや呆あつ気けに取られた表情で頷うなずいた。

「まあいいわ。さっさと行きましょう」

「お、おう」

　当初の予定通り、ハヤテとシェリーは坂を下っていく。

　元からたいした高さの丘ではなかったので、すぐに下に辿たどり着いた。上から見た時も大きな岩があるとは思ったが、二、三メートル級の大岩がゴロゴロしている。足元にはぽっかりと口を開けたクレーター群もあり、それぞれ直径が五～十メートルはありそうだ。

「これって自然にできたものなのか？　それとも試験とか訓練用にわざと？」

　クレーターのひとつを覗のぞき込みながらシェリーに尋ねる。

「昔、シャルラッハロート領が魔ま獣じゆうの群れに襲おそわれた話は覚えてるかしら？」

「え？　あ、ああ……」

「ここもあの時の戦場のひとつになったのよ」

「……！」

「さすがに全部が全部あの当時のままじゃないでしょうけど……あのひとつ目の巨きよ人じん──今では単眼鬼キユクロプスと呼ばれているあいつが、直接抉えぐった穴もいくつか残ってるかもしれないわね」

　淡たん々たんと説明する間も、シェリーは決して表情を動かさなかった。

『ヴァルハラの加護』は魔獣相手の戦闘では効力を発揮しない。

　きっとここで命を落とした者もいたのだろう。

　あるいはかつてのシャルラッハロート領の領民が……。

「人工林ほどじゃないけど、微び妙みように視界が悪いな」

　ハヤテはそのことに触ふれないように、そっと話題を逸そらした。

「……そうね。上から見た範はん囲いだと誰だれもいなかったけれど……念のため、《監視網ロールシヤツハ》を起動しておきましょうか」

《監視網ロールシヤツハ》とは《見張る者フレースヴエルグアイ》を多重展開することで索さく敵てき領域を広げる技わざだ。キルルたちとの特訓中に編み出したもので、単一の《見張る者フレースヴエルグアイ》と分けるために別の呼び方をしている。

　シェリーが魔法で生んだ数十の氷ひよう塊かいが辺りへと散っていく。

《監視網ロールシヤツハ》の有効索さく敵てき範はん囲いはだいたい半径百メートル前後。

　これでも索敵能力では契約獣サーヴアントに及およばないだろう。だが、とりあえず不意打ちされる心配はなくなる。

　一方で《監視網ロールシヤツハ》の外からの長ちよう距きよ離り攻こう撃げきに関しては、『魔神器ゼーレ』で底上げしたハヤテの動体視力に頼たよることになっていた。攻撃速度という意味ではおそらくトップクラスの黒獣ブラツクドツグの雷らい撃げき相手に、十日間みっちり訓練したのだ。その成果が試される。

「ほら、あなたも早く抜きなさい」

「はいはい──創造クリエイシヨン！」

「あ……ン、ッ！」

　……相変わらずこの『魔神器ゼーレ』を抜く時の彼女の声は恥はずかしい。

　ハヤテの手に炎ほのおの剣けんが握にぎられる。

　即そく座ざに柄つかから力が流れ込み、彼の身体能力全ぜん般ぱんを格段に引き上げた。

「……」

「何？　また違い和わ感？」

「うーん、まあ」

「いいから、今は集中しなさい」

「そうだな」

　頭を切り替かえる。

《飛翔フリーゲンウオーク》の魔法をシェリーが自分に施ほどこしたところで、ふたりは移動を開始した。

　シェリーが《監視網ロールシヤツハ》で隠かくれている敵と奇き襲しゆうを警けい戒かいしつつ、ハヤテが《監視網ロールシヤツハ》の外に気を配りながら岩と穴だらけの大地を一キロほど走った頃──《監視網ロールシヤツハ》が敵に反応する。

「右前方百メートル！」

「ッ！」

　シェリーの指示を受け、ハヤテは即座に駆かけ出す。

『魔神器ゼーレ』で底上げされた脚きやく力りよくなら、百メートルを走破するのに五秒もいらない。ただ進路上に大岩がひとつあって邪じや魔まだったので、手前で少しばかり足の裏に力を込め、

「おおおっ！」

　自身の身長より大きな岩をひと息に飛び越こえた。

　空中で炎の剣を振ふりかぶる。

　眼下には大きな火蜥蜴サラマンダーを連れた少女。

「なっ⁉」

　少女はいきなり頭上に現れたハヤテを見て驚きよう愕がくの声を上げた。

　彼女のすぐ傍そばには破は壊かいされた《見張る者フレースヴエルグアイ》が一個落ちている。とりあえず、《見張る者フレースヴエルグアイ》を壊こわしはしたものの、次にどうするか決めあぐねていたようだ──その隙すきは、この場合あまりにも致ち命めい的だった。

「せいッ！」

　落下の勢いをそのままに、ハヤテは相手を一刀両断する。

「あああああッ‼」

　少女は悲鳴を上げて気絶した。

「……」

　念のため『ヴァルハラの加護』がちゃんと働いているか確かめる。チラッと制服の襟えり元もとをめくる際、サラマンダ─が唸うなり声を上げたが幸い嚙かまれることもなく、少女の体に傷ひとつないことを確かく認にんできた。

「ふぅ。よかった」

「何がよかったのかしら？」

「ヒィ！」

　いつの間にか背後にいたシェリーから冷たい声をかけられ、心臓が飛び出そうになる。

「な、何だよ。脅おどかすなって」

「で？　私は私以外の女の胸むな元もとを覗き込んで、何がよかったのかと聞いているのよ」

　返答次し第だいでは殺されそうだった。

「け、決してやましい気持ちは何もないんだって！　ただ『ヴァルハラの加護』がちゃんと働いてるか確認を……」

「へぇー、そう。そのついでに胸も覗いたと」

「違ちがうって！」

「私の胸では不満ということ？」

「だから違う！」

「さっきも触さわったのに」

「それは『魔神器ゼーレ』を取り出すためだろ！」

「やっぱり谷間に触れるだけではなくて、ちゃんと揉もみたいものなのかしら？」

「へ？」

　ハヤテの目が自然、シェリーの豊かな双そう丘きゆうに吸い込まれる。

　あれを揉みたいか揉みたくないかで言ったら……そりゃ、まあ、男の子ですから…………と、そのまま思わず頷きかけたところで、慌あわてて首を横に振る。

「いや、今はそんなこと言ってる場合じゃないだろ⁉」

「そうね」

　ただからかっていただけなのか、シェリーはあっさりと話題を終わらせると襟えり章しように向かって対戦者をひとり倒たおしたことを報告する。

『ほう、初撃げき破はは貴様らか。意外だな』

　基本的に他の生徒と教師の《通信アンゲルス》を聞けないはずなのだが、ハヤテとシェリーはペアだから気を利きかせてくれたのか、レーラの声は彼がしている襟章からも聞こえてきた。

「他の生徒はまだ戦せん闘とうをしていないんですか？」

『そうだな。初のバトルロワイヤルということもあるが、慎しん重ちような奴やつらが固まると序じよ盤ばんは全員が〝待ち〟に徹てつして膠こう着ちやくしやすい』

　要するに敵の出方を見て待ち構える人間が多くなるということか。

　索敵能力に劣おとり、接近戦以外に能のないハヤテたちにとっては少々面めん倒どうな展開だ。

「さて、次はどっちへ行く？」

「そうね……北、フィールドの中央へ向かってみましょうか」

「じゃあ森の中を突つっ切るのか？」

　ハヤテたちから見て北には深い森が広がっている。

「いいえ。まずは北西へ進むわ。しばらく行くと森が途と切ぎれて草の多い平地になるから、そこを進みましょう」

「ああ、分かった」

　ふたりは移動を再開する。

　彼女の言う通り、視界の右側に映っていた森林地帯はしばらく行くと途切れてなくなり、代わりに膝ひざより低いくらいの草が生えた草原が現れた。

　走る向きを変え、今度は草を踏ふみ締しめながら走る。

　先さき程ほどは大岩や窪くぼ地ちで死角が多かったが、ここではかなり遠くの方まで見み渡わたせた。

「このまま進むとどんなところに出るんだ？」

「小さな峡きよう谷こくよ」

「そこが試験場の中央なのか？」

「少しズレてるけど、まあほぼ中央ね」

　女王直ちよつ轄かつ騎き士し団や国軍が演習を行なう際は、峡谷を中心線にフィールドを半分に割って北と南に演習場所を分けることもあるらしい。

　やがて、その峡谷とやらが視界の先に見え始めた時。

「っ！　止まれ！」

　森の中から飛び出してきた人ひと影かげを見つけ、ハヤテはすぐシェリーに警告を送った。

　ふたりは即座に警戒態勢を取り、相手の出方を窺うかがう──が、

「アリアとキルルじゃないか」

　ハヤテは出てきた相手が誰かを知り、思わず構えた剣けん先さきを下げる。

「やあ。ハヤテ君にシェリー君」

　アリアは気さくに手を振ってくる。

　あまりに気軽な調子に、ハヤテはますます気が抜ぬけた。

「何の用？」

　シェリーが非常に端たん的てきな質問を投げかける。

「用事があるのはキルルの方さ。私はただの案内人だよ」

「キュルル」

　主あるじのセリフに、ミミングがひと声鳴く。

　おそらく彼女の契約獣サーヴアントの能力でハヤテたちを見つけ、キルルをここまで連れてきたのだろう。

　しかし、何のために？

　ハヤテとシェリーはキルルの答えを待つ。

「あたしは……」

　キルルは黒獣ブラツクドツグの背から降り、一度深呼吸をすると今までにないキッと凜り々りしい顔をしてシェリーをまっすぐ指差し、

「ハヤテさんを賭かけて、あなたに決けつ闘とうを申し込みます！」

　そう告げた。




　　　　▽




　それは、深い峡谷の奥底に眠ねむっていた。

　身の丈たけは十メートルを超こえるだろうか。横たえた手足と胴どう体たいが谷底を埋うめ尽つくすような巨きよ体たいだ。

　巨人に名はない。

　だが、彼よりもはるかに小さな人間からはこう呼ばれていた。

　ひとつ目の巨人キュクロプス、と。




　　　　▽




「決闘……？」

　キルルの口から発せられた言葉をハヤテは思わず反はん芻すうする。

「……って、決闘⁉」

　数秒の間ま抜ぬけな時間を置いてようやく意味を悟さとり、ハヤテは驚愕の声を上げた。

　その横で、やはりシェリーは冷静に。

「ハヤテを賭けてということは、あなたも彼のことが欲ほしいの？」

「そ、そうです！　これ以上あなたのようなヒドい人にハヤテさんを預けておけません！」

「……話が見えないのだけれど」

　そこでシェリーは視線をアリアへと移す。

　説明を求められていると察した彼女はそれに応こたえた。

「なんでも昨夜、シェリー君がハヤテ君にヒドい拷ごう問もんをしていたってキルルは言ってるんだよ。いくら君が主とはいえ、そして彼が契約獣サーヴアントとはいえ、自分の婚こん約やく者がそんな目に遭あっているのは見過ごせないということで──こうなったわけさ」

「……拷問？」

　そんなものを受けた覚えのないハヤテは首を傾かしげる。

　まさか昨夜のマッサージ時に上げた悲鳴が勘かん違ちがいの元とは夢にも思っていない。

「……まあいいわ。どうせバトルロワイヤル中なのだし、どうせ戦うのなら今ここで戦いましょうか」

「おおい！　そんな簡単に受けていいのか⁉」

「決闘から逃にげる方が恥はじよ」

　シェリーはさらりと言い切る。

「それに……人の下僕ものに手を出そうとするドロボウ猫ねこにはおしおきをしなくちゃね」

「……！」

　魔ま法ほうも使っていないのになぜか極ごつ寒かんの冷気が漂ただよってきて、ハヤテは激しく身み震ぶるいした。

「キルル。やっぱやめておいた方が……」

　つい心配になって彼女に投降を勧すすめるが、

「ダメです！　ハヤテさんのことはあたしが助けます！」

　彼女は聞く耳を持たない。

　その表情は真しん剣けんなのだが、どこか状じよう況きように酔よった風でもある。また何を妄もう想そうしているのやら……。

「おい、アリア！　お前もふたりを止めろよ！」

「ん～……まあ、人の恋こい路じを邪じや魔まするつもりはないさ」

　それに、と彼女はつけ加える。

「キルルの妄想癖へきはこれまでただの逃とう避ひ癖でしかなかったけれど、今日は違う。逃げないで、戦うために彼女は私のところに来たんだ。いつもの「助けて」じゃなくて「力を貸して欲しい」ってね。私自身のハヤテ君に対する興味は未いまだに尽きていないけど……幼おさな馴な染じみとしては、彼女に協力せざるを得ないな。もちろん、決闘に手は出さないよ」

　中立を宣言し、アリアは一歩下がる。

「～～～っ！」

　もうこうなったら戦うしかないようだ。少なくとも、ハヤテがやめろと言ってやめる彼女たちではない。

「あたしが勝ったらハヤテさんを解放してもらいます。シェリーさんはもし勝ったら何を望みますか？」

「もう少し日時が空いていれば何か考えたのだけれど、まあ〝貸しひとつ〟ということで構わないわ。いつか何らかの形で返してもらえれば結構よ」

「分かりました」

「決闘のルールは、まあこんな場で申し込んできたのだし、模も擬ぎ戦と同じでいいかしら？　場外だけはナシでね」

「構いません」

「ところで、あなたの条件はハヤテの解放とのことだけれど……ご覧の通り私とハヤテの場合、メインで戦うのは彼ということになるわ。つまり、あなたが解放したい相手と戦うことになるのだけれど、それでもいいのかしら？」

「……はい。でも、模擬戦ルールなんですから、あくまでシェリーさんを倒すことが勝利条件なんですよね？」

「ええ。その通りよ」

　決闘の条件が決まる。

　シェリーは《監視網ロールシヤツハ》を解いた。

　キルルは降りていた黒獣ブラツクドツグの背中に再び乗った。そして、模擬戦と同じように対戦相手から十メートルほど離はなれる。

　ハヤテも一度『魔神器ゼーレ』を解除する。

　模擬戦と同じルールでやるというなら、『魔導器ワンド』や『魔神器ゼーレ』の類たぐいは出していない状態から始めるべきだからだ。

「すぅー……はぁー……」

　深呼吸をひとつ。

　半ばふたりに引きずられる形で決闘することになったが、どちらにせよ今はバトルロワイヤルの最中だ。いずれは彼女たちと戦う可能性だって充じゆう分ぶんにあった。それを承知の上で訓練も一いつ緒しよにやったのではないか。

　アリアも一緒に訓練する前、それとこれとはキチンと分ければいいと言っていた。その通りだとハヤテも思う。

（どっちにしろシェリーの夢を護まもるって約束した以上は、そいつを貫つらぬき通さなきゃならない。手は抜けないよな……）

　遅おくればせながらハヤテも覚かく悟ごを決めた。

「じゃあ、私が開始の合図をしよう。コインでいいかな？」

　アリアがポケットから銅貨を取り出し、対たい峙じする三人がそれぞれ頷うなずく。

「──いくよ」

　コインがトスされる。

「「「───」」」

　一秒が何倍にも感じられた。

　それでもコインは重力に導かれ、確かに落下する──




　──キンッ




　同時に三人は動いた。

「創造クリエイシヨン！」

　ハヤテはシェリーの胸むな元もとから『魔神器ゼーレ』を引き抜き、唇くちびるを嚙かんで喘あえぐのを我が慢まんした彼女は、続けて《飛翔フリーゲンウオーク》の詠えい唱しようを始める。

　それに対してキルルは黒獣ブラツクドツグとともに大きく後方へ飛び退のきながら、自らの契約獣サーヴアントに攻こう撃げきを命じた。

「クロ！」

　雷らい撃げき。破は壊かいを伴ともなった一条の光がハヤテたちを襲おそう。

「クッ！」

　その攻撃をハヤテは間かん一いつ髪ぱつ炎ほのおの剣けんで斬きり裂さいた。

　訓練の時に比べ、雷かみなりがこちらに到とう達たつするのが速い。人工林の中で木々の間を縫ぬうように雷を曲げる必要がないからだ。

　いつものタイミングで斬ろうとしたら思わぬ一撃をもらうかもしれない。

「──《飛翔フリーゲンウオーク》」

　その時、シェリーが魔法の詠唱を終える。

　同時にふたりはつかず離れず一体となって、キルルへと突つっ込んだ。

　ハヤテの背後につけるシェリーを狙ねらって雷撃が放たれるが、それらを全すべて斬り伏ふせ、あるいは迸ほとばしらせた炎で迎げい撃げきする。接近戦時、ハヤテが彼女を護りやすい位置取りを確保しつつ動き回る訓練もこの十日間で積み重ねてきていた。

　それからしばらく雷と炎の応おう酬しゆうが繰くり返され、段々とハヤテの攻撃が黒獣ブラツクドツグの鼻先を掠かすめ始める。

「うっ……！　クロ！」

　以心伝心。主あるじの意図を組み、黒き獣けものは方向転てん換かんして森へと疾しつ走そうする。

　ハヤテたちもそのあとを追った。

　模擬訓練場内の人工林エリアに比べ、やはり本物の森は勝手が違った。まず地面のデコボコ具合が半はん端ぱない。木々の並びが等とう間かん隔かくじゃない。突き出た枝や藪やぶが多い。

　黒獣ブラツクドツグはさすがの俊しゆん敏びんさでそれらを躱かわしながら森の中を進んでいく。

　追うハヤテは邪魔な枝葉を斬り払はらって前へと進んだ。

　そこへ当然の如ごとく見えないところから雷撃が飛んでくる。

　しかし。

「でりゃっ！」

　これと同じシチュエーションは訓練で散々やって慣れている。むしろ先さき程ほどの開けたスペースでの雷撃の方が捌さばきづらかったくらいだ。

　ハヤテが慣れた動作で相手の攻撃を防いでいる間に、シェリーが《見張る者フレースヴエルグアイ》を量産して《監視網ロールシヤツハ》を完成させた。

　とはいえ、《監視網ロールシヤツハ》は全自動ではなく、あくまで彼女が操あやつる魔法だ。キルルのいる正確な位置を知るには、まず彼女のいそうな位置をある程度予想する必要がある。

　──一緒に訓練をしていたキルルは《監視網ロールシヤツハ》の存在を知っている。それゆえ彼女はハヤテたちに当てるためだけに雷撃を曲げるのではなく、木々の間を必要以上に大きく迂う回かいさせることで、自身の位置を悟らせない術すべを身につけていた。

　実際、その手法でキルルの攻撃位置を特定できずに、訓練では負けたこともある。

　だが。

「──見つけた」

　シェリー・シャルラッハロートの洞どう察さつ力は相手の策を凌りよう駕がする。

　彼女の《監視網ロールシヤツハ》は明めい滅めつし、あっという間にキルルのいる位置をこちらに報しらせた。

　もちろん、それですぐに決着がつくわけではない。彼女を発見したであろう《見張る者フレースヴエルグアイ》はすぐに破壊され《監視網ロールシヤツハ》の光の明滅はやむ。ところがシェリーはそこから素す早ばやく《監視網ロールシヤツハ》全体の動きを操ると、光は再びキルルのいる位置を報せ始める。

　彼女の指示に従ってキルルを追いながら、ハヤテはいつだったかシェリーが訓練中に、キルルの〝性質〟を見み抜ぬいたと言ったのを思い出していた。

　キルルの〝性質〟──それは〝臆おく病びよう〟。

　まあ、それくらいならハヤテにも分かる。彼女をか弱い小動物のようだと何度も思った。

　だが、シェリーのそれは彼よりもはるかに緻ち密みつだ。

　キルルの性格ならば何をされるとどう動くか、何をどうするとこちらの思おも惑わく通りに動かせるか──そこまで読み切っている。

　もしも彼女がハヤテ以外の普ふ通つうの契約獣サーヴアントを召しよう喚かんできて、普通の魔女騎士ヘクセンリツターになっていたとしても、もはや能力と言ってもよいこの洞察力さえあれば、充分に優ゆう秀しゆうな魔女騎士ヘクセンリツターになっていたのではないかと思わせる。それほどに彼女の〝読み〟は神がかっていた。

　そして──気がつけば、ハヤテたちは森林地帯の外に出ていた。

　目の前には峡きよう谷こくと、黒獣ブラツクドツグに乗ったキルル。

「……」

　大地にできた巨きよ大だいなひび割れを背に追い詰つめられた少女の頰ほおに冷ひや汗あせが流れる。

「少しズルかったかもしれないわね。私はあなたよりもここの地理に詳くわしかったから……でも、今日この場で決けつ闘とうを挑いどんできたのはそちらなのだから、まさか文句はないわよね？」

「……」

　キルルは悔くやしそうに唇を嚙んだ。

　彼女にもはや逃にげ場はない。

　王手だった。

　とはいえ、追い詰められた彼女をこのまま斬りにいくのは……やはりどうにも気が引ける。いざとなったらそうするほかないのだろうが……何の葛かつ藤とうもなしに躊ちゆう躇ちよなく斬れるほど、ハヤテは割り切れていなかった。

「キルル・デーメテール」

　その時、シェリーが再度対戦相手へ向けて呼びかける。

　ヒドく冷さめた眼まな差ざしと、冷たい口調で、

「この程度なの？」

　と言った。

「これがあなたの全力？　これがあなたの想おもいの限界なの？」

「……そんなことッ」

　キッとこちらを睨にらむキルルに対し、シェリーはそっとため息をつく。

「アリアさんもとんだ徒労だったわね。こんな、最後まで臆病なままで終わる人のためにわざわざ力を貸したのだから。幼おさな馴な染じみというだけで甘やかしすぎよ。彼女は愚おろかだわ」

「……アリアをバカにしないで」

「私がバカにするんじゃないわ。あなたのせいで彼女がバカにされるのよ」

「……」

「どうしても否定したいと言うのなら──」

　シェリーは先程自分がキルルにやられたように、彼女をまっすぐと指差し、

「──いい加減、戦いなさい」

　そう告げた。

　決闘を持ちかけた彼女に対し、まるで意い趣しゆ返がえしするように装って。

（シェリーの奴やつ、自分を悪者に仕立てて……キルルに決意を促うながしてる）

　そう。

　キルルは決闘を持ちかけながら、未いまだに本当の意味で戦おうとしていないのだ。

　なぜなら彼女は未だにその手に戦う意思の証あかしである『武器』を持っていない。

「う、うぅ……」

　黒獣ブラツクドツグの背を摑つかむ少女の手がぶるぶると震ふるえている。

　ここが決断の分ぶん水すい嶺れい。

　シェリーとて、あまり長い時間待つつもりはないだろう。キルルがずっと黙だまったままでいるなら、容よう赦しやなく決着をつけろと指示するはずだ。

「キルル」

　その時、ハヤテの口から自然と声が出た。

「怖こわい時は逆に笑ってみな。そうすりゃ自然と、勇気だって湧わいてくるさ」

「───」

　キルルの表情がキョトンとなる。

　それから……ゆっくりと、困ったみたいに、笑え顔がおになった。

「そんなこと言うくらいなら、手加減してくれてもいいんですよ？」

「手加減なんかしたら不義理になっちまう……それに失礼だろ、キルルに対して」

　対戦相手とそんな会話をしているハヤテを、シェリーは「どっちの味方なの？」という目で見つめたあと、やれやれ仕方ないわねという風にため息をついた。

　キルルは黒獣ブラツクドツグの背を降りた。

「クゥン？」

　主を心配するようにひと声鳴く。

　その頭をやさしく撫なでて、キルルは言った。

「ずっと頼たよってばかりでごめんね。もう大だい丈じよう夫ぶだから──あたしにも〝戦う理由〟ができたから」

　それからキルルは黒獣ブラツクドツクの頭を撫でる手を離はなし、自分の両の足で立って、ハヤテたちと相対する。




「創起キヤスト──『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』！」




　次の瞬しゆん間かんは、彼女の戦う『魔導器いし』がその両りよう腕うでに現れていた。

　稲いな妻ずまを象かたどった装そう飾しよくがなされた籠こ手てが少女の腕を肘ひじまで覆おおい、パリパリと電光を空気中に撒まき散らしている。

「行きます」

「来なさい」

　シェリーが応じると同時に、キルルの姿がかき消えた。

「ッ⁉」

　彼女が動いた際に舞まい上がった土つち煙けむりを頼りに、一瞬でシェリーの真後ろへと回り込んだその姿を捉とらえる。

「クッ‼」

　雷かみなりの籠手と炎ほのおの剣けんがギンッ‼とぶつかり合った。

　キルルは鍔つば迫ぜり合いに拘こだわらず、またパリッと光の残ざん滓しだけ残して姿を消した。

（自分の体を雷と同化させる『魔導器ワンド』か⁉）

　黒獣ブラツクドツグが発する雷らい撃げきはある程度弾だん道どうを曲げられるとはいえ、所しよ詮せんは意思を持たない現象に過ぎない。炎の剣で斬きり払はらってしまえば消えるだけだ。

　だが雷と一体となったキルルは違ちがう。こちらの攻こう撃げきを防ぼう御ぎよし、躱かわし、フェイントをかけ、あるいは停止して裏へ回り込もうとしてくる。その上、彼女の手足は四本もある。拳こぶしに蹴けり、合わせて四つも攻撃手段があるのだ。たった一条ばかりの雷撃とは段違いの手て強ごわさだ。

　その上、一度斬り払った程度では曲がらない意思を持っている。

　シェリーも護まもられてばかりでおらず《氷結コンヘラル》の魔ま法ほうなどで、キルルのことを援えん護ごする黒獣ブラツクドツグを攻撃するが、すばしっこい契約獣サーヴアントにはなかなか当たらない。

　あっという間にハヤテたちは防戦一方となった。

　幸いなのは、まだキルルと黒獣ブラツクドツグの連れん携けいが不慣れなことだろうか。彼女は今日はじめて『魔導器ワンド』を使ったのだ。訓練不足は否いなめないだろう。

　訓練不足というならもうひとつ。彼女は『魔導器ワンド』の力に振ふり回されている感があった。一個一個の動作に無む駄だな動きが多く、やや直線的だ。もっと急停止からの切り返しが速ければ、ハヤテの動体視力を振り切ることもできたかもしれない。

「ハヤテ！　私の言う通りにしなさい──」

　相手の弱点を見抜いたシェリーは手短に策を伝えてくる。

　彼女から与あたえられた策を、ハヤテはタイミングを見計らって実行に移した。

「焰ほのおよ‼」

　ハヤテは『魔神器ゼーレ』から炎を迸ほとばしらせ、サークル状の結界を造り出す。

「うっ⁉」

　炎の壁かべに囲まれ、キルルは急ブレーキをかけた。目の前に突とつ然ぜん現れた障害をスムーズに躱せるほど、まだ雷のスピードに慣れていないのだ。

　そうして彼女の動きを止め、さらに黒獣ブラツクドツグも上手うまく結界の外に締しめ出すことに成功したハヤテは、一気に加速して間合いを詰めた。

「───ッ！」

　反転したキルルの両目が炎の剣を振りかぶるハヤテを捉える。

　そこから躱すことは不可能と判断したのか──彼女は『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』を腰こしだめに引きつけ、稲妻の速度で拳を放った。

「あああああああ‼」

「うおおおおおお‼」

　刹せつ那なの交こう錯さく。

　次の瞬間には、ハヤテは炎の剣を振り切り、キルルは拳を振り抜ぬいた姿勢で、お互たがいに背を向けたまま固まっていた。

「グ……！」

　重い一撃を左ひだり肩かたに受けたハヤテは激しい痛みに思わず膝ひざをついた。

『ヴァルハラの加護』のおかげで傷ひとつないが、もし『加護』がなかったら肩ごと腕が吹ふき飛んでいそうな痛みだ。しばらく左腕は動きそうにない。

　ハヤテは激痛に顔をしかめながら、それでも無理やり笑えみを作って背後のキルルに話しかける。

「もうちょっと手加減してくれよ」

「嫌いやですよ」

　即そく答とう。

「だって、本気でハヤテさんが欲ほしかったんですもん」

　キルルがハヤテの方を振り返ると同時に、だらりと下げた彼女の両腕から『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』が砕くだけ散って、光の粒りゆう子しとなって消しよう滅めつした。

　ハヤテが炎の剣で籠手のみを斬ったのだ。

　魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントが健在ならば『魔導器ワンド』は何度でも結印から生み出せるが……

「あたしの負けですね」

　キルルは素す直なおに自分の負けを認めた。

　ハヤテにその気があれば彼女自身を斬ることもできていたと分かっているからだ。

　そこへ、シェリーがやってくる。

「私たちの勝ちね」

「はい……」

　キルルは顔を伏ふせた。

　そんな彼女に対し、シェリーはさらに言葉を重ねた。

「でも」

「……？」

「もしキルルさんがもっと前から『魔導器ワンド』の扱あつかいに慣れて、契約獣サーヴアントとの連携が取れていたら、結果は逆になっていたかもしれないわね」

　シェリーは目を閉じ、小さく頭を下げる。

「あなたを臆おく病びようだと侮ぶ辱じよくしたことは謝るわ──」

「いえ、そんな……」

「──だから私を赦ゆるしなさい」

　謝罪から一転、なぜか命令形でシェリーは言い放った。

　これにはキルルも目が点になる。

　だが、続けてシェリーは。

「それであなたへの貸しはナシよ」

「───」

　決けつ闘とうに勝ったら〝貸しひとつ〟──シェリーはそういう条件でこの決闘を受けた。

　その貸しを今ここで使うと彼女は言うのだ。

　あんな相手に発破をかけるための言葉を取り消すために……。

　けれど、この頑がん固こな少女はきっと「侮辱は侮辱だから」と、そうしなければ気が済まないと言うのだろう。

（本当に融ゆう通ずうの利きかない……）

　改めてハヤテは苦笑いする。

　キルルはもちろんシェリーのことを赦した。




「──それで、キルルさんはこのあとどうするの？　決闘の結果はともかく、試験はまだ続いてるけど？」

　シェリーの問いにキルルは首を横に振って。

「いえ、なんだかもう出し尽つくしちゃいましたし、アリアと合流したらそのままリタイアを……」

　彼女がそう言いかけた時だった。




「やっと見つけましたわ」




　投げかけられた声に反応して、ハヤテたちは振り返る。

　そこにはリンドヴルムを連れたビクトリアと、彼女につき従っている三人の魔女騎士ヘクセンリツター……それから彼女らに『魔導器ワンド』の剣を突つきつけられたアリアが立っていた。




　　　　▽




『──目覚めよ』




　峡きよう谷こくの谷底で眠ねむっていたキュクロプスがビクンッと身じろぎをする。

　巨きよ人じんの脳のう裏りに声が響ひびき渡わたる。




『──目覚めよ。貴様の敵がそこにいる』




「……」

　緑色の顔面。

　その中心よりわずかに上の位置で閉じられたまぶた……それが今、何かに反応するように、徐じよ々じよに徐々に、開き始めていた。




　　　　▽




　ハヤテたちはビクトリア率いる四人の魔女騎士ヘクセンリツターたちと対たい峙じしていた。

「いったい何の用なのかしら？」

「そんなもの聞くまでもないのではなくて？」

　確かにビクトリアの用事など決まっていた。

　今はバトルロワイヤルの最中だ。戦いのほかに用などあるはずもない。

「いやいやいや！　ていうか、いいのかよ⁉　そんな徒党を組むなんて！」

　ハヤテは大声で抗こう議ぎするが。

「「いいに決まってるでしょう」」

　シェリーとビクトリア。まさかの異口同音で答えられて、ハヤテは絶句する。セリフが被かぶった当人同士は嫌そうな顔をした。

「……これはバトルロワイヤルなの。いずれ全員を倒たおす必要があるけれど、その途と中ちゆうで手を組むのはアリアリよ」

　未いまだ困こん惑わく気味のハヤテにシェリーが説明をつけ加える。

「実際、去年の『ブリュンヒルデ杯はい』でも前年度覇は者しやオルトリアの二連覇を阻そ止ししようと、彼女以外の七人全員が手を組んだこともあったわ。全員返り討うちにあったけどね」

「……」

　大陸最強を決める大会でもアリなことと言われてしまっては、これ以上その点について文句をつけることもできない。

「……って！　そうだ！　アリアはどうするんだよ⁉　人ひと質じちじゃねーか！」

　ハヤテは諦あきらめずに捕とらえられているアリアを指差すが……。

「あー私のことは気にしなくていいよー。痛い目見たくなかったらここまで案内しろって脅おどされただけで、あとは人質になる前にひとりでリタイアしておくからー」

　当の本人はあっけらかんとそんなことを言ってくる。

「だったら案内する前にリタイアしとけよ！」

「いやーでもー」

　そこでアリアは少し笑って。

「四人がかりの不意打ちを喰くらうよりはいいだろー」

「んなっ……！」

　なるほど……そういう考え方もできるのか。目から鱗うろこというか、脅されながらそんな風に頭が回るアリアに感服する。

　逆に手玉に取られていたビクトリアは最初の余よ裕ゆうはどこへやら、あわあわと狼ろう狽ばいして、

「……フッ、フンッ！　もちろんそんなこと分かっていましたわ！」

　と、どう見ても強がりにしか見えない態度で取り繕つくろった。

「それにわたくしはそちらの平民に、バトルロワイヤルの恐おそろしさを教育したいだけであって、決して卑ひ怯きような真似まねがしたいわけではありませんの！」

「だったら奇き襲しゆうだって立派なバトルロワイヤルの戦法だと思うけど？」

「あなたはお黙だまりなさい！」

「わあー！　ちょっ！　先生先生！　リタイア！　私リタイアします！」

　刺さされそうになったアリアは慌あわてて──なんかそれすらも演技に見えるが──レーラにリタイアを宣言した。

　敗退した魔女騎士ヘクセンリツターへの攻こう撃げきは厳禁とされているので、少女たちは悔くやしそうに「くっ！」と言ってアリアを解放した。

「いやー怖こわかったー」

　解放された彼女はのこのことこちらへやってくる。

　もっともすでにリタイア済みなので加勢は期待できないが……。

「……」

　アリアの機転のおかげで不意打ちされはしなかったが、魔女騎士ヘクセンリツターの数だけ比べると未だに二対四。しかもおそらくビクトリアたちは一度も戦っていないのに比べ、ハヤテたちは今さっき全力の戦せん闘とうを終えたばかり。消しよう耗もうの差は明白だ。

「……それにしても、随ずい分ぶんとまたたくさん仲間を集めたわね」

　皮肉というよりも呆あきれを込こめて、シェリーは嘆たん息そくした。

「なっ、何ですの？　まさか文句がありまして？　ご自分でも仰おつしやっていた通り、一時的に誰だれかと手を組むのはアリでしてよ！」

「そうじゃないわよ。ただ、この試験はバトルロワイヤル。最後のひとりまで戦わなきゃならないのに、そんな何人も仲間を作って、あとで揉もめないのかしらと思って」

「ご心配なく。これはあくまであなたと、そこの平民を倒すまでの間の同盟ですわ。そのあとは正々堂々雌し雄ゆうを決しましょうと合意してあります」

「それはまた入念な取り決めね。いつから準備してきたのかしら。本当に執しゆう念ねん深ぶかいこと」

「バカにしてまして⁉」

　憤ふん怒ぬの声で叫さけび、ビクトリアは『蛇翼の鞭テイルワーム』を掲かかげる。

「さあ、せいぜい悪あがきを──」




　──グルルルルオオオオオオオオオオオ‼




　ビクトリアの声は地の底から響いた唸うなり声にかき消された。

　続けて、地じ響ひびき。

「な、何ですの⁉」

　これからという時に邪じや魔まされたビクトリアとその面々が、周囲をキョロキョロと見回す。

　と、その時。

「グウオオオオオオオオオ‼」

　そいつは文字通り地の底──峡谷を這はい登って、地上へと現れた。

　まず見えたのは人間を握にぎり潰つぶせそうなほど巨きよ大だいな両の手。

　続けて、顔の中心に目がひとつだけの巨顔。巨きよ軀く。それらを支え、やはり人を一いつ瞬しゆんでぺしゃんこにできそうな二本足。

　全身の肌はだは緑一色。

　腰こしまわりだけを最低限覆おおう薄うす汚よごれた布。

　まるで慟どう哭こくするような雄お叫たけび。

「グウオオオオオオオオオ‼」

　ひとつ目の巨人。単眼鬼。

　かつてシャルラッハロート領を襲おそった魔ま獣じゆう──キュクロプスが、彼らの眼前にいた。




「なっ……ん……‼」

　今まで感じたことのないプレッシャーを肌でビリビリと感じる。

「あれはまさかキュクロプス⁉　何で今いま更さら──」

　アリアの声は巨人が足を踏ふみ出した轟ごう音おんにかき消される。

　ズシンッ‼

　奴やつが歩くだけで大地が揺ゆれた。

　地響きがその場にいた少女たちの足を竦すくませる。

「ウ……ワアアアアア！」

　錯さく乱らんしたビクトリアの仲間のひとりが手にした槍やりの穂ほ先さきを地面へと突き立てた。

　瞬間、地面から石柱が次々と生え、土つち煙けむりを上げてキュクロプスへと一直線に殺さつ到とうする。

　おそらく大地を操あやつる『魔導器ワンド』だったのだろう。非常に強力な攻撃に思えたが──

「グルアア‼」

　巨人のひと蹴けりが石柱をまとめて破は砕さいする。

　砕くだけ散った石柱はそのまま礫れき弾だんとなり、ほとんど棒立ちになっていた少女たちを襲った。

「「「キャアアア！」」」

　幾いく人にんかの悲鳴が重なる。拳こぶし大の塊かたまりを頭に受けて昏こん倒とうする者もいた。

　ハヤテは炎ほのおの剣けんで石柱の破は片へんをはじいて自分の傍そばにいた三人を護まもる。

『おい！　何が起きている⁉』

　全員の襟えり章しようから珍めずらしく声を荒あらげたレーラの声が聞こえてきた。

　アリアがすぐさま襟章に向かって叫ぶ。

「キュクロプスです！　峡谷の下で眠ってた奴がなぜか急に目を覚ましたようです！　早く直近の騎き士し団か軍に助けを！」

『キュクロプスだと⁉　数は⁉』

「一体です！」

　アリアが答える。

『なら、私が行くまで生き延びろ！　五分だ！』

　最後にノイズ音を残してレーラは《通信アンゲルス》をやめた。

　おそらく、元国家騎士の教師は言葉通り五分で駆かけつけるだろう。

　だが、奴がその気になれば一秒で人を肉につ塊かいにできる。五分はあまりに長い──⁉

　クソッ！とハヤテは毒づいた。誰かに対してではない。強しいて言うなら、目の前の巨人に向かってだ。

「お前ら！　さっさと逃にげろ！　俺が囮おとりになる！」

　魔女騎士ヘクセンリツターや契約獣サーヴアントの身体能力は並ではないが、体長十メートルをゆうに超こえる巨人の駆け足はそれに勝まさるだろう。誰かが足止めをしなければならない。

　何もかもがとっさの判断だったが、ハヤテは反射的にビクトリアたちを含ふくむ全員を護る決断を下した。

　すでに怖おじ気けづいていたビクトリアの仲間たちは、気絶した少女を背負い逃げ始める。

　それを横目で見ながらハヤテは右手だけで炎の剣を構えた。左手にはまだ力が入らない。不利にもほどがある状じよう況きようだが、彼は己おのれを鼓こ舞ぶしてキュクロプスめがけて駆け出した。

「───、」

　巨人の単眼がこちらへ向けられる。

「グウオオオオオオオオオ‼」

　まるで仇きゆう敵てきでも見つけたかのように巨人は激げつ昂こうし、その剛ごう腕わんを振ふり上げる。

　大岩並の巨大な拳が問答無用でハヤテめがけて振り下ろされた。

　とても右みぎ腕うで一本で操る剣で受け止められるものではない。

「ッなロ！」

　ハヤテは身を捻ひねりながらナナメに跳とび、その拳を躱かわす。

　ゴパンッ‼

　信じられないような音を立てて大地が陥かん没ぼつした。

（試験場の荒あれ地ちで見たクレーターって、マジでこいつらの仕し業わざだったのか⁉）

　戦せん慄りつがハヤテの背中を駆け抜ぬける。

『ヴァルハラの加護』は魔獣相手には効果を発揮しない。もし一いち撃げきでも奴の攻撃を喰らったら──

　恐きよう怖ふがハヤテの判断力を鈍にぶらせた隙すきを、キュクロプスは見み逃のがさない。

「あ……」

　気がつけば彼の頭上に巨大な足の裏が迫せまっていた。

　図ずう体たいがデカいクセに速い⁉

　死ぬ──そう思った。

　だが本当に踏み潰される直前、ハヤテは誰かに抱だき締しめられ、その場から離り脱だつした。

「キルル⁉」

「ハヤテさん大だい丈じよう夫ぶですか⁉」

　問うてくる少女の両りよう腕うでには『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』が装着されていた。おそらくその『魔導器ワンド』がもたらすスピードで、間かん一いつ髪ぱつハヤテのことを助けたのだろう。

　しかし、問題はそこではなかった。

　彼はみんなに逃げろと言ったのだ。なぜまだキルルがここにいるのか？

　おまけに残っているのは彼女だけではなかった。

「何を勝手に死にそうになってるのよ、ハヤテ」

　シェリーはいつもの調子でいつもと変わらぬ毒どく舌ぜつをかけてくる。

「平気だったかい、キルル？」

　アリアもまた幼おさな馴な染じみを気き遣づかって、彼女を立ち上がらせていた。

「グ？」

　キュクロプスの方はといえば、踏みつけた足を持ち上げ、その下にハヤテの圧死体がないことに首を傾かしげていた。足の裏まで確かく認にんしている。どうやら光の速さで彼を助けたキルルを、ひとつしかない目では捉とらえきれなかったらしい。

　今しばらくは大丈夫かもしれないが、いつこちらに気づくか分からなかった。

「何でお前ら逃げてないんだよ⁉」

　ハヤテは思わず怒ど鳴なりつける。

「自分の下僕ものを見捨てるご主人様がどこにいるのよ」

「この……ッ⁉」

　バカ野や郎ろうと彼が言いかけたところで、

「グウオオオオオオオオ‼」

　キュクロプスがこちらに気がついた。

「チッ！」

　ハヤテは再び炎の剣を右手だけで構える。

　その時、大きな風切り音を立てて、一条の鞭が巨人の顔面をバシンッ‼と打ち据すえた。

　ギョロリとキュクロプスの目が鞭の先にいる少女──ビクトリアへと向けられる。

（あいつも逃げてなかったのか⁉）

　気絶した仲間たちと一いつ緒しよにとっくに逃げたと思っていた。

　なぜ彼女まで残っているのか──

「わたくしは貴族でしてよ！　敵を前に怖気づいて逃とう走そうするなどあり得ませんわ！」

　ビクトリアは自身を鼓舞するように朗々と叫んだ。

　彼女の『蛇翼の鞭テイルワーム』が無限の射しや程てい距きよ離りをもってキュクロプスを連打する。

「グウウゥゥ……」

　キュクロプスは嫌いやそうな顔をした。

　それは蓄ちく積せきされるダメージによる苦く悶もんの表情──ではなく、鬱うつ陶とうしいハエを嫌がるものと同じだった。

　巨人がハエを払はらおうと拳を振り上げる。

「マズッ！」

　慌あわててハヤテは駆け出した。駆けながら、炎をキュクロプスの顔面へ向けて放つ。

「グヌウ……ッ！」

　一個しかない眼球の前を横切った炎の熱に巨人が怯ひるむ。

　だが、怯んだのはほんの一瞬で、奴のそのまま大木のような腕うでを横よこ薙なぎに振るった。

「こンッの！」

　ハヤテは全力で地を蹴り、跳んだ。

　先さき程ほど自分がキルルに助けられた時と同じように、搔かっ攫さらうようにしてビクトリアの体を抱き上げ、再度ジャンプ──つま先のすぐ下を巨人の腕が薙ぎ払う。

「え？　な……！」

　ビクトリアの方はまだ状況が理解できていないようだ。攻こう撃げきに集中していたせいで視野が狭せまくなり、巨人の動作が見えていなかったのだろう。だが、巨人の振るった腕が大地を平らに整地したのを目もく撃げきして、ようやく自分の攻撃がまるで効いていなかったのを悟さとる。

「な、何であなたがわたくしを助けて……？」

「知るか。反射的にだ！」

　ハヤテはビクトリアを抱かかえて走りながら答え、次の攻撃に備えて巨人を睨にらみつける。

「……！」

　お姫ひめ様さま抱っこされていたビクトリアは間近で真しん剣けんな彼の表情を見て、思わず頰ほおを薔薇ばら色に染めた。

「いっ、いつまでわたくしを抱いているつもりなの！　もう大丈夫ですわ！」

「そうか？　立てるか？」

「当たり前です！」

　ついには腕の中でジタバタと暴れ始めたので、仕方なくハヤテはビクトリアを下ろした。

　彼女は二本の脚あしで大地に立つと、再び『蛇翼の鞭テイルワーム』を振るい出す。

「リンディス！　足をお狙ねらいなさい！」

「シャァァ！」

　翼つばさを持った大だい蛇じやが低空飛行から巨人の足首に絡からみつき、さらに牙きばを突つき立てる。

　足元から崩くずす作戦か！──彼女の意図を読んだハヤテも炎ほのおの剣で逆の足を斬きりつけた。

「ハヤテさん！」

　さらにキルルと黒獣ブラツクドツグも加勢に及およぶ。

　雷らい撃げきと神速の拳が巨人に浴びせられる。

「ハヤテ君！」

　攻撃を躱して一時的に巨人から距きよ離りを取ったハヤテの耳にアリアの大声が届く。

「ミリアにキュクロプスの弱点を解かい析せきさせた！　目を狙え！」

「そいつは分かりやすい！」

　しかし、巨人の単眼があるのは地上十メートルの高さ。『魔神器ゼーレ』で強化されているとはいえ、ハヤテにその高さまで跳ぶ力はない。炎による遠距離攻撃もなくはないが……。

「私が飛ばすわ」

　ハヤテの傍かたわらへシェリーが現れ、《飛翔フリーゲンウオーク》の魔法を彼にかけ始める。

「《飛翔フリーゲンウオーク》の魔法はかけた本人にしか操れないわ。一直線に飛ぶのと、少し放物線を描えがくのどっちがいい？」

　つまりハヤテの体を飛ばすのはあくまでシェリーであって、彼自身に操あやつることはできないということか。

「最短距離で頼たのむ」

「分かったわ」

　この一撃で決めるため、ハヤテは両手で剣けんの柄つかを握にぎり締める。左ひだり肩かたの痛みは無視。

「──行きなさい」

「！」

　シェリーの合図とともに、ハヤテの体は弾だん丸がんのように発射された。

　目指すは巨人の単眼！

「うおおおおお‼」

　空中で姿勢を制せい御ぎよし、ハヤテは咆ほう哮こうを上げた。

　角度もタイミングも完かん璧ぺき！

　剣先から迸ほとばしる火花で弧こを描かせながら、ハヤテは半ば勝利を確信した。

　直後──キュクロプスが牙を剝むく。




「グウオオオオオオオオ‼」




　何が、と思う間もなかった。

　巨人を中心に発生した竜たつ巻まきがハヤテたちを吞のみ込んだ。




　　　　▽




　レーラが「五分持ちこたえろ」と告げた時から、シェリーは頭の中で秒数を数え続けていた。戦せん闘とうの役に立たない自分は使える頭をフルに使おうとはじめから決めていた。

　アリアがハヤテに敵の弱点を伝えた時点で、数えた数は百と五十ほど。

　残り二分──レーラの到とう着ちやくまで逃にげ切れるか微び妙みようなところだ。

　だから、シェリーは敵を倒たおす方向に舵かじを切った。ハヤテの『魔神器ゼーレ』ならば不可能ではないという目算もあった。

「──行きなさい」

　そして。




「グウオオオオオオオオ‼」




　ハヤテを《飛翔フリーゲンウオーク》で飛ばした直後──キュクロプスの雄お叫たけびとともに大地がめくれ上がるほどの竜巻が発生した。

　魔ま獣じゆうは、人とは比べものにならないほどの魔法を──大魔法を使う。

（忘れていたつもりでは……なかったのだけど）

　激しい強風によって宙へ舞まい上げられ、そのまま大地に叩たたきつけられたシェリーは、全身を苛さいなむ鈍どん痛つうを無視しながら思考を続けていた。

「う……」

　左右へ頭を動かせば、アリア、キルル、ビクトリア、彼女たちの契約獣サーヴアント……それにハヤテが倒れ伏ふしている姿を確かく認にんできる。全員大きなダメージを負ったようだが、幸運にも死んだ者はいないようだ。

　キュクロプスが勝利を誇こ示じするかのような雄叫びを上げた。

　その大音声を聞き流しながら、シェリーはなおも自問する。

　どこでミスをしたのか？

　判断を誤ったのか？

　誤ったのだとしたら、どうして誤ったのか──

（思い当たる節は……あるわね）

　──脳のう裏りに甦よみがえるのは幼い頃ころの記き憶おく。

　シャルラッハロート領を襲おそった災さい厄やく。

　大好きだった母の失しつ踪そう。

　その後の苦く渋じゆうに満ちた人生。

　もちろん、単眼鬼の群れがシャルラッハロート領を襲った時、シェリーはまだ小さかったので戦場には出なかった。

　しかし、資料でなら見たことがある。

　資料を読み返しすぎたせいで、実際にその現場を見たこともないのに、巨きよ人じんたちが村々を蹂じゆう躙りんする悪夢を何度も何度も見て飛び起きた……。

　募つのりに募った憎にくしみが判断を曇くもらせた可能性は否定できなかった。

「くぅっ……ッ！」

　ほんの少し指を動かすだけで激痛が走る。

　唇くちびるを血が出るほど嚙かみ締しめて、シェリーは無理やり立ち上がった。

　──レーラが到着するまであと一分強。

　まだ自分にはやるべきことが残っている。




　　　　▽




「ぐ……あ……」

　キュクロプスの放った大魔法を間近で喰くらったハヤテは風に切り刻まれ、ボロ雑ぞう巾きんのような状態で大地に転がっていた。

　せめて炎の剣を持って立ち上がろうと右手に力を込こめようとするが──

「グ！　アアアアア‼」

　──ハヤテの右みぎ腕うでは全体が真っ赤に染まるほど血にまみれていた。

「……⁉」

　さらに結印までもが破は壊かいされているのを見て、ハヤテの絶望がさらに膨ふくらむ。

　結印が破壊されたためか、炎の剣自体が見当たらない。『魔神器ゼーレ』から供給されていたパワーも感じられず、全身が泥どろ沼ぬまに浸つかったように重かった。

　再度、キュクロプスの雄叫び。

　レーラが到着するまであとどれくらいか、彼は把は握あくしていない。だが、たとえそれが十秒後の話であったとしても、その前に彼らが全ぜん滅めつするのは明らかだった。

　ザッ……と、ハヤテのすぐ傍そばに誰だれかやってくる。

「シェリー」

「ボロボロね」

　自分もあちこち傷だらけのクセに、彼女はいつもの調子で言った。

「クッ……！」

　ハヤテは無理やり体を起こし、立ち上がろうとして失敗する。

　片かた膝ひざをついて、滝たきのような脂あぶら汗あせを額に流す彼の顔を……そっと、彼女の両手が包んだ。

「ハヤテ」

　一度名前を呼び──シェリーはハヤテの頰から両手を離はなして、するりと彼の首の首輪をはずし、

「これで、もうあなたは私の下げ僕ぼくじゃないわ」

　突き放すように、そう言った。

「え……？」

「聞こえなかった？　あなたはもう私のために戦う必要はないと言ったの」

　シェリーは下僕の証あかしである首輪をぽいっと捨てる。

　まるでハヤテ自身を見捨てるように。

「あ……」

　ハヤテは呻うめき声を上げる。

　そんな彼に、シェリーは背を向けた。

「あと一分でシュバルツ先生が来るわ。だから、それまでせいぜい無ぶ様ざまに逃げ回りなさい」

　さらに暴言をこちらの胸に突き刺さすように投げつけて、彼女はハヤテに背を向ける。

（……シェリー）

　だが、ハヤテは気づいていた。

　それが目の前の少女なりの気き遣づかいであることを。

　ヒドい言葉で突き放すのは──ハヤテに自分を見捨てやすいようにするため。

　こちらに背を向けたのは──今から巨人に立ち向かって自身を囮おとりとするため。

　脳のう裏りに甦るのは模も擬ぎ戦で、ハヤテを助けるために迷わず敗北宣言コールをした彼女の声。

「……」

　ハヤテには分かっていた。

　目の前の少女はこんな場面で──こんな時だからこそ、自分以外の誰かを助けるために戦える勇気を持つ、とんでもなくやさしく気高い人間であることを。

　思い出されるのは、彼女と出会い、これまで過ごしてきた時間。

「……！」

　今のハヤテはシェリーの下僕ではない。

　彼女はもう自分のために戦わなくていいと彼に言った。

　ならば……戦う力すら失った俺が……彼女のために戦う理由は……ッ‼

　──彼の右手で、破壊されたはずの結印が、ドクンッ、と力強い鼓こ動どうを打った。

「シェリー！」

　ハヤテはかつての模擬戦の時と同じように、ひとりの少女を助けるため再び駆かけ出した。




　　　　▽




　勝利の雄叫びを上げていた巨人は、ふと自身へと近づいてくる少女の存在に気がついた。

「さあ、かかってきなさい」

　少女は腕うで組ぐみをして、堂々と告げる。

「グウウウ‼」

　決して人間の言葉を理解したわけではないが、不ふ遜そんにもこちらを睨にらみつけてくる少女の態度がヒドく気に入らなかった。

　その巨体から見ればあまりに小さく、そして矮わい小しような生き物に対して──キュクロプスは巨大な拳こぶしを振ふり上げる。

　一いち撃げきで、少女の体を潰つぶすために。

「シェリー！」

　その少女の許もとへ、ひとりの少年が駆けつけた。

　驚おどろいて振り返る少女へ向かって、少年は右手を伸のばす──




　──そのふたりの頭上へと、単眼鬼キユクロプスは無む慈じ悲ひに拳を振り下ろした。




「グオオオオウ‼」

　巨人の拳の大きさを鑑かんがみれば、ひとり潰すのもふたり潰すのも同じこと。キュクロプスは確実に両方を殺したと確信して再度雄叫びを上げた。

「オオオオ──グ？」

　何か、おかしい。

　なぜか、おかしい。

　確かに振り下ろした拳──そこから伝わる感かん触しよくがいつもと違ちがう。

　潰したふたりの死体を確かめるために拳を持ち上げようとした時──突とつ然ぜん、キュクロプスの腕を轟ごう炎えんが包み、またたく間にその肘から先を焼き尽つくした。




　　　　▽




　突とつ如じよ発生し、巨人の片腕を一いつ瞬しゆんで炭化させた炎ほのおの渦うず。

　その中からひと組の男女が、赤熱する光とともに現れる。

「ハヤテ……」

　少年の腕に抱だかれた少女は呆ぼう然ぜんと相手の名を呼んだ。

　彼は一方の手で彼女を背中から抱き、もう一方の手には以前とは形も違う──神こう々ごうしいまでの赤く輝かがやく剣けんを掲かかげていた。

「やっと分かった……〝足りなかったもの〟の正体が」

　ハヤテは呟つぶやく。

　剣の紋もん章しようが復活した右手をシェリーへ伸ばした瞬間、はじめて『魔神器ゼーレ』を抜ぬいた時と同じように大量の情報が頭の中に流れ込んできたのだ。

　……思えば、ハヤテはこの炎の剣を『魔神器ゼーレ』と呼ぶばかりで、肝かん心じんの銘なを知らなかった。

　あの瞬間、謳うたうように流れ込んできたのは、彼の『魔神器ゼーレ』の銘と、それを讃たたえる詩うた。

　其そは王を殺す剣──

　其は神を弑ころす剣──

　そしていずれは──

「──其は世界をも滅ころす剣。界かい燼じん剣けん『レーヴァティン』……それが、この剣の銘だ」

「……真ま銘なも知らずに使っていたの？　呆あきれたわね」

　本当に呆れたようにシェリーが呟く。

　それから、彼女は怒おこった目つきになって。

「なぜ私を助けにきたの？　もう下僕でもないクセに」

　その態度にハヤテは苦く笑しようする。

（さっき俺が逃にげろって言った時、自分は逃げなかったクセに……）

　だから、さっきの彼女と同じようにこの言葉を相手に返す。

「自分の奴隷ものを見捨てるご主人様がどこにいるんだよ」

「……！」

　シェリーの目が呆あつ気けに取られたように丸くなった。

　見つめ合うふたり……そこへ、空気の読めない怒いかり狂くるった巨きよ人じんの絶ぜつ叫きようが割り込む。

「グウオオオオオオオオ‼」

　キュクロプスは焼かれた腕の恨うらみを晴らすために、彼らをまとめて踏ふみ潰そうと足を振り上げた。

「……たかが巨人ごときが」

『レーヴァティン』から流れ込む力がそうさせるのか、それまでにないゾッとする声でハヤテは呟き、無造作に剣を振るった。

　宙をなぞった剣先から炎の刃やいばが生まれ、またたく間に爆炎へと成長してキュクロプスの振り上げた脚あしに襲おそいかかる。

「グギャアアアアオオオ‼」

　巨人の脚が、まるで巨大な斬ざん撃げきを喰くらったかのように膝から両断される。

　ズズン‼と音を立てて単眼の鬼おには地面に無様に転がった。

　その様を見ようともせずに、ハヤテはシェリーのことを見つめ続ける。

「お前は俺の奴ど隷れいだ。俺はお前の下僕だ。俺はお前の主あるじだから、お前の全すべてを俺のものにする権利がある。お前は俺の主だから、俺を使ってあらゆる望みを叶かなえる権利がある」

　いつか彼自身が言われたセリフと同じことを彼女に伝える。

　それはかつて提示された主従契けい約やくを受け入れるという宣言でもあった。

　しかし、シェリーは不満そうに、

「私があなたを使うのは、私の夢を叶えるためよ。なら、あなたが私の全てを欲ほつするのは何のため？」

　と、尋たずねてくる。

「───」

　その質問の答えは分かりきっていた。

　本当なら、もっとずっと前に出していてもよかった答え。それが、ここまで追い詰つめられて、彼女のやさしさと気高さを再確かく認にんして、それでやっと答えが出せたなんて……

（そりゃ鈍にぶいって言われても仕方がないよなあ……）

　なら返事を遅おくらせてしまった分は何をもって埋うめ合わせようか？

　答え自体は分かりきっている。けれど、シェリーはあえて言葉にして、声にして、気持ちを伝えることを求めている。かといってシンプルな答え方では埋め合わせにならないだろう。だとすれば──あの告白の時に彼女に言われたセリフを転じて、俺はこう返そう。

「男が女の全てを求める理由なんてひとつしかないだろ？」

「……そう」

　ハヤテの答えを聞いて、シェリーは短く答え──そして、天使のように微笑ほほえんだ。

　ふたりの気持ちが完全に通じ合ったのを祝福するように、『レーヴァティン』の輝きがさらに増す。

　そもそも『魔神器ゼーレ』の真銘が流れ込んできたのも──知った今となってはなぜ真銘を知ることができなかったのかも分かるようになっている──彼が迷いを吹ふっ切ったからだ。

『レーヴァティン』の力はハヤテとシェリーの気持ちが通じ合うほどに増し続ける。まさに彼女のために振るうに相応ふさわしい剣。

　そして今、彼女のためにこの刃を振るうべき対象は──

「グウウウウウ……‼」

　キュプクロスは残りの力を振り絞しぼるようにして、残った左手の先に魔力を集めていた。

「離はなれててくれ」

　ハヤテはシェリーを自分の後ろへ下げる。

「グオオオオオオオオ‼」

　先さき程ほど竜たつ巻まきを起こした風の大魔法がハヤテに向けて放たれる。

「焰ほのおよ‼」

　轟ごうッ‼

　呼び声に応じ、『レーヴァティン』から火か焰えんの柱が生まれた。

　炎が生み出した上じよう昇しよう気流がキュプクロスの大魔法の軌き道どうを逸そらし、吹き散らす。

　はじめて巨人の目に恐きよう怖ふが浮うかんだ。

　残った左手が後ずさるように地面を引っ搔かく。

　逃がしてやる道理はなかった。

「お前の命に、シェリーが流した涙なみだ一いつ滴てき分の価値もないが──」

　大地を蹴ける。

『レーヴァティン』の刃から炎が溢あふれる。

「──せめて一いつ片ぺんの灰も残さず、この世から消え失うせろ！」

　かつてシャルラッハロート領を蹂じゆう躙りんした魔ま獣じゆうの生き残りは、一刀両断された傷口から広がった炎に焼き尽くされ、この世にその痕こん跡せきを何ひとつ残さず灰かい燼じんと帰した。
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　エピローグ　真夜中の契ちぎり







　とんでもないトラブルに見み舞まわれつつも、無事に中間考査を終えてディアスペル王立学院の寮りように戻もどってきた日の夜──

「はい」

　──真っ先にシェリーが差し出してきたのは、いつかのデートの時に買って以来彼女の机に仕し舞まわれ続けていた首輪だった。

　その隣となりには一度はずされたハヤテの首輪も並んでいる。最高級の竜りゆう鱗りん製を謳うたうだけあって、あの激戦をくぐり抜けても傷ひとつなかった。さすがに帰ってきた直後は汚よごれていたが、それはすでに洗い落としてある。

「……どうしても必要か？」

　改めてハヤテはシェリーに尋ねる。

　お互たがいを主に、それぞれ下げ僕ぼくとして、奴隷として、相手のものとなる。その契約を交かわすこと自体にもはや異論はないが、彼女の綺き麗れいな首に首輪を嵌はめるのはやはり躊躇ためらわれた。精神的な契約だけでいいのではないか？──と、彼は問う。

「私は自分の目的のためにあなたを戦わせる。きっと死地にだって連れていく……たとえ、あなたが自分の意思で私に力を貸してくれるんだとしても、その事実は変えられない──これはその戒いましめ。こうして形として、常に見えるものにしておかないと、私はあなたに甘えてしまうかもしれないから」

「……そっか」

　なら、もうほかに言うことはない。

　まずシェリーがこちらの首に枷かせを嵌めた。

　次に、なるべく細心の注意を払はらって彼女の首に枷を嵌める。

「……昔、亡なくなった祖母がいつも言っていたの」

　彼女はまるで愛いとおしいものに触ふれるみたいに、やさしく首輪を撫なでて言った。

「いつか私が恋こいをする歳としになったら、お互いに対等でありたいと思い合える相手を探しなさいって。その人が自分よりも高みにいるなら、同じ高みへ登れるように努力したいと思える。自分がその人よりも先へ行っているなら、追いかけてきてくれる人を探せって」

　その話を聞いて、ハヤテはふと合が点てんがいった。

　シェリーが彼の奴隷になると言った理由。

　下僕として戦わせることへの報ほう酬しゆうだとか、私の全てを捧ささげたいからだとか──もちろん、そのふたつの理由も真実だろう──けれどもっとも彼女が〝そうしたい〟と思った理由は、祖母の教えの中にあったのだ。

　──お互いに対等でありたいと思える相手。

　シェリーの夢を護まもるために戦うハヤテは、どこまでいっても彼女の目的のためにしか剣けんを振ふれない。自分のために剣を振れない──つまりは彼女の目的のために働く下僕だ。少なくとも彼女はそう思っている。

　だからこそ、彼女はハヤテの奴隷になることを望むのだろう。

　ハヤテはシェリーの主であり下僕。

　シェリーはハヤテの主であり奴隷。

　そうやってお互いの関係を──多少歪ゆがんだものであっても──対等なものにするために。

　ああ、まったく融ゆう通ずうが利きかないな……と、ハヤテは胸中で苦笑いした。

「「……」」

　不意に、静せい寂じやくを感じる。

　自分と彼女の間には、窓から差し込む月明かり──それ以外に何も、本当に何も存在しないのではないかと、そう思う。

　それほどまでに見入っていた、お互いに。

　ふと──歌うようにシェリーが告げる。

「私の全すべてはあなたのものよ」

「お前の全ては俺のものだ」

　ハヤテも答える。

　今度はこちらから口を開く。

「俺の全てはお前のものだ」

「あなたの全ては私のものね」

　シェリーも同じように答える。

　気がつけば……どちらともなく顔を近づけ、お互いの唇くちびるを重ねていた。

　それはご主人様が頑がん張ばる下僕に与あたえるご褒ほう美びのキスであり、ご主人様が愛いとしい奴ど隷れいに捧ぐ誓せい約やくのキスだった。

「これであなたは私の下僕ものね」

「これでお前は俺の奴隷ものだ」







　あとがき







　下げ僕ぼく×奴ど隷れい＝王道学園バトルファンタジーな本作、『俺と彼女が下僕で奴隷で主従契約』（略称は『おかげ』とか『主従契約』とかそんな感じ）いかがだったでしょうか？

　富士見ファンタジア文庫でははじめまして。なめこ印じるしです。




　今回富士見ファンタジア文庫で書かせていただくご縁えんに恵めぐまれまして、まずはプロットをいくつかお送りしたのですが、その中に何となく思いついたから紛まぎれ込ませた、

「あなたが私の下僕になりなさい。代わりに、私はあなたの奴隷になるわ」

　というセリフから全すべてが始まりました。……今だから白状すると、プロットに書いた時点ではこのセリフを使うアテはまったくなかったです、というか「こんなセリフ言う機会ないだろ、言うとしたらどんなシチュエーションだ（笑）」とか思ってました。

　ですが、担当さんにこのセリフがピンときたと言われ、それならやってやるぜと設定とキャラクターを膨ふくらませてできあがったのが本作となります。

　そんな経けい緯いで生まれた本作のヒロイン「シェリー」は、「主人公を弄もてあそぶ女王様っぽさ」と「主人公に奴隷のように尽つくす従じゆう順じゆんさ」を兼ね備える、まさに二に律りつ背はい反はんハイブリッドキャラクターとなっております。書いておいてなんですがエッロいキャラづけですね！

　そんな特とく殊しゆな主人公とヒロインの関係性に、最強×学園ラブコメ×ハーレムという王道を交え、かわいいヒロインとカッコいい主人公＆バトルの両方が楽しめるように仕上げてみました。この中のどれかが読みたい人も全部読みたい人も、みんな楽しんでいただければ幸いです！

　最後に謝しや辞じを。今回お声をかけてくださった担当の小林様。キャラクターやバトルの設定、ストーリー面で数々のご助言をいただきありがとうございます。

　イラストレーターのよう太た様。カッコよく、かわいく、エロく、ファンタジーでバトルで学園でハーレムでと要素が多すぎるくらい満まん載さいな本作のキャラクター・世界観を完かん璧ぺきに再現するイラスト・デザインをしていただきありがとうございます。

　またこの本を出すにあたってご助力いただいた全ての皆みな様さま、ありがとうございます。

　そして、最後までこの本を読んでくださった読者様と、これからこの本をレジに持って行ってくれる（くれますよね？　ドキドキ）読者様にも最大級の感謝を捧ささげます。

　次回も乞こうご期待！　それではまたいつかお会いしましょう。


二○一三年九月　なめこ印じるし












俺おれと彼かの女じよが下げ僕ぼくで奴ど隷れいで主しゆ従じゆう契けい約やく
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